


横浜市では、平成 28 年度（2016 年度）の文部科学省「グローバル人材の育成に向けた ESD の推進事業」の

採択を受けて以来、全ての横浜市立学校で、ESD の理念に基づく教育が広がるような取組を展開してきました。

事業の推進においては、多様な組織が参加・連携した「横浜市 ESD 推進コンソーシアム」を立ち上げ、以下のよ

うな ESD に関連するキーワードのもとで、取組が展開されてきました。 

 

表：「横浜市 ESD 推進コンソーシアム」で活用されてきた ESD 関連のキーワード 
 持続可能な開発のための教育（ESD） 
 ホールスクール・アプローチ 
 多様な主体とのパートナーシップ 
 ESD のレンズ：見直す（批判的）、つなげる（統合的）、変わる（変容的）、地域で世界へ（文脈的） 
 SDGs の特徴：普遍性、包摂性、参画性、統合性、透明性 
 SDGs を学ぶ、SDGs に学ぶ、SDGs と学ぶ 
 カリキュラムデザインと学校運営の連関 
 未来につながる、未来につなげる 
 「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会 
 学びの可視化、プログラムの評価 

 

本取組では、当初から ESD を学校全体で取り組むこと（ホールスクール・アプローチ）を軸に据え、展開をして

きました。「ホールスクール・アプローチ」は、（1）学校におけるガバナンスと能力開発、（2）学校施設の運営、（3）

カリキュラムの編成・実施と教授・学習活動、（4）学社連携の 4 領域に配慮をしたものであり、その相互性が強調

されたアプローチと言えるでしょう。本取組においても、カリキュラムデザインと学校運営を連関させたアプローチ

を採用し、さまざまな取組を「見直す、つなげる、変わる、地域で・世界で」のレンズで考えることを、教職員、学

校関係者、保護者、児童生徒とともに深めてきました。地域と世界、学級・学年と学校、教科と総合、能力と態度

などのように、一見、異なる文脈で語られることが多い用語を関連づけ、学校全体が持続可能性に向き合う取組

を深めてきました。 

 

令和 4 年度（2022 年度）においては、昨年度に引き続き、文部科学省「SDGs 達成の担い手育成（ESD）推進

事業」（教育（学習）効果の評価・普及）の採択を受け、学びの可視化やプログラムの評価に挑んできました。とり

わけ、この数年の「変容」は、教職員、児童生徒らが、持続可能な未来に向けた教育・学習について主体的に

考え、関わることにより、各々の学校の個性や文脈が活かされた取組が多く見られるようになってきました。日々

の授業研究や教員研修、年度末の報告会などを通して、自身の取組を発表・共有するだけでなく、お互いのい

いところを尊重し合いながら、さらに学校の個性や文脈を活かした取組として「変容」させてきている点に特徴が

見られるようになってきました。これらの個性ある学校の変容は、変動の激しい社会（VUCA 社会）を踏まえ、当

初から ESD を学校全体で取り組むことを軸に据えるという「ホールスクール・アプローチ」によるものだと思ってい

ます。 

この冊子に見出される知見が、横浜の、国内各地の、ひいては世界各国の持続可能な未来に向けた教育の

さらなる展開の一助になれば幸いです。 

 

横浜市 ESD 推進コンソーシアム・コーディネーター 

東京都市大学大学院 環境情報学研究科 教授 
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本市のＥＳＤの推進事業について 

 

第１期（2016～2018 年度） 

2016 年度の文部科学省の「グローバル人材の

育成に向けたＥＳＤの推進事業」に採択され、

横浜市教育委員会として、横浜市ＥＳＤ推進コ

ンソーシアム（以下、コンソーシアム）を組織

し、横浜市立学校でのＥＳＤの推進を始めた。

本市のＥＳＤ推進校（以下、推進校）の特色は、

資料１に示したユネスコスクールのみの活動だ

けではなく、教育委員会が主体となって推進校

を指定し、推進を図ってきた点である。 

 

本市におけるＥＳＤの黎明期においては、「持

続可能な開発のための教育」をどのように解釈

して、学校教育に位置付けるかということや、

推進校を増やすことに注力をしてきた。そのた

めに、学校と教育委員会だけでなく、大学や行

政、企業やＮＧＯ・ＮＰＯなどの関係者でコン

ソ―シアムを組織し、年に数回、会合を開き、方

向性を確認したり、各学校の取組を支援する方

策を検討したりしてきた。 

数年間は、毎年１月に行われる、コンソーシ

アムの交流報告会に参加する教職員から、「ＥＳ

Ｄの概念が広すぎて何をしたら良いか分からな

い。」「また新しいことを始めることに負担感が

ある。」「環境教育と何が違うか分からない。」な

どの声があり、実践者によっても捉え方が異な

                                                       
１ 「ESD for 2030」においても、その優先⾏動分野の⼆つ⽬に「機関包括型アプローチ」として組織全体で ESD を推
進することが有効であると提⾔されている。ユネスコは、学校全体として ESD に取り組むことを、「ホールスクールア
プローチ：Whole School Approach」と呼んでいる。 

り、学校へどのように浸透させていくかが課題

と感じられることも多くあった。そのため、１

年目の推進校をスタート校と位置づけ、負担感

がないように、他の推進校のグッド・プラクテ

ィスを実践できるように支援をしたり、校内で

の授業研究会や研修会に指導主事を派遣したり

して、教職員との対話を通してＥＳＤの概念の

理解を深めることを続けてきた。これらの取組

は現在も続けている。 

このような試行錯誤の中でも、初年度に作成

した「ＥＳＤ推進のための教職員研修資料」は

大きな成果と言える。この研修資料では、ＥＳ

Ｄを「カリキュラムデザイン」と「学校運営」の

２つの視点で捉えなおすことを大きなコンセプ

トとしている。 

 ＥＳＤを考えるキーワードとして、ＵＮＥＳ

ＣＯ2012のＥＳＤを充実させる「４つのレンズ」

批判的レンズ、統合的レンズ、変容的レンズ、文

脈的レンズをそれぞれ、①「見直す」②「つなげ

る」③「変わる」④「地域で、世界へ」という学

校で理解しやすい言葉に置き換えることを試み

た。換言すると、ＥＳＤは何か新しい教育活動

に取り組むことではなく、これまでの教育活動

を見直し、教科等や学校行事や委員会活動等の

関連性を意識すること、そのことによる新たな

価値の発見や気づきによる変容が起こること、

学校や地域の身近な課題解決と地球規模の課題

とのつながりに気づくこと（Think globally 

Act locally）などの重要性を示すことができた。

また、ホールスクールアプローチ１の重要性や自

己変容が社会変容につながるといったＥＳＤの

基本的な考え方について発信する資料ともなり、

校内研修でも活用された。 

さらに、「能力と態度」、「学級・学年と学校全

体（職員室も含む）」、「教科と総合的な学習の時

間等」、「地域と世界」といったように、対概念を

対比させ、関連性を図ることによって、オーバ

資料１ 

横浜市立学校のユネスコスクール加盟校 

2010 年 永田台小学校 

2012 年 市ケ尾中学校 

2013 年 幸ケ谷小学校 

2018 年 東高等学校 

2021 年 三保小学校（キャンディーデート） 

2022 年 みなとみらい本町小学校 
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ーロード状態のカリキュラムの精選や分掌、担

当、教科等の専門などに細分化されやすい学校

の教育活動を、ホールスクールアプローチとし

てＥＳＤを通して見直すきっかけを示唆する内

容となっている。 

 また、第１期の前後に起こった世界的な潮流

や本市の教育政策の動向もＥＳＤ推進にあたっ

ては大きな原動力となった。 

 2015 年に国際連合で採択された「持続可能な

開発目標（ＳＤＧｓ）」のインパクトは大きい。 

前述の通り、ＥＳＤは学校教育の中で何を実践

するかが見えにくい部分があったが、17 のゴー

ルの視覚化されたイメージとともに、学校教育

だけでなく、企業の活動を含む社会全体の中で

意識され始めたことも、ＥＳＤ推進の必要性を

考える一助となっていることは言うまでもない。 

 さらに、2018 年に策定し、およそ 10 年間の横

浜の教育の方向性を示す「横浜教育ビジョン

2030」（以下、ビジョンとする）において、横浜

の教育が目指す人づくりを「自ら学び 社会と

つながり ともに未来を創る人」と位置付けた

ことにも触れたい。ビジョンでは、目指す人づ

くりについて、「複雑で変化の激しい時代、解が

一つではない課題にも柔軟に向き合い、持続可

能な社会の実現に向けて、自分たちができるこ

とを考え、他者と協働し、解決していくことが

重要」であるとしており、このことはＥＳＤの

推進の重要性を示している。ほぼ時を同じくし

て、中央教育審議会答申（「幼稚園、小学校、中

学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について」2016 年

12 月 21 日）において、第２章 2030 年の社会

と子供たちの未来の冒頭で、「予測困難の時代に、

一人一人が未来の創り手となる」２と学習指導要

領改訂に向けた強いメッセージが記された。答

申を受け、学習指導要領が改訂され、前文及び

総則に「持続可能な社会の創り手」の育成が必

                                                       
２ この点に関して、前回答申（2008 年１⽉７⽇）では、これらかの社会像を「知識基盤社会」と位置づけ「このような
社会では⾃⼰責任を果たし、他者と切磋琢磨しつつ、⼀定の役割を果たす」ための学⼒（基礎的基本的な知識・技能の習
得やそれらを活⽤して課題を⾒いだし、解決するための思考⼒・判断⼒・表現⼒等）の育成に重きが置かれていた。 

要ということが明文化されたことは言うまでも

ない。 

 第１期の中で、もう一つ指摘しておきたいこ

とは、「教職員の働き方」について、ＥＳＤ推進

校で先進的に取り組まれていた点である。昨今、

持続可能な教職員の働き方について国を挙げて

取り組まれていることであるが、2016 年の段階

で、推進校の中で、既に身近な課題として共有

され意識化されていた。教職員の職業的使命と

もいうべき「子どものため」という視点は疑う

余地がないが、それだけではなく、「持続可能な

働き方」という視点も持ち合わせていて、教職

員自身のやりがいを、時間的にも精神的にも保

障し、「持続可能なもの」にしていく必要がある

という議論が既に起こっていたことは、推進校

の教職員に先見性があったと言っても過言では

ないだろう。また、学校経営というと管理職が

行うものという意識が強い中で、推進校の教職

員は、学校教育目標の実現のために、自分がど

のように学校経営に参画していくかという視点

も持ち合わせており、教科等の学習にとどまる

ことなく、既にホールスクールアプローチの萌

芽が見られたことは特筆すべきことである。 

 

第２期（2019 年度～現在） 

 2019 年度からは、文部科学省の事業が「ＳＤ

Ｇｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進事業」に変

更されたが、本市はこの事業に引き続き採択さ

れ、中でも「教育（学習）効果の評価・普及」と

いうテーマで推進を行ってきた。 

 第２期にこのテーマでＥＳＤを推進するに当

たって、私たちが最も大切にしてきたことは、

単にＥＳＤの教育効果の尺度をつくることやそ

の手法のみを開発することだけを目的にしなか

ったことである。 

そもそも教育（学習）の評価自体が見えにく

く、可視化しづらいものという認識に立ち、な
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ぜ、「評価」を行うかという目的に着目して検討

を行ってきた。評価（Evaluation）の原義は「価

値を引き出す」（Extract-value）ということを基

底として、これまでの本市でのＥＳＤ推進とＥ

ＳＤ推進による変容の視覚化（ＥＳＤに取り組

むことのよさ＝価値を引き出す）を関連付けて、

研究を推進してきた。 

例えば、ＳＤＧ４のアイコンには「質の高い

教育をみんなに」と書かれているが、「質の高い

教育」という文言は受け取り方によっては多様

な解釈が可能である。そこで、原典の外務省和

訳に当たると「すべての人々に包摂的かつ公正
．．．．．．．

で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促

進する」３（傍点は加筆）とある。例えば、識字

率などのように比較的測定可能な目標を掲げて

いるわけではなく、ＥＳＤが求める、ターゲッ

ト４．７４の実現などは、そもそも測定（評価）

することが難しいことを指摘しておく必要があ

る。 

2019 年度からのミッションは「教育効果の評

価」ではあったが、あえて「ＥＳＤに取り組むこ

との価値（よさ）」として、学校の文脈で理解で

きることを目指した。このことは、ＥＳＤが大

切にしている「変容」を視覚化する手法（評価手

法）の開発にとどまらず、学校教育目標やその

実現にむけて育成したい「資質・能力」との関係

を整理し、「ＥＳＤに取り組むことの価値」につ

いて教育活動全般を通してどのように実現して

いくか（ホールスクールアプローチ）という視

点を捉え直すことである。換言すれば、これま

で取り組んできた教育活動を目的と手段の関係

から、見直し、価値づけるという視点で取組を

進めてきた。 

2020 年は COVID-19 が世界的に拡大をして、

日本でも約３ケ月間もの間、全国規模での学校

一斉休業を余儀なくされた。再開後も通常の学

                                                       
３ Goal 4 Ensure inclusive and equitable education and promote lifelong learning opportunities for all  
４ 2030 年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイル、⼈権、男⼥の平等、平和及び⾮暴⼒的
⽂化の推進、グローバル・シチズンシップ、⽂化多様性と⽂化の持続可能な開発への貢献の理解の教育を通して、全ての
学習者が、持続可能な開発を促進するために必要な知識及び技能を習得できるようにする。 

校運営が難しい中でも、推進校の中から、「コロ

ナ禍で活動が制限されている中でも自分たちの

考えや行動を積極的に発信、広げていこうとす

る子どもの意識や行動力の高まりが感じられた」

という声が聞こえてきたことに、数値だけでは

測りしれないＥＳＤを推進してきた強み（価値）

を改めて感じることになった。この時期は、Ｉ

ＣＴ機器を活用して、オンラインでの交流や集

合開催とオンラインで同時開催するハイブリッ

ト方式を利用しての教職員や児童生徒の交流を

試行錯誤しながら進めてきた時期でもあった。

年度末に会場集合で実施していた、児童生徒の

交流報告会についても、オンラインを用いて数

日に分けて開催することができた。この取組は、

現在でも改善を重ねて実施しており、2022 年度

は 10 月と１・２月に２回開催することができた。

（詳細は本書第３章を参照） 

 ＥＳＤ推進による変容の視覚化の手法につい

ての推進校の取組としては、「持続可能な社会づ

くり」の構成概念（例）やＥＳＤの視点に立った

学習指導で重視する能力・態度（例）をもとにし

た年度始めと年度末に行うアンケート調査や、

児童生徒の記述をテキスト・マイニングなどの

手法を用いた調査などがあげられる。この取組

は学習活動の中で児童生徒の変容を教師が視覚

化するだけでなく、生徒会活動の振り返りの中

で生徒自身が変容を視覚化して、自分たちの活

動の改善に取り組んでいる中学校もあった。 

 横浜市立みなとみらい本町小学校では、「みな

とみらいを創る子」という学校教育目標を掲げ、

開校当初（2018 年度）から、参加型形成的評価

である「協働型プログラム評価」に取り組んで

いる。この評価手法はいわゆる、説明責任を果

たすための「総括的な評価」ではなく、実践を行

う前や実践途中に実施され、その実践がもっと

良くなるためにはどうしたらよいかという、開
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発や改善に資する内発的な
．．．．

評価である。この評

価に取り組むことにより、上位の学校教育目標

と具体的な教育活動とがロジックで結びつき

（目的と手段のつながり）、教職員だけが個々の

教育活動を理解しているだけでなく、「協働型プ

ログラム評価」自体が、保護者や地域等との異

なる当事者間での理解を深めるコミュニケーシ

ョン・ツールとしての役割を果たしている。ま

た、効果というと何％などという「数値化され

たもの」に偏る傾向があるが、このような既存

の指標にとらわれず、「自分たちの実現したい価

値」をどう具現化していくかを関係者が議論を

積み重ねることが重要で、指標は必ずしも数字

ではなくてもよい。現在は、この評価手法を学

校運営協議会での実施したりや学級運営の視点

でも導入されたりしている。（詳細は本報告書第

２章を参照） 

2020 年には、推進校の児童生徒と教職員に、

東京大学大学院による「ＥＳＤに対する知識・

態度・行動」に関する質問紙調査を行っている。
５この調査によって、「ホールスクールアプロー

チ」によるＥＳＤの取組が積極的に進められて

いることが児童生徒の知識・態度・行動に対し

てポジティブな影響を及ぼしていることが明ら

かになった。一方で、この調査結果では、子ども

たちの学びが深まるなかで、世の中には難しい

問題があることを理解し、自分はまだ知らない

ことが多いということを謙虚に受け容れてしま

う意識が働いているといった可能性があり、結

果については検証の必要性がある。つまり、児

童生徒が熟考するプロセスを通して、表層的に

見ていた社会課題は、解決が難しく時に無力感

を感じることもあるかもしれないことを質問紙

調査は示唆している。教師自身が考えている児

童生徒の変容と、児童生徒個人の回答との「ズ

レ」にしっかりと着目し、その理由を分析して

教師が個人を理解することが必要なことも重要

な視点として捉えることができた。 

                                                       
５ 2020 年度ＥＳＤ推進校 22 校に対する調査を実施した。概要については、2020 年度横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム
実践報告書第３章を参照されたい。 

この傾向は教師にも当てはまり、ＥＳＤに関

する研修をより多く受けている教師ほど、ＥＳ

Ｄを実践するための知識や教授法について十分

な理解ができていないと感じていると調査結果

から分かってきている。この点は重要な指摘で、

何かの実践や活動に取り組んだことによって調

査結果が必ずしも右肩上がりに数値が伸びる訳

ではないということである。 

最後に、今後の展望を示してまとめとする。

現在策定されている、第４期横浜市教育振興基

本計画の大きな柱である「持続可能な社会の創

り手の育成」では、２つの事業を一体的に推進

していくこととした。２つの事業とは、「ＳＤＧ

ｓ達成の担い手育成」と「キャリア教育」（本市

では自分づくり教育と呼んでいる。）のことであ

る。個人がいくら幸せであっても、その社会が

公正で持続可能な社会でなければ、真の幸福な

人生は実現しない。事業の一体化には、社会づ

くりと自分づくりの両立をめざす意図が含まれ

ている。本市ではこれまで別の事業として推進

してきたが、次年度以降は事業の一体化の推進

を図りたい。 

また、本市で実施している学力・学習状況調

査「生活・学習意識調査」に新たな質問項目とし

て、「学習を通して見いだした地域や社会の課題

を、自分たちで解決できると思いますか。」を加

えた。この質問項目を新設した意図は、これか

らの学校教育は、「〇〇力の育成」といった、そ

の時々の社会の要請による人材育成にとどまる

ことなく、児童生徒とともに「あるべき社会像」

を構想することが必要で、その社会は児童生徒

自身で実現できるという意味を含んでいる。 

今後とも、社会変容を標榜するＥＳＤの実践

に、新しい価値創造や価値共創の可能性を追究

していきたい。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〇２年生 生活科「カタツムリたんけんたい」 
５月に入ると、登校中に毎朝カタツムリを発見して

いた２年生の子どもたち。「学校をカタツムリでいっぱ
いにしたい。」というある子どもの願いから、教室での
飼育活動がスタートした。カタツムリが喜んでくれる
ように、食べ物や虫かごの環境、さわり方を工夫しなが
らお世話を続けた。疑問に思ったことは、みんなで話し
合って解決策を考えた。一人一虫かご準備して飼育を
続けていくことで、最初はカタツムリに触れなかった
児童も、進んで対象に関わっていく姿が見られるよう
になった。また、「私と同じで…」と、自分とカタツム
リを重ね合わせてお世話をする児童が表れた。ふり返
りでは、飼育活動を通して自分のよさを発見するだけ
でなく、助け合って飼育をしてきた友達のよさに目を
向けたり、また、他の生き物も大切にしていきたいとい
う思いをもったりすることができた。 
 
〇４年生 総合的な学習の時間 
「自然を大事に 永田台プロジェクト４－１」 
 ＥＳＤに関することに取り組みたいと考えていた本
学級の児童だが、社会科で南区の緑地率が減っている
実態を知り、自分達で自然を作りたいという思いをも
ち、この活動が始まった。昨年度自分たちが作った屋上
ビオトープの分析をしたり、行政担当者や専門家に学
校に自然を作ることが環境にとってどれだけ有益なの
かを話してもらったりして、生き物のことを考えた自
然作りを行っている。学校のカニ池整備・花壇整備・落
ち葉プール造成・鳥の巣箱つくりに取り組んでおり、持
続可能な自然環境にするために何をするのかじっくり
と話合いながら活動を進めた。 
 
〇６年生 総合的な学習の時間 
「すごろくワールド～３世代を元気に仲良し大作戦～」 

南区最大の高齢化率である地域の実態から、「心も体
も頭も元気になって３世代が仲良くなれるすごろくを
作りたい。」という願いの実現に向けて活動した。高齢
者体験では、思うように動かない体の辛さによって心
も暗くなってしまうことを実感し、いつも支えてくれ
ている地域の方への感謝の気持ちを深めた。また、区主
催の健康イベントに参加している人から「おしゃべり
しながら運動することが楽しい。」という話を聞き、健
康でいるためには人との繋がりが欠かせないことを学
んだ。何度も交流会を開催し、３世代のふれあいを重ね
ることで、人との関わりで大切なことは「その人自身を
知ること」だと気付き、人と繋がることの難しさや尊さ
を実感することができた。 

横浜市立永田台小学校 

学校教育目標「一人ひとりが輝く永田台」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「人ものこととのつながりを尊重する力」「未来を予測して解決する力」「協同的に取り組む態度」 

カタツム
リくん
も、アス
レチック
がすきな
んだ！ 

今日はに
んじんと
キャベツ
をもって
きたよ！
食べてく
れるかな 

カニ池は永田
台のシンボル
だから、きれ
いにして生き
物や植物を入
れたいな。 

 カラスが来る
ことや世話の
問題を考え、
生き物を入れ
ないことに決
定。 

 

 高齢者の方に
は、まず家から
出てきてもらっ
て、楽しく運動
してもらうのが
大切なんだ。 

 
初めて会
った人の
ことを知
れると楽
しい！嬉
しい！ 

 
２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1)学校教育目標をＥＳＤで育む資質能力の三つ

の柱で整理し、位置付けた研究 

年度始めに、具体的な子どもの姿で育てたい

力を共有した。そして、育てたい力は、ユネス

コスクールの理念（平和、国際理解、環境、Ｅ

ＳＤ、ＳＤＧｓの推進）を教育実践していくこ

ととも重なる部分は大いにあることが分かっ

た。永田台小学校の学校教育目標からユネスコ

スクールとしての意義とつながりのあるところ

に色付けてみると、ほぼ網羅していることに気

付く。このように、学校教育目標の実現を目指

すことが、ＥＳＤを通して育成したい資質・能

力と紐づいていることを共通理解し、スタート

した。 

 

 

 

 

 

(2) ケアリング 

毎年、職員が入れ替わってもＥＳＤが根付き、

発展していける持続可能な学校づくりが可能に

なっているのはなぜだろう…と考えた。その根底

には、「ケアリングを土台としたＥＳＤの取組」が

ある。この「ケアリング」は、もはや永田台のＥ

ＳＤといっても過言ではなく、全ての学校教育活

動の根底に流れている。 

年度始めでは、「互いを知り合うこと」を大切に

し、教育観や子ども観を大切にしていることを伝

え合う関係作りを重視する。時には学校地域コー

ディネーターの方にも参加していただき、永田台

の町を中心に据えた材開発をしている。職員と地

域の方との温かい関係性・協働性の高さが、良い

授業を作り、“みんな”で子どもを育てていくエン

パワーとなっている。そしてそれこそが【真の働

きがい改革】に繋がっていることを、永田台小は

地域を巻き込みながら体現しようとしている。 

 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 子ども同士で学び合う姿 

「知りたい！分かりたい！伝えたい！」と子ど

もにとって必要感のある学びを職員が共同研究

として進めていくことで、対話が自然に繋がる

授業に変わってきた。その結果「自分の意見に

思いをもち、伝えることができている。」と感じ

ている子どもが多いことがわかった。体験活動

を充実させていくことで、概念的知識の結びつ

きや内省の深まりを促している。これは生活

科・総合的な学習の時間を柱にしたＥＳＤの実

践を積み重ねてきた成果ともいえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)地域に広がるＥＳＤの輪 

 地域に開かれた教育活動を意識的に実践して

きたことで、地域の方を「〇〇さん、こんにちは。」

と名前で呼ぶ姿や「地域の人を笑顔にしたい。」と

自然に語る様子が当たり前に見られるようにな

ってきた。また大人同士のつながりも広く深くな

っており、事務職員と学校地域コーディネーター

が連携して学校の芝刈り作業や野菜の栽培をし

ている。このように、学校が中心となって地域の

「人と人」を繋ぐ架け橋になっている。 

 昨年度６年生が創った「ドリーム体操」は、永

田台団地で行われる「つながり祭」の名物の一つ

である。高齢者の方も取り組めるように考えた体

操は、子どもも大人も一体となって参加する 

圧巻な姿が見られるようになった。 

 

 

授業では自分の考えをもって、ノートに書いたり
発表したりしていますか。 

（「永田台っ子のくらし」アンケート） 

している 
どちらかといえばしている 
どちらかといえばしていない 
していない 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

- １年生 「生活科」 
「きらきら なかよし だいさくせん ～つうがくろ たんけん～」 

本実践では、自分が毎日通る通学路に目を向けること
で、みんなの安心、安全のために多くの人がかかわってく
れていることを知った。また、実際に、安全を守ってくれる
人たちとの交流を通して感謝の気持ちをもったり、安全の
ために自分ができること、やりたいことを考えられたりした変
容が見られた。 
子どもたちからは、普段接していて見守りをしてく

れる人を自信たっぷりに紹介する姿や、自分たちも登
校班の見守り活動に挑戦する姿が見られた。 
 
４年生「総合的な学習の時間」 
「チャレンジ！サスティナブルシーフード大作
戦！！」 
 本実践では、横浜の海や魚を題材に、持続可能な横浜
の海の姿に向けて自分たちに何ができるかを問い、体験
的活動を通して、学習を深めてきた。 
 活動では、まず、国土交通省の方と人工干潟での生き物
調査を行ったり、お話を伺ったりすることを通して、横浜の
海の特徴や課題を知ることで、身近な海の姿を自分事とし
てとらえることができた。 
 また、中央卸売市場の方との交流や神奈川区の主催の
地域清掃イベントに参加をすることを通して、自分たちがで
きることを考え、実行に移していった。例えば、マイバックや
フードロスに取り組んだり、学習したことをポスターにして紹
介したりする姿などである。 さらに、学習活動をユネスコス
クール交流発表会で積極的に伝えることもできた。 
 
６年生「総合的な学習の時間」 
「平和と平等の虹を架けよう 」 
 本実践では、SDGｓ10 の「人や国の不平等をなくそう」をテ
ーマに①アートマイルプロジェクト ②他校との交流 ③ユ
ネスコスクールの役割について のプロジェクトを、差別や
不平等の視点から考察し実践してきた。 
 特に①については、アフリカのルワンダの学校と交流を重
ね、不平等について話し合うだけでなく、自分たちがその
解決に向けて、どのような行動ができるか意見交流した。 

話し合いを重ねる中で、日本の子どもたちは、ルワンダ
への文房具支援活動を思いつき、ルワンダの子どもたちに
も意見を聞きながら全校に呼び掛けて、活動を展開した。
また自分たちとルワンダの子どもたちと協同で、学習のメッ
セージを込めた壁画を完成する予定である。 

子どもたちは国を超えた人権意識が芽生えるとともに、
身近にある差別や不平等、また自分の普段の言動にも目
を向けて考えを深める姿が見られた。 

横浜市立幸ケ谷小学校 

学校教育目標「自分 友だち 社会の幸せをつくる子ども」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

※ 各学級、学年の実態に応じて、本校の資質能力表をもとに策定。 

４年 生き物調査の様子 

４年 清掃活動の様子 

６年 ルワンダとの交流の様子 

１年 登校班の見守り活動に取り組む様子 

 
２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

（１）本校の重点研究について 

 本校では、「自分 友だち 社会の幸せをつくる

子ども」と学校教育目標が掲げており、ＥＳＤを柱

に学校教育目標の達成に向けて力をつくしてき

た。特に、総合的な学習の時間、生活科の実践に

おいては、長年にわたって積み重ねてきた経緯が

あり、その成果は内外に評価されている。 

この３年は、「子どもと教師の変容を促す効果的

なリフレクション研究」とのテーマ設定の下、リフレク

ション（Reflection 以下、リフレクション）を取り上げ

て重点研究を行っている。一昨年より、「～自分、

友だち、社会の幸せをつくる資質・能力の育成～」

との副題を付し、

学校教育目標の

達成に向けて、子

どもの資質能力の

育成に効果的なリ

フレクションの在り

方について研究を

進めてきた。 

  資質能力の育成

にあたっては、毎

年、資質能力表（表１）を作成し、年度途中にワー

クショップ形式で見直す時間を設けており、職員か

らも効果的であるとの肯定的な意見が多く出てい

る。 

（２）研究の目的 

研究の目的は、大きく二つある。一つが子どもの

資質能力の向上に資する効果的なリフレクション

の在り方を探ることであり、2 つ目は、同僚性向上と

教師の信念の更新に効果的なリフレクションの在り

方を探ることにある。これは、本校がＥＳＤのホール

スクールアプローチの視点から、児童の資質能力

の育成だけでなく教職員の働き方ややりがい、ま

た校務の在り方も含めた学校教育全体をＥＳＤで

捉えなおすことを重視していることによる。 

(3) 教職員のリフレクション 

児童の実践概要は、１に示しているが、職員の

リフレクション研究の在り方として、研究会で

は「協同的なリフレクション」を取り入れてい

る。これはリフレクションをテーマに設定して

から、研究会の在り方を毎年模索して、修正を

繰り返し定着してきたものである。概略として

授業者の振り返りをもとに、参加者が小グルー

プで話し合い、対話を重ねていく。授業の正解

を探ることを目的とせず、授業者と参加者の内

省を深めながら、協同性を高めることを目的と

した実践である。 

 また、夏には校務の改善について全職員が参

加して話し合った。ここではリフレクションを

より促す手法としてＰＭＩといった思考ツール

を取り入れて対話を重ねた。学校の当たり前を

当たり前として受け止めず、持続可能な学校の

在り方を探る手法とした実践である。実際に、

夏での研修を

受けて、年度

末を待たず

に、改善に動

いた業務が複

数ある。 

上記の実践を行ってきた結果、同僚からは同

僚性の向上を実感したり、学校の変容を実感し

たりする声が多く出ている。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

 

以上、本校のリフレクション実践と成果の一

端を紹介してきた。こうした変容は、児童と教

職員がともにリフレクションを起点に変容を繰

り返すことで、生まれた成果であると考えてい

る。しかしながら、たとえ、そのような変容が

みられない児童や教職員がいても、「誰一人取り

残さない」との信念のもと、関わっていくこと

こそがＥＳＤ実践であることを、本校では確認

し合ってきた。引き続き、持続可能な社会の創

り手の育成に向けて、本校の実践を高めるよう

努めていきたい。 

表１ 資質能力表 
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の在り方を探ることであり、2 つ目は、同僚性向上と
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スクールアプローチの視点から、児童の資質能力
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た校務の在り方も含めた学校教育全体をＥＳＤで

捉えなおすことを重視していることによる。 

(3) 教職員のリフレクション 

児童の実践概要は、１に示しているが、職員の

リフレクション研究の在り方として、研究会で

は「協同的なリフレクション」を取り入れてい

る。これはリフレクションをテーマに設定して

から、研究会の在り方を毎年模索して、修正を

繰り返し定着してきたものである。概略として

授業者の振り返りをもとに、参加者が小グルー

プで話し合い、対話を重ねていく。授業の正解

を探ることを目的とせず、授業者と参加者の内

省を深めながら、協同性を高めることを目的と

した実践である。 

 また、夏には校務の改善について全職員が参

加して話し合った。ここではリフレクションを

より促す手法としてＰＭＩといった思考ツール

を取り入れて対話を重ねた。学校の当たり前を

当たり前として受け止めず、持続可能な学校の

在り方を探る手法とした実践である。実際に、

夏での研修を

受けて、年度

末を待たず

に、改善に動

いた業務が複

数ある。 

上記の実践を行ってきた結果、同僚からは同

僚性の向上を実感したり、学校の変容を実感し

たりする声が多く出ている。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

 

以上、本校のリフレクション実践と成果の一

端を紹介してきた。こうした変容は、児童と教

職員がともにリフレクションを起点に変容を繰

り返すことで、生まれた成果であると考えてい

る。しかしながら、たとえ、そのような変容が

みられない児童や教職員がいても、「誰一人取り

残さない」との信念のもと、関わっていくこと

こそがＥＳＤ実践であることを、本校では確認

し合ってきた。引き続き、持続可能な社会の創

り手の育成に向けて、本校の実践を高めるよう

努めていきたい。 

表１ 資質能力表 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 生徒会本部・生活委員会 
「 だれにとっても居心地のよい学校づくり 」 

いじめのない学校づくりとして、「多様性を認め合い
共に支えることができる」「笑顔とあいさつがあふれ
る」をキーワードに、市ケ尾中学校ブロックの荏田西小
学校、東市ケ尾小学校と共にできる活動や行動に取り
組んでいる。 
「小中合同あいさつ運動」は、昨年度からの取組で「の

ぼり」「あいさつうちわ」「元気のでるＢＧＭ」を準備し
て、朝から温かい気持ちになれるように元気にあいさ
つ運動を行った。身近なコミュニケーションから居心
地の良い学校づくりを目指した。 
 
図書委員会 「 木がる(気軽)にアクション！ 

木のしおりプロジェクト 」 
昨年度、全校で学習した「木のストロープロジェク

ト」から、さらに自分たちができる行動を考え、活動を
始めた。横浜市の水源がある山梨県道志村の森の間伐
材から作った「木紙」で、「木のしおり」を作成した。
同時に、木のしおりのカバーに気軽にできる地球に優

しいアクションの紹介を記載している。このプロジェ
クトを色々な人たちに知ってもらうため、学区の小学
校図書委員会を訪問して、しおりを届けたり、地域の図
書館での展示を行ったりと地域での活動を行った。 
 身近なことの中にも「持続可能な未来」のためにでき
ることがあるということを多くの人に伝え、広げてい

きたい。 
 
１年「国語」 「ＳＤＧｓにつながる本を紹介しよう 」 
学校司書と連携し、図書室にある本を１冊選びＳＤ

Ｇｓとの関連を考え、紹介するポップを作る授業を行
った。「現在世界が解決すべき課題について知り、自分

の考えをもつこと。」「読む人に考えてほしいことや知
ってほしいことを捉えること。」を目標に取り組んだ。 

「持続可能な未来」に向け、ＳＤＧｓを達成させるヒ
ントが身近にあることを理解できる学びとなった。 
 

２年「総合的な学習の時間」 「自然の中で絆を育む 」 

自然教室の学びをＳＤＧｓと関連付け、自分の言葉
で伝えた。体験したことや考えたことを共有すること
で、同じ思いの仲間との共感体験を積むことができた。 
課題解決に向け、協働していくためのコミュニケー 
ション力の育成につながった。 

横浜市立市ケ尾中学校 

学校教育理念【 自立貢献 】学校教育目標「〇自分で解決する力を大切にします。(知・公・開) 

                     〇心豊かに生きる力を大切します。 (徳・体)  」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「ものごとを多面的・総合的に考える力」「協働して課題解決するためのコミュニケーション力」 

「他者や社会との関わりを大切にして協力する力」 

「木のしおり」と「カバー」 

気軽にできるアクションを紹介。 

「『ポップ』の展示」 この学習を行うのは、

２回目であり、生徒の視点で選んだブックリ

ストの更なる蓄積となる。  

「９年間で育てる子ども達」 

「自然教室の学び プレゼンテーション」 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1)「ＥＳＤの視点」で「授業」を捉え直す研究  

本校は、プロジェクト型の生徒会活動を展開

し、活動を先輩から後輩へと継承しながら、「持

続可能な社会の創り手」としての資質・能力を

育て、同時に、教職員にとってもＥＳＤの価値

を捉え直し、ＥＳＤの啓発、推進を行ってきた

のが一つの特徴である。自分達にできる行動を

起こしていくことが浸透してきた中で、新しい

ことを始めるのではなく、今ある教育活動をＥ

ＳＤの視点で価値付け、取り組んでいくことも

大変重要だと思うようになった。 

そこで、まずは、教員の本分である授業を

「ＥＳＤの視点で捉え直す」ことを目標に、「持

続可能な社会における構成概念」や「ＥＳＤで

重視する能力・態度」について、指導主事を講

師として招き、職員研修を行った。その後、学

習指導案を作成し、授業実践を行った。学習指

導案の作成においては、「ＥＳＤ評価規準例集

(横浜市立三保小学校)」を参考にした。 

 

 

 

 

 

「ＥＳＤの視点・・・」を難しく感じていた

教員もいたが、この研究を通して、「教科として 

身に付けてほしい能力とリンクしていることが

多いことに気付いた。」「日頃の授業の中で必要 

だと思うめあての中にＥＳＤの視点も含まれて

いることが多いのだと感じた。」などの「気付

き」や「自分の授業をＥＳＤで再価値付け」が

できた学びとなった。しかし、学習指導案の作

成については、ＥＳＤの視点を言語化すること

が難しく感じるとの意見が多くあり、課題とし

て残る。 

今後は、行事等にもＥＳＤの視点を盛り込

み、学校の教育活動全てにＥＳＤを浸透させ

て、「持続可能な学校教育活動」を目指す。 

３ 学校全体でＥＳＤに取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 市ケ尾中学校ＥＳＤ×ＳＤＧｓ 

この数年、取り組んできたＥＳＤ が本校の学

校教育目標の実現に向けて「どのような位置付

けとなるのか」「育成したい資質・能力との関連

はどのように関連付けられるか」等を見直する

ために、ＥＳＤ を柱にしたカリキュラム・マネ

ジメントを整理し、視覚化した。 

また、アンケートを通して、

生徒の課題を捉え、「ＥＳ

Ｄで重視する能力・態度」

で焦点化し、育てたい資質

と能力として具体化して、

示している。 

 

(2) みんなで共有し、全校型のＥＳＤを目指す 

生徒会活動のアンケート結果を「グラフ」や

「テキストマイニング」で視覚化し、変容を見

取っている。前期は、「コミュニケーションを行

う力《受信》」が最も数値が高く、「多面的・総

合的に考える力」がもっとも低い数値であるこ

とがわかった。自由記述からは、「意見」のワー

ドが多く見ることができ、他者の「意見」を取

り入れながら活動することの大切さを学んだ生

徒が多くいたことがわかった。その他、委員会

活動を通して、自分の取り組んでいることが、

「誰かのため」「ＳＤＧｓの達成」に貢献してい

ることを実感し、成長している自分を振り返る

ことができている様子を見取ることができた。 

 

 

 

 

アンケート結果は、教職員、生徒に提示し、

変容や課題などを学校全体で共有できるように

している。生徒と教職員が「チーム市ケ尾中」

となり活動することでより効果的な取組につな

げている。その中で「持続可能な社会の創り

手」としての生き方や考え方をもち、自ら行動

し、社会、地域の変容に貢献できる子ども達を

育てていきたい。 

横浜市立市ケ尾中学校 「持続可能な社会の創り手」を育てるためのカリキュラムマネジメント 
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横浜市立東高等学校 

学校教育目標 

・自ら学び、熱心に学習する生徒を育成します（知） 

・豊かな心と健やかな体を育み、他人を思いやる生徒を育成します（徳・体） 

・社会の一員として自ら役割を果たすとともに、国際社会の発展に貢献できる生徒を育成します（公・開）  

ESD を通して育成したい資質・能力 

「言葉の力」と「聞く力」を身につけ、論理的な思考力と高いコミュニケーション力 

「主体的な学び」の成果をもとに、より高い進路目標の実現に向けて挑戦する力 

 

 

１．ESD を通して育成したい資質・能力の具体例 

(1) 1 年生「グローカルシチズンシップキャンプ」 

「グローカル」とは「グローバル」と「ローカル」を合わせ

た言葉で、世界を見る目をもってまずは地域で活躍していく人

材の育成を目標としたイベントである。1 年生の 6 月下旬に設

定し、これから本格化する課題探究学習の最初の一歩となるよ

うに内容も工夫している。 

留学生を 40 人ほど招き、留学生 1 名と生徒 7 名ほどのグル

ープを作り、英語でＳＤＧｓを題材としたワークショップを２

日間行っていく。その中で生徒は大きく変容し、これから始ま

る東高校での探究活動への理解を深められるようなプログラ

ムを作ることができている。 

グローカルシチズンシップキャンプの前後でアンケートや

振り返りを実施、生徒の変容を可視化し、それを生徒たちに自

覚させるよう工夫している。 

この行事はすでに４年間実施し、生徒が英語の力の必要性を

はじめ、基礎学力の大切さを自然に感じることもできるイベン

トに育っている。またこの２日間のイベントを乗り切ることに

より自信をつけ、自分の意見を持ち、常に試行錯誤しながら探

究を深めていくというサイクルを学ぶことができるイベント

になった。 

 

(2) １，２年生「プレミアムプログラムⅡ」 

 プレミアムプログラムⅠで大学の先生の模擬授業を受講、プレミアムプログラムⅡでは横浜市内のＳＤＧｓに

関わる企業を招き（令和４年度は 34 社）、分科会を通して、企業の取り組みを学ぶイベントである。高校では、

大学の先生の出張講義を受講したり、自らがオープンキャンパスに参加したりする機会は多いが、その先の企業

とコラボする高校はほとんどない。本校はユネスコスクールであり、ＳＤＧｓを軸に多くの企業とつながること

ができている。このプログラムも５年目であるが、イベントとしてはかなり成長しており、生徒はもちろん、企

業からも、高校生と意見交換したり、ＳＤＧｓに取り組む他社と知り合ったりできるイベントとして好評である。 

 高校は進路を考える大切な時間を過ごす場所であるが、生徒にとっては大学卒業後の働く自分をなかなかイメ

ージができず、悩む生徒も多い。そんな生徒たちに、このイベントでチャレンジする勇気や将来を考えるきっか

けを与えることができた。 

留学⽣と班の仲
間と英語で討論 

⾃分の考えを 1 年⽣
のみんなに向けて話
します。 
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２ ESD の価値を引き出すために試行錯誤したこと 

(1) プロジェクト推進部による様々な研究 

 本校はユネスコスクールになるにあたり、5 年前に

校務分掌を大きく改編し、新しく「プロジェクト推進

部」を作った。校務分掌としてESDに取り組むことで、

さまざまな仕組みを作り、それを継続・成長させるこ

とができている。プロジェクト推進部では、まずユネ

スコスクールとしての形を作ることに取り組んだ。

 

概念図を作成し、既存の様々なことと共存しながら

形を作っていくことには、問題も多くあった。それを

一つずつ見直し、また、結果を残すことで「知のシャ

ワー」を生徒に浴びせながら探究を深めていくという

今の形が徐々に出来上がってきている。また、探究活

動については月曜日の７時間目に「イーストタイム」

と呼ぶ時間を設定し実施している。年間通じて活動し、

調べ学習から探究活動へ深め、最終的には HUG（ハグ：

Higashi discussion Meeting of UNESCO SCHOOL for 

Glocal citizenship）という 20 ほどの分科会に分か

れ、活発な討論をするというイベントを生徒が運営で

きるようになった。 

 

(2)サステイナブル研究部の創部と活躍 

 サステイナブル研究部（通称サス研）は、４年前に

ユネスコスクールの核となる生徒を育成するために

創部した。創部してすぐコロナ禍になり、自由に活動

できることが多くなかったが、その中でも「地球にち

ょっといいこと」を合言葉に、自分たちでできること

を精一杯行ってきた。その努力が実り、今は地域の

方々にも認知され、定期的にボランティアやイベント

等に呼んでいただき、お手伝いや部員作成のワークシ

ョップを行ったりしている。エアロバイク型の発電機

を使い、電気の大切さを伝えるイベントや、ピンクシ

ャツデーというカナダ発祥のいじめ反対イベント、古

着 de ワクチンという古着を回収することで発展途上

国の子供たちにポリオワクチンを届ける取組等に参

加している。 

 企業との連携も行った。令

和３年度には横浜に本社を持

つ株式会社ファンケルと連携

し、洗顔パウダーのパッケー

ジデザインを行った。デザイ

ンには「ＳＤＧｓって難しく

ないよ。簡単なことから行動

していこう。」という部員の想いが表現されており、多

くのマスコミ（NHK 首都圏ニュース、Nスタ、ヒルナン

デス、フジテレビ、BS-TBS などのテレビ、神奈川新聞、

日本経済新聞、朝日新聞等の新聞、タウンニュース等

の地域紙等）にも取り上げていただいた。社会に認め

てもらえた実感は部員の大きな自信となった。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって引き

出すことができた価値 

(1)「東高校はユネスコスクールである」という価値 

 本校は企業等、外部の団体と多くつながっているが、

それらの絆は「ＥＳＤを推進するユネスコスクールで

ある」ということが芯となっている。受検生や保護者

に対して学校の魅力を伝える際にユネスコスクール

であるということは非常に大きい。ＥＳＤ推進校とし

て様々な事業に取り組み、地道に努力してきたことが

この価値を生んでいる。今後もさらにこの価値を磨き

ＥＳＤの推進に学校全体で取り組んで行く。 

 

(2)生徒、職員の変容 

 日常の会話の中でＳＤＧｓのことやESDに関わる話

題が東高校には多く存在している。また、生徒は探究

活動においてそれぞれテーマを持っているが、そのテ

ーマに関する話題が日々の会話の中に存在する。職員

は授業の中で、例えば英語の文章の中でＥＳＤに関わ

ることが出てきた場合、自然な形でそれについて生徒

と語り合う。また、生徒は自分がテーマを持って探究

を行っていることに自信を持っている。その探究が自

分の将来や地球の未来につながり、自分事としてさま

ざまなことに取り組むことができる真のグローカル

人材を育成できるよう、さまざまな活動をアップデー

トしていく。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 ２年生 「生活科」 
「おいしく野菜を食べよう！」 

初めて学年が上がり、生活科の時間で、１年生のとき
の花の栽培活動の経験を振り返ると、児童から自然と
「野菜作りにも挑戦したい。」との声があがった。始め
に、プランターの設置や土作りの計画を立てた。 
栽培の仕方について、上級生や校内職員にインタビ

ューし、横浜市内の農家の方に来校いただいて助言を

もらい、夏野菜の収穫を体験し、野菜への愛着が育くま
れた。また、たくさん収穫できた野菜の使い道につい
て、栄養教諭とも連携し、給食に入れてもらった。 
 冬野菜の栽培では、野菜を育てるだけでなく、如何に
して美味しく食べるかという視点も取り入れて活動し
た。これからは、これまで関わってきた人や、１年生に

も美味しい食べ方を伝えていきたいと考えている。 
３年生 「総合的な学習の時間」 
「みんなが楽しめるまち みなとみらい」 
総合的な学習の時間に、みんなで探究したいことを

出し合うと、たくさんの人たちに喜んでもらえる活動
がしたいという思いがあった。 

みなとみらいには来た人たちが楽しめる工夫がたく
さんあった。さらに調査をすると、「今のままで良い。」
と思っている人がいることが分かった。本当にみんな
が楽しめているのかと疑問に思い、どのような人のた
めの工夫がどれくらいあるかを調べた。みなとみらい
には目や耳が不自由な人が楽しめる工夫が無いことに

気付き、だれでも楽しめて、住みたくなるようなまちづ
くりについて探究を始めた。 
視覚障害や聴覚障害のある方と関わり、社会の壁と

心の壁があることが分かってきた。その心の壁を乗り
越えてみんなが楽しめるまちにするための活動を創っ
ていく。 

４年生 「総合的な学習の時間」 
「リメイク工房 ４の２」 
社会科の学習からごみを減らすことの大切さについ

て考えた。そこから、自分たちにできることは何かを考
え、布のアップサイクルをすることになった。布のアッ
プサイクルを通して、大学の文化祭に参加し、アップサ

イクルの大切さを伝えることができた。また、「無駄に
しないって大切だね。」と声を掛けてもらうことができ
た。 

ごみを減らす方法は一つではないことや、アップサ
イクルの方法も一つではないことが分かり、自分たち
にできることを考えている。楽しくごみを減らしてい

く方法をこれからも考え、伝えていく。 

横浜市立みなとみらい本町小学校 

学校教育目標「「みな」と「みらい」を創る子」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「多様性を認められる」「多面的・多角的に物事を捉える」「問いを見い出して学び続ける」 

「まちに愛着をもつ」「豊かな心をもつ」 

○さんの作ってい
る野菜は元気いっ
ぱいだね。何か秘
密があるのかな。 

けっこう早く歩い
ても大丈夫なんだ
ね。安心できたか
なあ。 

ゴールボール面白
い！これはみんな
が楽しめるね！ 

伝えるって難
しい！でも、
楽しんでくれ
てたよ。 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 児童がロジックモデルを活用したＥＳＤ推

進と学校運営の方法 

 昨年度までは、ＥＳＤにつながる目標達成の

ために、ロジックモデルで目標を可視化し、ア

ンケート評価をすすめてきた。しかし、アンケ

ート結果や分析をしている中で、児童とロジッ

クモデルについて共有できていないという課題

を感じた。 

(2) ＥＳＤアンケートの分析をＰＤＣＡサイク

ルで考える職員研修会 

児童が主体となってＥＳＤを推進できるよう

に、学級目標の達成とロジックモデルの達成を

関連付けるようにした。（クラスロジック） 

低中学年では、学級目標を作成する際に、児童

が思いを担任が整理し、ロジックに表した。ま

た、高学年では、ＥＳ

Ｄロジックモデルの理

解を深め、何ができて

いれば上位目標を達成

したことになるか話し

合い、クラスロジック

を作成した。 

それをもとにして学

級ごとのクラスロジックアンケートを実施し、

ＰＤＣＡサイクルに入れて考察をした。アンケ

ート結果（Ｃ）から、その結果はどのような活

動や取組が関連しているか（Ｄ）を考察し、良

い結果の項目はそれを生かした活動や取組はど

のようなことができるか（Ｐ）を検討した。 

昨年度までの課題に、児童が何を考えて答えて

いるのかを読み取ることが難しいとあったが、

クラスロジックを分析することで、児童の思い

や答えの意図を詳しく考察することができた。 

(3) クラスロジックのアンケート結果と学級経

営案とのつながり 

 各学級のクラスロジックと学校運営を関連付

けるために、毎年作成している学級経営案の中

にクラスロジックを入れられるように、学級経

営案の様式を作成

した。学級経営案

とクラスロジック

を関連させること

で、児童と教師が

ともに主体となっ

たＥＳＤの達成が

可視化されると考

えた。 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) クラスロジックアンケートの結果を活用し

た授業づくり 

学級目標とＥＳＤにつながる上位目標と関連さ

せて、日々の振り返りや授業改善に活かすこと

ができた。アンケート結果から、学級集団のよ

さと課題が明らかになり、児童同士で関わりあ

うことが得意な学級では、グループで話し合う

活動を充実させたり、ルールを守ることに課題

のある学級では道徳の題材決めに取り入れたり

した。クラスロジックを学級経営に活用するた

めの方法や効果については今後も実践を積み重

ねて分析する必要がある。ＥＳＤに取り組んで

きたことで、高学年児童は探究的な学びの定着

がみられる。批判的思考により、課題を見出

し、協働的に推進する力が伸びている。 

(2) ロジックモデルの最上位目標を達成するた

めに、地域との連携を広げていく 

総合的な学習の時間では、ＳＤＧｓの達成の為

に自分たちができることを考え、地域や関連企

業とも連携・協働して進めてきた。ＥＳＤロジ

ックモデルを地域企業にも広めていき、一緒に

ＥＳＤロジックの達成に向けた活動をしていき

たい。その結果、地域が一体となってＳＤＧｓ

の達成に向かっていけると考えている。 

 その為に、どの学級でも総合的な学習の時間

や生活科で地域企業と協働的にできる活動づく

りをしている。昨年度よりも地域企業からの活

動の提案も多くなり、ＥＳＤの推進とＳＤＧｓ

の達成へと向かっていると感じられる。 

令和４年度　クラスロジックモデル

みんなが笑顔でいられる　笑顔になれる・みんながＨＡＰＰＹなクラス

目標を立てて、それに向けて取り組む

「ぜったいにやるぞ」という気持ちをもつ

きらきら花束　～ぴかぴかの竹の子を育てよう～

友だちの良いところを見て、取り入れる

じこしょうかいをする

友だちのすてきなところ、自分のいいところを見つけるためにチャレンジする

友だちのしたことや表じょうを見て、なりきってみる

クラス目標

友だちの良いところを見つける

新しいことにチャレンジする

だれにでもやさしくする

友だちのようすを見る、何を考えているのかをそうぞうする

やさしい言葉をいってあげる
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 ３年生「特別活動（学級活動）」 
「３－５集会を開こう」 

３年生では、「構成概念」【連携性】と「能力・態度」
【⑤《協力》他者と協力する態度】の重点化を図った。 
本実践では、能力・態度【⑤協力】を育むために、「係

の友達や他の係の考えも聞きながら、計画し、やってみ
る。」という共通理解のもと話し合い活動を行った。学
級集会に向けて、各係ができそうなことを考える中で、
みんながもっと仲良く、互いを思いやれる遊びにはど
のようなものがあるか、遊び係発案のもと、考えた。自
分の立場が分かるリアクションカードを活用すること
で、友達の考えを聞いたり、自分の考えを伝えたりする
姿が見られた。提案理由を参考にしながら、よりよい方
法を見つけていく姿から、クラスの一員として協力す
ることを意識している児童が多く見られた。 
 
 
 
６年生「理科」 
「自然とともに生きる」 

６年生では、ＥＳＤで育成を目指す「構成概念」【公
平性】と「能力・態度」【②《未来》未来を予測して計
画を立てる力】の重点化を図り、授業研究やＥＳＤの教
材開発に取り組んだ。 
本実践では、年間を通してこのテーマについて考え

させるものであると同時に、４年間の理科の総まとめ
として、環境（空気、水、生物、大地）と人とのつなが
りを総合的に捉えさせる単元である。その中で生物と
水、空気及び食べ物との関わりに着目し、それらを多面
的に調べる活動を通して、生物と持続可能な環境との
関わりについて理解を図り、観察、実験などに関する技
能を身に付けるとともに、主により妥当な考えをつく
りだす力や生命を尊重する態度の育成を目指した。 
ロイロノートスクールのウェビングマップを活用し、
個人で発想を広げる時間を確保した。さらに、共有ノー
トの機能を活用することで、グループで個人の意見を
整理・分類しながらまとめることができた。ウェビング
マップの活用をして人と自然との関わりについて自由
に発想を広げていく中で、様々な恩恵を私たちが受け
ていることに気付き、それらを次の世代にも受け継が
れていくこと【公平性】の理解を深めたり、見つけた課
題を解決するためにどのようなことができるかを考
え、実行しようとすること【未来】へと繋げて考えたり
することができた。 

横浜市立三保小学校 

学校教育目標「進んで学び、高め合う子 ～元気・勇気・根気～」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「持続可能な社会づくりを担う力」 

みんながもっと仲良くな

るためには、どんな遊び

にすればいいかな。 

リアクションカードを使

って、安心して自分の気

持ちを伝えられるよ。 

ウェビングマップで発想

を広げてみた。いろいろ

な自然との関わりの中で

自分たちの生活が成り立

っていることが見えてき

た。 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

本校は、地域の豊かな自然を活用しながら

「持続可能な開発のための教育」（ＥＳＤ）を

推進しカリキュラム開発と授業実践を進めて

きた。持続可能な社会づくりを担う児童の育

成を目指し、環境やキャリアなどの教育課題

をクロスカリキュラムにより整理し、全教科

等において授業実践を進めてきた。今年度の

取組は次の通りである。 

(1) 持続可能な“授業研究”に向けて 

  本年度は、各学年２本の授業を公開した。

学年の実態に応じて、教科等を揃えて児童の

変容を捉えたり、学年の職員で目指す姿を明

確にして授業づくりを進めたりした。教科等

の教授法を学びながら、カリキュラム・マネ

ジメントのＰＤＣＡサイクルの確立に努め

た。また、学年の協働研究を軸に置き、「ＥＳ

Ｄ教材研究」に取り組む時間を今年度も継続

し、授業のデザイン力や指導力の向上につな

げようとした。限られた時間の中で教材研究

が充実するとともに、経験年数の浅い職員が

多い中で、人材育成を図ることができた。 

  またＩＣＴの活用やＥＳＤに関する研修を

適宜行い、授業力向上に努めた。 

(2) ＥＳＤを通して育成を目指す「構成概念」

と「能力・態度」の学年別重点化 

  昨年度に引き続き、ＥＳＤを通して育成を

目指す｢構成概念｣と｢能力・態度｣を学年別に

重点化を図り、年間を通して変容を探った。 

 

 

 

 

 

 

▲｢構成概念｣と｢能力・態度｣の学年別重点 

 今年度の教育活動の成果を知る一つの手立て

として、各学年のＥＳＤの重点項目に関する

アンケートを作成し、実施することを試み

た。児童一人ひとりが、自分の考え方や行動

を振り返り、年度初めと終わりの姿を比較で

きるようにするとともに、児童が｢どのような

場面でそう感じたのか｣など記述欄を設ける。

このことで、数値だけではない個人の変容に

着目していきたいと考える。視覚化すること

で、児童自身が、変容に気付くとともに、教

職員の児童を見取る力を高め、価値付けして

いく姿を期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 第３学年 ＥＳＤアンケート｢重点項目：連

携性 協力・関連｣ 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

昨年度から行っているピラミッドチャート

を活用した学年ごとの年間の足跡やＥＳＤカ

レンダーを活用した｢ＥＳＤ教材研究｣の充実

などを通して、職員の協働性を高め、授業改

善を推進してきた。教科等の授業との関連を

図って授業づくりをすることで、ＳＤＧｓの

視点から物事を見ようする場面が増え、委員

会活動では児童から｢フードドライブを行いた

い。いろいろな国を紹介したい。｣などの声が

上がった。生活場面でも、自分たちの思いを

形にできるよう主体的に行動し、計画を立て

実行する姿から、学びを止めない雰囲気が学

校全体に広がっていくように感じる。 

また、どの学年でも｢まち｣の人・もの・こ

ととのかかわりを大切にし、繰り返し、三保

の自然や町の人と関わることで、まちを知

り、愛着をもつ児童が増えてきている。 

今後も、指導方法の一層の工夫や改善を図

るともに、｢ＥＳＤの指導と評価｣についてさ

らに研究を深めていきたい。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 ２年生 「生活科」 
「大すきダンゴムシ！なかよし大さくせん！」 
まちたんけんや夏野菜の観察の際にダンゴムシがた

くさんいることに気付き、「飼ってみたい」という思い
から学習がスタートした。ダンゴムシの生態や住処の
特徴を調べたり、調べて分かったことをまとめたりし
ていく中で、小さな生命にも特徴があり、様々な変化を
していることに気付けるようにした。継続的に飼育す
る中で見つけた発見や疑問を共有する活動を通して、
自分と友達の考えが違うことに気付く姿や、助言を人
に求めることの大切さに気付く姿が見られた。 
 
 
 
５年生 「総合的な学習の時間」 
「未来へ TAKE OFF！！竹プロジェクト」 
 「SDGs についてもっと学びたい」と考えた子どもた
ちは、地域に竹林があることから、自分たちで竹を材料
にした日用品を作り、プラスチックの代わりに竹を使
うことができることを PR したいと考えるようになっ
た。竹を調べる中で、竹細工を趣味にしている方に教わ
りながら、竹の可能性や竹細工を教えていただいた方
の技術や人柄の素晴らしさを知ることができた。また、
竹自体が、非常に成長が早く、竹林を管理することの必
要性を知ることで、竹を使用するメリットをさらに知
ることができた。自分たちがわかったことを発表する
ことで、より SDGs への関心・地域とのつながりを深
めていきたい。 
 
 
 
５年生 「総合的な学習の時間」 
「羽沢ゆるスポーツでお年寄りを元気にしよう！」 
 地域の自治会長さんから、「地域のお年寄りの元気が
なくなっている」と聞いたことをきっかけに、自分たち
にできることはないかと考えた。区役所の方や地域の
老人ホームの職員の方にお年寄りの現状やそれぞれが
取り組んでいることなどを教えていただいた。それら
を活かして自分たちがゆるスポーツをつくって、地域
の方が外に出て、いろいろな人と話したり、運動したり
する機会を設けることにした。試行錯誤しながらつく
り続けることで、地域には様々な年齢や立場の人が生
活し、関わり合い支え合っていることが分かった。ま
た、地域に呼び掛けることで、自分たちの力でもできる
ことがあり、変えることができるということを実感で
きた。 

横浜市立羽沢小学校 

学校教育目標「Ｅ笑顔いっぱい Ｓすこやかいっぱい Ｄ大好きはざわの人とまち」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「多面的総合的に考える力」「コミュニケーションを行う力」「他者と協働する力」「自ら課題を見付

け主体的に最後まで取り組む力」 

屋根をつけて

暗くしたから喜

んでくれるとい

いな！ 

好みが分かる

ようにいろいろ

なえさを入れて

みよう！ 

ゆるスポーツ

は誰でも楽しめ

るものになって

いるんだ！ 

区役所の方や地

域の老人ホームの

職員の方に教えて

もらおう！ 

実際に切ると

太さがよくわか

る。みんなで協

力して切ろう。 

小刀は、大変だ

けど、すごく素

敵なものができ

たよ。 
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学校以外の方々との学習や地域を学ぶ学習は楽しいですか。（児童） 

羽沢小学校は、地域の方々と関わりながら、羽沢地域の良さや特徴を学ぶ活動

を行っていますか。（保護者） 

児童 保護者 

児童 保護者 

総合の学習などで自分達で課題を見つけて自然や地域や環境について学ぶ

SDGs 等の学習は楽しいですか。（児童） 

羽沢小学校は、自然や環境について SDGs とつなげ、学びが子どもが持続可能

な社会の創り手になるよう取り組んでいますか。（保護者） 

２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 学校教育目標と学級でめざすＥＳＤの資質

能力の具体的な姿をつなげた取組 

ＥＳＤの推進にあたって、重点研究では

単元で育成を目指す「探究課題の解決を通

して育成を目指す資質・能力」の記述に合

わせた形で、ＥＳＤの視点として「構成概

念」と「能力態度」を位置付け取り組んで

いる。今年は低学年・中学年・高学年での

資質・能力が身に付いた姿を話し合って研

究をスタートした。加えて新しい試みとし

て、学級経営案の形式を一新し、学校教育

目標と学級目標をつなげ、さらに学級でめ

ざすＥＳＤの資質・能力の具体として重点

化を図ったものを明記し学級経営に取り組

んでいる。そこで学校教育目標と学級目

標、そして、そこで育てたいＥＳＤの資質

能力がつながり、教職員にも意識されやす

くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 日々の教育活動をＳＤＧｓと関連づける 

修学旅行や運動会等の大きな行事のスロ

ーガンにＳＤＧｓを関連づけたり、委員会

ごとにどのＳＤＧｓと関連するか意識付け

て取り組んだりした。また学級の生活科や

総合的な学習の時間の取組を後期の朝会な

どを活用して全校に広めた。このことによ

り、児童が日常の様々な学習がＳＤＧｓと

つながっていることに気付き、意識も高ま

りつつある。 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって

引き出すことができた価値 

(1) 学校教育目標の「開」の部分の追加修正を

中期学校経営方針に生かす 

子どもたちがはざわのまちに飛び出し、

まちや人と関わりながら課題を発見し解決

していく姿は以前より増加したが、社会の

課題への関心はあまり高くなかった。そこ

で教職員と話し合い学校教育目標の「開」

の部分に「多様性を尊重し、持続可能な社

会の実現に向けて行動する子」を加えた。

それにより、「高齢化」や「防災」などの課

題に取り組む学級が増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「発信・交流」を重点研究の一部に  

菅田の丘小にＳＤＧｓ研修の講師として職

員を派遣、菅田中２年生、菅田の丘小６年

生、幸ケ谷小５年生と授業交流を行った。ま

た、エコフォーラムの発表も２年目となり、

それぞれの交流のリフレクションは、子ども

たちに社会とつながっているという実感をも

たせることに役立った。交流や発信の効果は

子どもたちや学校に広がりつつある。 

ＳＤＧｓを取り入れた学級経営案 

Ｒ４年度 学校評価 児童（左） 保護者（右） 

■そう思う ■まあそう思う ■あまりそう思わない ■そう思わない 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 個別支援学級 「生活科・総合的な学習の時間」 
「あつまれ！ひえめるの島」 

植物を育てていくと、今までの経験を生かして考え
ながら、わからないことは調べて世話をする。育ててい
く中で、少ない人数では十分に世話ができないことに
気づき、周りに協力を求めることもあった。 

昆虫が別の昆虫を食べたり、昆虫が育てている野菜
を食べたりしている様子から、生き物同士もそれぞれ
に生きていて、互いに関わり合って生きていることに
気づき、より昆虫や植物を好きになり身近な自然を大
切にできる実感をもつことができる材だった。 

生き物同士が互いに関わり合いながら生きているこ
とに気付き、自分も友達や先生、地域の人たちや自然と
関わりながら生活をより良くしようとする態度を養っ
た。 

 
５年生 「総合的な学習の時間」 
「防災に強い日枝のまちづくり」 

「自分や周りの人の命を守りたい。」という願いをも
ち、自分事としてよりよい日枝のまちにするために、小
学校や地域の方との避難訓練を計画したり、公園に防
災グッズを設置したりと活動が広がった。日常の備え
や取り組み、ちょっとした生活の工夫が自助につなが
ることや、地域防災のために自分達にできることを発
信する活動を通して手応えをもち、自分達の活動が地
域の安全や防災のために意味ある活動であることを実
感できる材だった。 
 防災について学び、安全なまちづくりに参加するこ
とで、自分たちの命だけでなく日枝のまちの人の命を
助けることにもつながることに気付き、社会に参画し
ようとする態度を養うことができた。 
 
６年生 「総合的な学習の時間」 
「おから料理で町の人を笑顔に」 

おから料理を探究していき、手応えを感じてくると、
自分以外の人に食べてもらいたいと考えた。家で作っ
てみたり、光のプロムナードで出店したりするなどし
て、地域の方におからの魅力を発信していく活動を通
して地域の人との関わりを深めていった。 
 健康への意識を高めるとともに、料理をすることや
食べることをもっと好きになってほしい。また、普段廃
棄されてしまっている食材が、工夫次第では食品ロス
の改善にもつながっていることに気がついてほしい。
地域の人に食べてもらう際には、多様な立場になって
物事を考える態度を養いながら、繰り返し地域の人と
も関わっていこうとする姿を期待して支援した。 

横浜市立日枝小学校 

学校教育目標「生き生き日枝っ子」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「持続可能な開発に関する価値観」「コミュニケーション能力」「体系的な思考力」 

幼虫が育つように、
土をきれいにした
り腐葉土を作った
りしよう！ 

安全なまちづく
りを目指して、
地域の方に防災
について発信し
ました！ 

おからは栄養価が高いのに、多くは捨てら
れてしまうなんてもったいない。パンケー
キにしたらおいしく食べられると思う。 

 
２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 学校教育目標「生き生き日枝っ子」の具現

化に向け重点研究を行い、ＳＤＧｓ・特別支

援部会、生活科・総合的な学習の時間部会、

ＩＣＴ部会の３つに全職員が分かれた取組 

学校教育目標である「生き生き日枝っ子」

の姿を花でイメージし、６つの花びらで「資

質・能力」を表した。また、「健康」と「安

全」の２枚の葉によって花を開くための栄養

を作ることを表した。さらに、これまでの経

験を根で表し、経験の根を伸ばすことで土壌

から栄養を得る。茎は、自分で、根を下ろ

し、葉を大きくし、花を咲かせることで自分

を好きになっていく。これらの力を高め、ま

た相互に関連させ

ながら働かせること

によって、子どもた

ちに将来生きて働く

力が身に付き、予測

困難と言われるこ

れからの時代を強

く、幸せに生き抜

く力になるのでは

ないかと考えた。 

(2) ＳＤＧｓを児童が身近に感じられるために

学校図書館をＳＤＧｓの発信の場にする取組 

学校図書館司書が中心となり、学校図書館

内にＳＤＧｓコーナーを設置。意識的に本を

選べるようにしている。 

(3) 教員の感覚だけではない、客観的に見た児

童の変容（ＳＤＧｓサーベイ） 

ＳＤＧｓにまつわる 50 の質問に答えること

を通して、ＳＤＧｓに関わる関心・意欲・行

動を分析することができる。個人ごとに結果

を蓄積し、項目ごとの変化を見ることで、自

身の変容を感じることができる。また、学年

ごとの結果を比較することで、年齢に応じた

意識の変化や違いを考察することができる。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 多様な教職員の価値観を活かした児童のみとり 

  ＳＤＧｓ・特別支援推進部会が中心になっ

て、児童の見取りについて研究を進めた。こ

の部会には、一般学級担任、個別支援学級担

任、国際教室担当、家庭科専科の教員、教職

員大学院在学中の教員、栄養士、学校事務職

員、図書館司書などなど、多様な教職員が属

している。加えて年齢構成も様々で、価値観

が異なることが当たり前の状況になってい

る。「担任じゃないから」「担当の子どもじゃ

ないから」といった発言がなく、互いの専門

分野を活かして子どもの見取りを行い、子ど

もの育ちを見守り、子どもに寄り添った支援

を議論し、試行錯誤している。支援の具体的

な方法は、教職員それぞれの自己決定・自己

選択に基づいており、何事も自分事化して取

り組むことを大切にしている。 

  自己選択・自己決定に基づく議論は、対立

を生み出すこともあるが、むしろそれは当然

である。それでも部会運営を円滑に進めるこ

とができているのは、心理的安全性を高める

ことを大切に、部会運営をしてきたためであ

り、大きな成果の一つである。 

また、ここで学び得た子どもの見取りの視

点を、重点授業研究会における事前検討や、

授業研当日、研究会に積極的に参加すること

で、校内に徐々に広げる動きがでている。こ

れが成果の二つ目である。教員以外の教職員

が、子どもについて忌憚なく意見を発し、議

論に加わる姿は、ホールスクール・アプロー

チの一端を示していると言える。 

  子どものもつ可能性、価値観を引き出すに

は、教職員が物事に関して寛容であること

と、中庸であることが重要である。教職員集

団がそのような集団であり続けるために、心

理的安全性の高い土壌づくり、内発的動機付

けに基づく実践、教職員間の価値観共有を、

今後も継続する。 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 学校教育目標「生き生き日枝っ子」の具現

化に向け重点研究を行い、ＳＤＧｓ・特別支

援部会、生活科・総合的な学習の時間部会、

ＩＣＴ部会の３つに全職員が分かれた取組 

学校教育目標である「生き生き日枝っ子」

の姿を花でイメージし、６つの花びらで「資

質・能力」を表した。また、「健康」と「安

全」の２枚の葉によって花を開くための栄養

を作ることを表した。さらに、これまでの経

験を根で表し、経験の根を伸ばすことで土壌

から栄養を得る。茎は、自分で、根を下ろ

し、葉を大きくし、花を咲かせることで自分

を好きになっていく。これらの力を高め、ま

た相互に関連させ

ながら働かせること

によって、子どもた

ちに将来生きて働く

力が身に付き、予測

困難と言われるこ

れからの時代を強

く、幸せに生き抜

く力になるのでは

ないかと考えた。 

(2) ＳＤＧｓを児童が身近に感じられるために

学校図書館をＳＤＧｓの発信の場にする取組 

学校図書館司書が中心となり、学校図書館

内にＳＤＧｓコーナーを設置。意識的に本を

選べるようにしている。 

(3) 教員の感覚だけではない、客観的に見た児

童の変容（ＳＤＧｓサーベイ） 

ＳＤＧｓにまつわる 50 の質問に答えること

を通して、ＳＤＧｓに関わる関心・意欲・行

動を分析することができる。個人ごとに結果

を蓄積し、項目ごとの変化を見ることで、自

身の変容を感じることができる。また、学年

ごとの結果を比較することで、年齢に応じた

意識の変化や違いを考察することができる。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 多様な教職員の価値観を活かした児童のみとり 

  ＳＤＧｓ・特別支援推進部会が中心になっ

て、児童の見取りについて研究を進めた。こ

の部会には、一般学級担任、個別支援学級担

任、国際教室担当、家庭科専科の教員、教職

員大学院在学中の教員、栄養士、学校事務職

員、図書館司書などなど、多様な教職員が属

している。加えて年齢構成も様々で、価値観

が異なることが当たり前の状況になってい

る。「担任じゃないから」「担当の子どもじゃ

ないから」といった発言がなく、互いの専門

分野を活かして子どもの見取りを行い、子ど

もの育ちを見守り、子どもに寄り添った支援

を議論し、試行錯誤している。支援の具体的

な方法は、教職員それぞれの自己決定・自己

選択に基づいており、何事も自分事化して取

り組むことを大切にしている。 

  自己選択・自己決定に基づく議論は、対立

を生み出すこともあるが、むしろそれは当然

である。それでも部会運営を円滑に進めるこ

とができているのは、心理的安全性を高める

ことを大切に、部会運営をしてきたためであ

り、大きな成果の一つである。 

また、ここで学び得た子どもの見取りの視

点を、重点授業研究会における事前検討や、

授業研当日、研究会に積極的に参加すること

で、校内に徐々に広げる動きがでている。こ

れが成果の二つ目である。教員以外の教職員

が、子どもについて忌憚なく意見を発し、議

論に加わる姿は、ホールスクール・アプロー

チの一端を示していると言える。 

  子どものもつ可能性、価値観を引き出すに

は、教職員が物事に関して寛容であること

と、中庸であることが重要である。教職員集

団がそのような集団であり続けるために、心

理的安全性の高い土壌づくり、内発的動機付

けに基づく実践、教職員間の価値観共有を、

今後も継続する。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 ４年生 「総合的な学習の時間」 
「ハッピースマイル☺みんなで折り紙教室」 

 ４年生では、折り紙の活動を通して、ＳＤＧｓゴール
⑪「居心地の良いハッピースマイルな空間づくりを」達
成しようと目標を立てて、単元を構想した。 

材の決定に向けて、「すきまなび」と称して折り紙に
触れる機会を設けたり、紙飛行機大会を実施したりし
た。材を決定する際には、子どもたちの方から「今年は、

絶対折り紙です。」と全会一致で、折り紙での活動を進
めていくことに決まった。 
初めのうちは、とにかく自分たちで作品作りを楽し

んだ。回数を重ねるごとに、複雑な形の箱や、80 枚以
上使用した大きな鶴など、子どもたちが作り方を自分
で調べて夢中になって折り紙に取り組んでいた。完成
度の高い作品ができるにつれ、子どもたちの「折り紙
愛」を強く実感することができた。ハッピースマイル☺ 
を生み出すために、ペア学年と交流をしたり、地域で活
動をされている松井さんに教えてもらったり、折り鶴
で区民とつながっている墨田区役所の方とオンライン
で連携したりと、多くの人の支えのおかげで学びを深
めることができた。「自分たちがやりたいことをやるだ
けでなく、相手に寄り添うことが大切なんだな。」「力を
合わせて、居心地のよいハッピースマイルな空間が創
れたから、もっとつながりを増やしていきたい。」「当た
り前ではなく、感謝の気持ちを表していきたい。」など
実感を伴った理解と前向きな姿が見られた。 
５年生 「総合的な学習の時間」 
「ぐんぐん育て！恩田の稲」 
５年生では、一人一つバケツ稲の育成を行った。育て

るうえで様々な疑問や課題を見つけ、その都度、地域の

農家の方から助言を受け、解決してきた。また、地域の
農家の方の田んぼの一角をお借りして、稲刈りや脱穀
体験もさせていただいた。収穫できたお米は自分たち
だけではなく、仲良し学年である２年生や日頃お世話
になっている地域の方や保護者にふるまえるように、
相手意識をもちながら活動していくことができた。こ

の活動を通して、自らで課題を見つけ、友達と協同的に
解決する基礎を養ったり、普段食べているお米は様々
な人の努力によって作られていることを実感したりす
ることができた。また、オンライン交流会では、「他校
と交流することで他校のＳＤＧｓに対する取り組みを
学びぶことができた。恩田小の委員会でも取り組んで

いきたい。」と振り返ることができた。さらに、自分た
ちの活動をアウトプットする場があったことにより、
今までの活動を見直したり、お米作りを成功させた達
成感を味わったりすることができた。 

横浜市立恩田小学校 

学校教育目標「自ら学び ともに豊かな生活を創り出す子どもの育成」 
ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 
【知識及び技能】Ⅰ多様性 Ⅱ相互性 Ⅴ連携性 
【思考力、判断力、表現力等】①批判的に思考し、判断する力 ③多面的・総合的に考える力 
              ④コミュニケーションを行う力 
【学びに向かう力、人間性等】⑤他者と協力する態度 ⑥つながりを尊重する力 
 

稲刈り体験 
お米を作って育て
ることは、すごく
大変なんだね 

お米を育てる大
切なことを教え
てもらおう 

土づくりが 
大切なんだ 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

□ESD の構成概念と視点を取り入れた重点研究 

本校では昨年度と同様に「生活科」「総合的な

学習の時間」「算数科」を重点研究の教科とし、

評価基準に ESDの構成概念と視点を取り入れて

研究を進めている。生活科・横浜の時間の時間

では、問題解決学習中心となり、その学習活動

の中で ESDの視点を取り入れやすく、その視点

を明確なものとして研究を進めることができ

た。算数では思考・判断・表現の観点で ESD視

点を取り入れた。特に問題の練り上げの際に、

①批判的に考える力や③多面的・総合的に考え

る力を見取る単元構想が多かった。しかし、ESD

視点を意識しすぎてしまい、算数科として児童

に身に付けてほしい力をつけさせることが疎か

になってしまうという懸念もあった。これを受

けて、ESD の視点の受け止め方・解釈の仕方を教

職員でしっかりと行う必要性があり、指導案検

討や事後研究会の際には ESD視点をどのように

盛り込んでいけるかを話題に挙げていくように

努めた。研究を進めていく中で、先に ESD視点

を意識して単元構成を考えるよりも、単元構成

を考えた後に、ESDとつながる部分を見つけてい

くほうが自然な流れで取り組むことができた。

研究当初は算数科に ESD視点を組み込むのは

少々難儀だと感じたが、普段から児童と共に考

えたり、取り組んだりしていることが ESD視点

に当てはまることが多くあることに気づくこと

ができた。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

□児童アンケートによる価値の見取り 

本校が ESDの視点をもった学び作りを始 

めて、今年度で５年目に入る。また、昨年に引

き続き今年度も、児童の委員会活動をＳＤＧｓ 

１７の目標とつなげて展開してきた。 

そういった活動を進めてきたことで児童の中 

でどのような変容があったのかを探るため、

「SDGs１７の目標につながる活動についてのア

ンケート」を全校児童にロイロノートを活用し

て実施した。 

１：SDGs１７の目標について知っていますか？ 
  ３年生以上の児童の多くが理解しており、

高学年ではほぼ全ての児童が理解してい

た。 

２：SDGs を知って自分の気持ちや行動に変化 
  はありましたか？ 
   電気をできるだけ使用しない、節水を意識 
   する、食べ残しを減らす、ゴミの分別をす

る、もう一度使えるものを見直す、エコバ
ッグを使用する等、前年度よりも多くの児
童が、SDGs を達成するための行動を考え
ることができていた。 

３：授業で、SDGs に関係する学習をしたこと 
がありますか。 

４：それはどんな授業でしたか。 
５：その学習でうれしかったことや楽しかったこ

と、できるようになったことは何ですか。 
   主に生活科・『横浜の時間』で全クラスが

SDGs に関わる学習を行った。花・野菜・

稲等の成長の楽しさを感じた、交流した

人の苦労や努力を知ることができた、仲

間と協力して課題解決をしていく達成感

を味わえた、誰かから「ありがとう」と

言われたときの喜び等、自分たちが取り

組んできた活動の良さを児童一人ひとり

が感じることができた。 

アンケートの結果から、生活科・『横浜の時

間』を中心とした ESDに関わる学習活動に取り

組むことで、本校の児童は他者とかかわる楽し

さや、友達と協力して課題を乗り越えていく達

成感を味わうことができた。自分たちがこれか

らの地域・社会へどのように関わっていくの

か、身近な人や社会を豊かにしていくには何が

できるのかを考える一つのきっかけとなった。

見いだした課題に対して詳しい人に尋ねたり、

ICT機器を活用して調べたりと、様々な手段のア

プローチをして解決する過程を学ぶことができ

た。人との繋がりや身近な環境を大切にし、自

分の行動に自信と責任をもって活動していく子

どもたちが、これからの世界を変えていくこと

を期待している。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

【全校リレーツツジ染め】 

創立３０周年を迎えるにあたり、全児童が関わる活動を学年リレー形式でつなげ、各教室の「ツツジ染

め扇風機カバー」を製作した。 

 １年生がツツジの花摘みをし、２年生が花びらから染液を作り、４年生が布の三角染めをした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピンク色に染まった布に３年生が、本校マスコット「えだっくん」を、型紙を使って色付けし、５年生

は、30 周年の文字を刺繡し、６年生が扇風機カバーになるように縫い合わせた。  

 

 

 
 
 
 
 
【３年生】私たちのまち荏田西 陶芸にチャレンジ！ 
 30 周年を祝して校内に咲く花たちを飾ろうと、地域の陶
芸家に教えてもらいながら花器を作成している。 
 
【４年生】樹木プレートを作成しよう 

 緑あふれる荏田西小学校の敷地内にある樹木に着目し、樹木プレート、２次元コード付き樹木図マッ
プを作成することを通して、荏田西小学校の豊かさに気付き、より愛着をもってほしいという思いで活
動をしている。 
【５年生】看板アートリニューアル大作戦！ 

今年度の工事で取り外されることになった平成 11年度作成のスローガンをリニューアルしている。こ
れからもずっと愛され続ける荏田西小学校

を目指し、児童、保護者、地域の思いを取り
込みながら活動している。 

 
【６年生】荏田西遺産を残そう！ 

 みんなが住む荏田西地区を大切に思ってほしいという思いから、

みんなが知らない荏田西の歴史、町づくりを調査し発信することを

考えている。 

横浜市立荏田西小学校  
学校教育目標 

◇心豊かにかかわり、互いに高め合いながら学び続ける子に育てます◇ 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

 【知】課題解決能力 【徳】善悪の判断 【開】視野を広げ考えを深める 

いっぱいもんだらい

い色になるかな。 

愛川体験学習の

藍染の時を思い

出して慎重に染

めよう。 

使い続けられるように

しっかり縫おう！ 

ずっと残るから丁

寧に描こうね！ 

２本糸の刺繍は難しい… 

たくさん摘んで染

めてもうらおう。 

みんなに喜んでもらえてず

っと使い続けられるのがい

いね。花器にもえだっくん

をつけようかな。 

卒業生の想いは当時の

言葉を残すことで取り

入れるのはどうかな。 

新しい町だと思ってい

たけれどこんな遺跡が

あったんだね。大切に

していきたいね。 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために試行錯誤したこと 

 今年度 30 周年を迎える本校では、各学年、各学級のみならず、学校全体とし

て、改めて児童が「荏田西のまち」「学校」の魅力について考える機会をもった。

どの活動も勇んでスタートしたものの、ほかの地域や学校にはない荏田西独自の

魅力とは何かという壁にぶつかった。また、校内のみならず、地域をも巻き込ん

でたくさんの思いをアンケートで集めると、様々な人々が、様々な立場で学校へ

の熱い思いを抱いており、それをどう集約してゴールへ運んでいったらいいのか

途方にくれた時期もあった。 

（1）個別最適な学びから協働的な学びへ 

個別に考えることを通して一人ひとりが自

分なりの課題に向き合えるよう思考ツール等

を活用し、自分なりの視点や観点で課題を明

確にした。その後、学級で話し合い、合意形成

しながら、思いや願いを叶えていった。特に今

年度は、「30周年を祝う」という共通の目的が

あったこと、学年リレーを取り入れた「ツツジ

染め扇風機カバーの作成」という活動があったことなどから、活動が縦横につながり、より協働的な学び

となったと言える。 

（２）地域人材の活用 

社会参画することを通して、より本物に触れさせたい、という教師の思いから、実際に地域に足を運ん

だり、地域人材を多く活用したりした。校内

に出入りする写真家、地域にある障害者雇用

施設の理事長、陶芸家、地域の史学研究者、

舞踏家、学芸員、パン屋の店主、大学助教授

などさまざまな分野から専門家を招き、プロ

の視点で話をしていただくことで、それぞれ

が抱いた課題の解決に向けてたくさんのヒントを頂いた。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって引き出すことができた価値 

 ＥＳＤ推進校となり４年目となるが、11「住み続けられるまちづくり」12「つくる責任つかう責任」な

どの観点で話し合いがもたれる場面が多くみられた。今年度は特に「30 周年を祝おう」という共通のテ

ーマをもとにそれぞれが活動したことで、アプローチの方法は違えど、それぞれに学校や地域を大切に

したい、という思いをもつことができた。また、学年リレーで行う活動により、学校の未来を見据えつつ、

学校を大切にしようという思いに一体感が生まれた。 

その結果、本校の学校教育目標である、「心豊かにかかわり、互いに高め合いな

がら学び続ける子」に関して、今までは学級内や学年内にとどまることが多かっ

たが、他学年の活動にも関心をもつという児童の変容が見られた。３年目以降は、

「多様な視点で物事を捉え、よりよい生活を自ら創り出そうとする力が発揮でき

るようにします。」という目標を掲げたが、全ての学年が同じ思いをもって活動

をすることで、ともに「よりよい学校を自ら作り出すこと」に価値を見出すこと

ができたと言える。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 ３年生 「総合的な学習の時間」 
「大豆はすごいプロジェクト 大豆のすごさやヒミツ
を教えます」 
 農園活動でお世話になっている K さんから、１０３
粒の黒大豆の種をいただいた。普段食べている大豆と
の違いに興味津々の子どもたちは、「自分たちで育てて
みたい」と、大豆を育てることとなった。土づくりや鳥
よけ、自作虫よけスプレーの活動なども行い、秋が深ま
るころには、１０３粒の種から約３キログラムの大豆
を収穫することができた。自主学習などで大豆の変身
や環境とのかかわりについて調べてくる子が増え、自
分たちでも調べてみようと活動が深まっていった。大
豆は２０００年も前から食べられていて、和食の基本
となっていること、健康によいことだけでなく、肉に替
わるたんぱく源になることもわかり、環境や健康との
つながりを考えることもできた。今後も自分たちで育
てた大豆で調理したものを食べたり、給食などで全校
児童に食べてもらったりして大豆の秘密にせまり、発
信していきたいと考えている。 
５年生 「総合的な学習の時間」 
「５₋３ＣＭプロジェクト～OneTeamで商店会を盛り上
げよう～」 

子どもたちは、瀬谷の商店会に活気がないことに気
付いた。商店会の会長 I さんにインタビューをして商
店会に対する思いを語っていただいたところ、「商店会
の魅力が十分に伝わっていなくて、お客さんが減って
いる。どうにかして、昔の商店会の活気を取り戻した
い」という熱い思いがあることが分かった。そこで、子
ども達は少しでも活気を取り戻すために、「たくさんの
人に商店会の魅力を伝えたい」という考えから、魅力を
伝える方法として、CM を選んだ。「CM なら商店会の人
と一緒に作れるし、たくさんの人に魅力を伝えること
ができる」という考えから、瀬谷銀座通り商店会の魅力
を伝えていく CM プロジェクトがスタートした。 
本単元で連携したケーブルテレビの「J:COM」は、地

域の良いところを取り上げることに力を入れており、
子どもたちの願いに沿って一緒に活動していただい
た。商店会の魅力が伝わる CM を製作するためにお店の
方へインタビューを繰り返す中で、商店会のお店の
方々が多様な価値観をもっており、自分たちの店や、瀬
谷の商店会をずっと大切にしていることを実感でき
た。また、CM の中で何をもっとも重要なメッセージと
して伝えるかを考えることを通して、複数の情報から
目的にあったものを選ぶ思考力が高まった。さらに完
成した CM を多くの人に見てもらい、瀬谷銀座通り商店
会の魅力を伝えることで、活動前に比べてもっと自分
たちのまちが好きになり、身近な人にも商店会の魅力
を知ってもらう喜びを感じて、自分たちにも地域の発
展のためにできることがあるという実感が得られた。 

横浜市立大門小学校 

学校教育目標「大門大好き いい仲間 進んで学ぼう 元気な子」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「地域の人と関わりながら、自ら課題解決をめざす力」 

「世の中の難しい課題と真剣に向き合い、自分たちでできることを実行していく力」 

地域の方は商店会のことをどの

ように思っているのかな？イン

タビューで聞いてみよう！ 

J：COM さんにアドバイ

スをもらいながら、自

分たちの思いや地域の

方の思いを大切に、魅

力が伝わるCMがつくれ

たよ！ 

商店会の人は「だんだんと人が減っていて、もと

の活気を取り戻したい」「商店会を盛り上げるには、

地域の人の協力も必要」と言っていた。 

しっかり世話をして、たく

さん収穫することができま

した！ 

炒るとよい香りがし

ます。 

きなこにしました。 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 年度当初に教職員間で生活科、総合的な学習

の時間の年間見通し確認するともに、これま

でのＥＳＤ推進校としての取組の共通理解を

図る。 

・校内ＥＳＤ担当者を中心に、総合的な学習の

時間と生活科の基本的な考え方について、全

体研修を行った。また、大門小のこれまでの 

ＥＳＤ推進校としての取組を振り返り、学校

全体で本年度の見通しを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)委員会活動をＳＤＧｓの観点と関連させ、子

どもたち自身が持続可能な活動を意識しなが

ら学校をよりよくする。 

・委員会活動の中でＳＤＧｓの視点を年度当初

から意識させ、取り組みを進めることで、常

時活動や情報発信の中にＳＤＧｓに関わる行

動や言葉が出てくるようになった。高学年が

意識して行動することで学校全体に広まり、

徐々に下の学年でも意識できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 教職員がＥＳＤの意識をもって学習活動を

生み出す 

※教職員アンケートより 

・「本校の特色である農園 

活動やＥＳＤに計画的に 

取り組むことができた」 

というアンケートに対し 

て「そう思う・少し思う」が７６％という値

を示した。ＥＳＤを意識した研修等を行うこ

とで、総合的な学習の時間等「ひと・もの・

こと」を意識した活動内容を学年の中で系統

立てて、実践することができた。また、教職

員一人ひとりが新たな材の開拓を行い、ＣＭ

制作や大豆のすごさを伝える活動、校内のＵ

Ｄを見直す活動等、新たな視点で活動を生み

出すことができていた。 

(2) 子どもたちがＳＤＧｓの意識をもって学習

に取り組む姿勢が高まった 

※児童アンケートより 

 

 

 

 

 

 

 

・「学習や農園活動でＳＤＧｓを意識して活動

している」という児童アンケートに対して

「そう思う・少し思う」という値が 89.7％と

いう高い数値を示している。経年変化を見て

も、推進校になってから年々増加している。

これは子どもたちの中にＳＤＧｓの意識が根

付き、自分たちが生活や学習の中で意識をも

って取り組むことができるようになってきた

からである。次年度以降も、教師が子どもた

ちの意識が高まるように投げかけるととも

に、意識をより行動や活動につなげられるよ

う支援していきたい。 

本校の特色でもあ

る「農園活動」を

中心に、大門のま

ちにある「ひと・

もの・こと」とい

った「材」を全体

共有する。そうい

ったことから、子

どもに身に付けさ

せたい資質能力を

確認する。 

農園委員会が取り組む

コンポスト 
代表委員会の提案の中にも

SDGｓの視点を入れる 

そう思う 

少しそう思う 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

学校教育目標「自ら学び 自他を大切にして 社

会に貢献する」に深くつながる世界レベルの課題

を考え、世界と自分の身近なこととをつなげて行

動を起こすこと Think globally Act Locally（地

球規模で考え 地域で活動しよう）を意識して、本

校では平成２９年度から様々な取組をしてきまし

た。学校保健委員会では衣・食・住という身近なも

のをテーマとして外部講師を招き講演を聴いた

り、活動したりしました。例えば、『衣』では、ユ

ニクロの“届けよう服のチカラプロジェクト”に

参加することで、世界の貧困問題に目を向けまし

た。この活動には令和３年度にも参加をして、そ

の際には近隣小学校とも連携をして、自分たちの

活動を地域へとつなげることもできました。また、

ＷＷＦの方に来校していただき、海洋プラスチッ

ク問題に触れ、日本のリサイクルの現実を知るこ

とで、自分たちにできることを考えるきっかけに

なりました。その他にも、今年度は『チョーク再生

プロジェクト』と題して、ボランティア部で短く

なったチョークを回収し、もう一度使いやすい長

さのチョークに再生する取組をしました。 

 

再生されたチョークを使うことで、教職員の意識

もより一層高くなりました。また、学校全体の重

点取組として『ペーパーレス』を掲げました。アン

ケートや会議の議題など、教職員も生徒も紙でな

くても良いものは、chromebook を活用しました。 

 
 

 
 

本校は、６年間の取組を通して、生徒・教職員とも

に Think globally Act Locallyを意識することが

当たり前となり、それぞれが自らの問題として主

体的に捉え、身近なところから取り組むことで、

問題の解決につながる新たな価値観や行動につな

がっています。 

教科指導においては、各教科でＥＳＤカレンダー

を作成し、知識・理解に留まらず、学びを活かし、

様々な問題を「自分の問題」として行動する「実践

する力の育成」を目指しています。例えば、 

「社会科」では「１年 世界地理」「２年 日本地理」

「３年 公民」の授業で自分たちが学習しているこ

とが、２０３０年までに達成すべきＳＤＧｓ１７

の目標の何と関連しているか、自分には何ができ

るか、また定期テストにおいても１７の目標を考

えさせるような出題もあり、生徒一人ひとりが持

続可能な社会づくりのための課題解決に必要な

「７つの能力・態度」の育成を目指しています。 

 

横浜市立中和田中学校 

学校教育目標「自ら学び 自他を大切にして 社会に貢献する生徒」を育てます 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「コミュニケーション能力」 

「持続可能な社会の創造に貢献する力」 

「生徒が活躍できる地域活動と連携しながら、持続可能な社会の担い手を育てます」 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 今までの取組の振り返り 

新たなことを始める前に今まで取り組んできた

生徒会活動や学校行事を振り返ることから始め

ました。ＥＳＤは地球規模の課題に対する取組

ですが、身近な活動として捉えなおすことで生

徒だけでなく教職員も自分事として捉えられる

と考えました。また、令和２年度にはそれまで

の活動を冊子にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ＥＳＤカレンダーの作成 

各教科の年間指導計画を見直し、「何を学習す

る」だけでなく、「何ができるようになる」を意

識して、学習したことが知識・理解に留まら

ず、それらを活かして様々な問題を自分の問題

として行動できるような力の育成をめざしてＥ

ＳＤカレンダーを作成しました。 

 

 

 

 

 

 (3) 企業や地域、ＰＴＡとの連携 

学校教育目標の「社会に貢献する生徒」の育成

を目指して、企業や地域、ＰＴＡとの連携を大

切にしました。ユニクロの服のチカラプロジェ

クトへの参加、ペットボトルから作られるエコ

バックの作成、地域の福祉団体を招待してボッ

チャ大会の開催、国連ＷＦＰのレッドカップキ

ャンペーンへの協力など様々な活動をしまし

た。学校の中だけでなく、地域や世界の課題を

解決するために、自分ができることは何かを考

える機会になると考えました。 

 

 

 

 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 学校・家庭・地域の連携 

本校はＥＳＤ推進校として平成２９年度から活

動をしてきました。学校教育目標も「自ら学び 

自他を大切にして 社会に貢献する生徒」の育成

と、生徒から分かりやすいものに変えました。

目立った活動は少ないかもしれませんが、自分

たちにできることを大切に活動してきました。

今では生徒、教職員そして保護者、地域の方々

もＥＳＤに対する意識が高くなったと感じま

す。学校評価アンケートの経年変化をみても

「おおいに満足」が４０～５０％のものが、多

くの項目で７０％前後へと上昇しました。 

(2) 主体的な活動の充実 

推進校としての校内での活動や地域での活動を

通して、世界で起きている課題が決して他人事

はなく、自分たちの身近なことに関連している

という意識の変化が生徒や教職員の主体的な活

動につながっていると感じます。それが持続可

能な社会の創り手の育成につながっていくと考

えます。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 １年生 「総合的な学習の時間」  
 「地域学習」 

 学校図書館や地域のデジタル資料を活用し、栄区を知る
ための情報を収集した。自然、歴史、文化など与えられた
課題から問いをたて、実際にインタビューを行い、その成
果をまとめた。今後のさまざまな学習を通して、さらに「持
続可能な地域」のあり方を探究していってほしい。 
 

２年生「社会科 地理的分野 自然災害」 
 「逃げ地図づくり」 
 学校に隣接するいたち川の水害を想定し、西本郷中から
どこに逃げるのがよいのか「逃げ地図」を作成。国土地理
院のデジタル地形図、栄区役所発行の「栄区避難所マップ
（風水害編）」を参考にした。成果は学級内で共有後、地域

懇談会で発表し、地域の方から机上での検討では足りない
視点やこれまでの水害での経験からのアドバイスをもら
い、地域の一員としての自覚や災害の時に中学生としてで
きることを考える良い機会となった。 
２年生 「総合的な学習の時間」 
 「自然教室の事前学習」 

 長野県飯山市戸狩での自然教室に向け、そこに住む人た
ちの「思い」にふれることをめあてとした。そのために、
「栄区の魅力」について情報を整理しまとめ、戸狩の人に
発信した。 
２年生 「総合的な学習の時間」 
 「会社経営体験プログラム」 

 修学旅行で訪れる沖縄の魅力を伝えるグッズを製作・販
売する活動を通して、楽しみながらキャリア教育を行っ
た。 
各社では社長をはじめ・宣伝・製作・会計などの役割を体
験。顧客を１年生・２年生に想定。自分の得意不得意を改
めて見つめなおす機会となったほか、外部機関との連携で

実施した授業なので、実際の銀行員の方に融資をお願いす
るプレゼンを行うなど普段の学校生活ではできない体験
ができた。 
２年生 「社会科 地理的分野 地域の在り方」 
「持続可能な沖縄のために」 
 地理的分野まとめの単元では、修学旅行の事前学習も

兼ね学校図書館を活用して沖縄でどのような課題がある

のか、少人数班の対話、学校司書さんのレファレンス

や、準備してくださったパスファインダー、文献資料を

もとに問いをたて情報分析を行った。 

横浜市立西本郷中学校 

学校教育目標 

「自ら挨拶、自ら判断、自ら行動、人とのつながりを大切にする思いやりある西本中生」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「コミュニケーション力」「つながる力」「行動する力」「情報活用力」 

計画通り

にフィー

ルドワー

ク中。 

住んでいる場所なの

に、新しい発見。 

地域の方に向けての「逃げ

地図」のプレゼン。 

宿の人からの質問にも答え、交流の時間終了。 

銀行員相手に、

事業計画を説

明。2 回目のプ

レゼンでやっと

融資決定。 

１、２年合

同販売会

は、校庭

で実施。

声かけを

工夫！ 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 
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課題から問いをたて、実際にインタビューを行い、その成
果をまとめた。今後のさまざまな学習を通して、さらに「持
続可能な地域」のあり方を探究していってほしい。 
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 「逃げ地図づくり」 
 学校に隣接するいたち川の水害を想定し、西本郷中から
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視点やこれまでの水害での経験からのアドバイスをもら
い、地域の一員としての自覚や災害の時に中学生としてで
きることを考える良い機会となった。 
２年生 「総合的な学習の時間」 
 「自然教室の事前学習」 

 長野県飯山市戸狩での自然教室に向け、そこに住む人た
ちの「思い」にふれることをめあてとした。そのために、
「栄区の魅力」について情報を整理しまとめ、戸狩の人に
発信した。 
２年生 「総合的な学習の時間」 
 「会社経営体験プログラム」 

 修学旅行で訪れる沖縄の魅力を伝えるグッズを製作・販
売する活動を通して、楽しみながらキャリア教育を行っ
た。 
各社では社長をはじめ・宣伝・製作・会計などの役割を体
験。顧客を１年生・２年生に想定。自分の得意不得意を改
めて見つめなおす機会となったほか、外部機関との連携で

実施した授業なので、実際の銀行員の方に融資をお願いす
るプレゼンを行うなど普段の学校生活ではできない体験
ができた。 
２年生 「社会科 地理的分野 地域の在り方」 
「持続可能な沖縄のために」 
 地理的分野まとめの単元では、修学旅行の事前学習も

兼ね学校図書館を活用して沖縄でどのような課題がある

のか、少人数班の対話、学校司書さんのレファレンス

や、準備してくださったパスファインダー、文献資料を

もとに問いをたて情報分析を行った。 

横浜市立西本郷中学校 

学校教育目標 

「自ら挨拶、自ら判断、自ら行動、人とのつながりを大切にする思いやりある西本中生」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「コミュニケーション力」「つながる力」「行動する力」「情報活用力」 

計画通り

にフィー

ルドワー

ク中。 

住んでいる場所なの

に、新しい発見。 

地域の方に向けての「逃げ

地図」のプレゼン。 

宿の人からの質問にも答え、交流の時間終了。 

銀行員相手に、

事業計画を説

明。2 回目のプ

レゼンでやっと

融資決定。 

１、２年合

同販売会

は、校庭

で実施。

声かけを

工夫！ 

 
２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 委員会活動とＳＤＧｓを関連づける。 

   年度当初に開催される各委員会で、ＳＤＧ

ｓ17の目標と各委員会の年間目標との関連

を考え生徒総会で発表した。今年度はじめ

ての試みで改めてＳＤＧｓ１７の目標を自

分たちの身近な事例ととらえて見直すこと

ができた。委員会の中には、関連がなかな

かみつけられなかったとの意見もあり、Ｓ

ＤＧｓを「環境」問題としてのみとらえて

いる傾向があることもわかった。ＥＳＤ推

進継続校ではあるが、このことは生徒・教

職員双方にみられる。ＳＤＧｓが「環境」

だけでなく「社会」「経済」とも関連してい

るなどの周知が必要であると感じた。 

   委員会活動前期終了時には、アンケー

トを実施し７つの資質・能力達成度を視覚

化した。コミュニケーション力の結果が次

のグラフである。年度末にも実施し変容を

確認したい。 

 

生徒会本部 

  ブロック校で実施する予定だった「横浜こ

ども会議」が、対面からオンラインになっ

た。昨年度の生徒たちからオンラインでと

いう要望が実現した。その際にブロック校

３校同時「あいさつデー」を実施したいと

いう具体的アイディアも子どもたちからあ

がった。いつ実施するか、全校に周知する

ためのポスターはどうするか、児童・生徒

が主体的に話し合いを行うことができた。

小学生からは中学生に来てもらいたいとの

提案もあり、自分たちの考えが実現した達

成感を味わうことができた。生徒会本部で

は来年度に向け、三校同時の「あいさつデ

ー」から栄区小中学校「あいさつデー」に

広げたいとの要望をもつようになった。 

  自分たちにできる身近な活動が地球をか

える一歩になるかもしれない体験として

「緑化運動」「子ども服の回収で難民支援」

「赤い羽根募金」を実施した。地域の現状

を子どもたち自身がとらえ解決するための

活動とするために、教職員側は、子どもの

主体性を辛抱強く待つ姿勢が求められる。 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) ＳＤＧｓではなくＥＳＤという教職員の意

識づけ 

  ＳＤＧｓとＥＳＤの関連やＥＳＤで身につ

けたい資質・能力を学校の教育活動にどの

ように位置づけるか共通理解を図るために

研修を行った。ＥＳＤ

が「ＳＤＧｓを達成す

るための担い手教育」

である認識が教職員間

で広まった。 

(2) 自分たちの行動が何かを変える一歩である 

  学校評価アンケートに８割近くが肯定的回

答を寄せている。学校の教育活動からＳＤ

Ｇｓとの関連を実感していると見てもよい

のではないかと考える。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

●地域や世界の人々と環境を大切にする心

を持ち、進んで社会に貢献する意欲をもつ生

徒を育むため、ＳＤＧｓの視点からの指導に

努めます。 

〇世界に目を向けることで、国際理解・国際

協調の意識をもち、多様性を尊重できる豊か

な心を育む。 

〇自ら課題を見出し、学び続ける姿勢を育成

する。 

〇まちに愛着を持ち、コミュニケーション力

を高める。 

【主な取り組み】 

▽全校 

◎ＪＯＣＡ国際理解教育 

「地球市民講話」 

▽１年生 

◎タカラトミー 

「キャリア教育講話」 

▽２年生 

◎ＪＯＣＡ国際理解教育 

「100 人村ワークショップ」 

▽３年生 

◎総合的な学習の時間 

「地域のＳＤＧｓの取り組み調べ・体験学

習」 

◎英語科 

「ＳＥＰＲＯ ＧＬＯＢＡＬ 国際理解教室」 

 

▽３年生総合的な学習の時間 実践 

 

(1) ＳＤＧｓ概要 

ＳＤＧｓとはいったいどういう取り組みなのか、改め

て知るためにクイズやボードゲームに取り組むこと

で、身近なＳＤＧｓを考え、「自分事」としてとらえた。 

(2) 横浜とＳＤＧｓ 

「横浜」とＳＤＧｓの関係を学んだ。横浜にある企業、

施設、団体などの取り組みを 17 の視点でとらえ、四つ

切画用紙でパネルを作成し、発表した。 

(3) 金沢区と SDGs 

より身近なＳＤＧｓを実感するために、「金沢区」で実

践されている取り組みを体験した。６名の講師の方々

にお世話になった。体験をもとに、自分たちが中学生と

して取り組めることがらを 17 の視点で考え、実践・発

表する。 

 

▽金沢区とＳＤＧｓ 体験先、体験内容 
 
◎株式会社アマンダリ―ナ 
★とうがらしの収穫、畑仕事手伝い、園内見学など  
 
◎アサバアートスクエア 
★アート教室体験、金沢芸術祭出店手伝いなど  
 
◎一般社団法人夢ラジオ 
★金沢シーサイド FM の見学、ラジオ出演など 
 
◎富岡並木ふなだまりｇｉｏｎｂｕｎｅ公園愛護会 
★地域の清掃活動、講話など 
 
◎八景市場 
★ワークショップ（イベントの企画）、講話 
 
◎株式会社ＳｏｌａｒＣｒｅｗ 
★ワークショップ（空き家の運用企画）、講話  
 
 
 

横浜市立西柴中学校 

学校教育目標「「共に学び、たくましく、豊かな心」をもった生徒を育てます。 

       （知・開） （体）  （徳・公） 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「生徒一人ひとりが自他を尊重し、心豊かに向上心を持って学ぶことができる学校」 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1)さまざまな視点でＳＤＧｓの現状を知り、調

べ学習や各種体験学習、発表などを通して地

域の力になれる中学生を育成する取り組み  

生徒の実態として、２年次までにボードゲー

ムや講話などでＳＤＧｓの概要はつかめていた

ものの、取組前のアンケートでは「難しい」「な

にをすればよいのか分からない」「自分たちにで

きることはない」という声が上がった。「ＳＤＧ

ｓ達成の担い手育成」のためには、まずはＳＤ

Ｇｓを身近なものとして捉えることが大切だと

考えた。そのために「地域」に特化した学習課

題を設定した。 

 

（2）各学年の系統的かつ横断的な学習の継続 

 本校ではＳＤＧｓに関係する学習は３年次の

総合的な学習を中心に取り組んでいるが、その

他に１年次から系統的かつ他教科との横断的な

学習を継続している。 

 

 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 子どもたちが主体的に地域の課題解決を目

指す姿 

今年度のＳＤＧｓ学習のまとめとして、学

級・学年発表だけではなく、文化祭での展示や

舞台発表を行った。全校生徒、教職員、保護者

や地域の方々に聞いて（見て）いただくこと

で、学びをより確かなものにすることができ

た。また、発表方法はさまざまで、パネル、ス

ライド発表、ラジオ収録、劇、アート作品制作

など工夫されていた。 

 

 

  

(2) ＳＤＧｓ達成のための意識変化、変容 

  （振り返りシートより抜粋） 

生徒 A 今回の学習を通して、様々なやり方で貢

献できるのだと実感した。より多くの人や企

業・団体が取り組むことができれば、目標の達

成は難しいものではない。 

生徒 B 大きな活動ができなくても、ＳＤＧｓに

ついて広めたり、地域の行事に参加したりする

などで貢献していきたい。 

 
 
 
 
 

 

 

１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 
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を持ち、進んで社会に貢献する意欲をもつ生
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〇世界に目を向けることで、国際理解・国際

協調の意識をもち、多様性を尊重できる豊か

な心を育む。 

〇自ら課題を見出し、学び続ける姿勢を育成

する。 

〇まちに愛着を持ち、コミュニケーション力

を高める。 
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◎ＪＯＣＡ国際理解教育 

「地球市民講話」 
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◎タカラトミー 

「キャリア教育講話」 
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◎ＪＯＣＡ国際理解教育 

「100 人村ワークショップ」 

▽３年生 

◎総合的な学習の時間 

「地域のＳＤＧｓの取り組み調べ・体験学

習」 
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「ＳＥＰＲＯ ＧＬＯＢＡＬ 国際理解教室」 

 

▽３年生総合的な学習の時間 実践 

 

(1) ＳＤＧｓ概要 

ＳＤＧｓとはいったいどういう取り組みなのか、改め

て知るためにクイズやボードゲームに取り組むこと

で、身近なＳＤＧｓを考え、「自分事」としてとらえた。 

(2) 横浜とＳＤＧｓ 

「横浜」とＳＤＧｓの関係を学んだ。横浜にある企業、

施設、団体などの取り組みを 17 の視点でとらえ、四つ

切画用紙でパネルを作成し、発表した。 

(3) 金沢区と SDGs 

より身近なＳＤＧｓを実感するために、「金沢区」で実

践されている取り組みを体験した。６名の講師の方々

にお世話になった。体験をもとに、自分たちが中学生と

して取り組めることがらを 17 の視点で考え、実践・発

表する。 

 

▽金沢区とＳＤＧｓ 体験先、体験内容 
 
◎株式会社アマンダリ―ナ 
★とうがらしの収穫、畑仕事手伝い、園内見学など  
 
◎アサバアートスクエア 
★アート教室体験、金沢芸術祭出店手伝いなど  
 
◎一般社団法人夢ラジオ 
★金沢シーサイド FM の見学、ラジオ出演など 
 
◎富岡並木ふなだまりｇｉｏｎｂｕｎｅ公園愛護会 
★地域の清掃活動、講話など 
 
◎八景市場 
★ワークショップ（イベントの企画）、講話 
 
◎株式会社ＳｏｌａｒＣｒｅｗ 
★ワークショップ（空き家の運用企画）、講話  
 
 
 

横浜市立西柴中学校 

学校教育目標「「共に学び、たくましく、豊かな心」をもった生徒を育てます。 

       （知・開） （体）  （徳・公） 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「生徒一人ひとりが自他を尊重し、心豊かに向上心を持って学ぶことができる学校」 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 全校生徒「総合的な学習の時間」 

ユニクロ・ＧＵ「＂届けよう、服のチカラ＂プロジェクト」、ＹＩＳ

「アメニティ回収プロジェクト」 

昨年度のＥＳＤオンライン交流会において、他校の
取り組みの中で紹介されているのを見て、本牧中学校
でも取り組みたいと生徒会本部役員が企画・準備・運営
を行い、実施した。 
７月にＧＵから講師を招き、Google Classroom を用

いて全校放送で講演会を開いた。回収された服がどの
ように活用されていくのか、講師の解説と動画によっ
て学び、授業の最後のアンケートには、「服のチカラ」
を知った生徒がリサイクルなどＳＤＧｓを意識するよ
うになったこと、動画の中に出てきた「難民」、「UNHCR」
などに関心を向けるようになったことなどが見受けら
れた。 
 ９月からは生徒会本部役員に加えて各種委員会、そ
の他有志の生徒を中心に服の回収とアメニティ回収プ
ロジェクトを同時に行った。ＹＩＳ（「横浜インターナ
ショナルスクール」の生徒からホームレス支援のため
に自宅に眠っているトラベルグッズやホテルのアメニ
ティなどを回収したいと協力を呼びかけられて協賛し
た。 
 １１月にはユニクロ・ＧＵ、ＹＩＳの双方に回収品を
収め、プロジェクトは終了となった。生徒主体となって
行ったことで、他者と協同して物事を行う大変さと、中
学生でも社会のために貢献することができると有用感
を得ることができた。 
 
 
全校生徒  

「創立３０周年記念ペットボトルキャップアート」 

 上記のプロジェクトと同様に、ＥＳＤオンライン交
流会において紹介されていた「アップサイクル」を参考
に、本牧中学校が創立 30 周年を迎える記念を形に残し
たいという思いで生徒会本部役員が主導して作成し
た。 
 全校生徒が無理なく協力できるものを材料にしたい
という思いから、ペットボトルキャップを用いた。デザ
インには本牧中学校の校章にもあるかもめを採用し
て、アップサイクルの象徴としてＳＤＧｓマークにな
るように考えた。 
 ペットボトルキャップの回収や、実際の作成には細
かい作業が多く、時間と人手を要する大規模なプロジ
ェクトとなったが、各種委員会や全校放送の呼びかけ
に快く応じてくれた生徒によって完成することができ
た。 

横浜市立本牧中学校 

学校教育目標「見つめ 認め 高める」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「物事や人を客観的・俯瞰的に把握する能力」「多面的・総合的に考え、つながりを尊重する能力」

「他者と協力し、コミュニケーション力を伸ばし、進んで参加する態度」 

箱は何を

入れるか

分かるよ

うに装飾

した。 

 

 

朝の昇降口で呼びかけました 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 「見つめ」全校生徒一丸となった取り組み 

一昨年からＳＤＧｓに取り組んできた本校で

は、教室を移動する際に電気が付けっぱなしに

なっていると「ＳＤＧｓじゃない」などと生徒

が指摘している場面に遭遇するくらいに日常生

活に浸透してきた。 

反面、ＳＤＧｓとは「中学生には難しいもの」

と考える生徒も多く、より身近なものにするた

めにも、今年度は全校で行える取り組みを取り

入れるように、生徒会本部役員と共に考えた。 

 

(2) 「認め」ＧＵによる出前授業 

「＂届けよう、服のチカラ＂プロジェクト」 

なら家庭内で不要なものを寄付してもらうとい

う取り組みのため、全校生徒が気軽に参加でき

ると考え、実施した。 

 服の回収の前に行われた 

出前授業によって、 

ただ不用品を回収するの 

ではなく、自らの行動で 

社会に寄与することが 

できることを知った。 

 

(3) 「高める」 

様々なプロジェクト達成のために協力し合う 

今まで全校生徒に呼びかけプロジェクトを行う

ことがなかったため、当初は生徒会本部役員７

名だけで主導すれば成功すると考えていた。 

 また、何時に、どこで、どの期間で行うのか

の見通しも当初の計画からは大幅な修正を余儀

なくされた。 

 その際に、年度当初の全校アンケートで「生

徒会本部役員は働きすぎではないか。もう少し

他の各種委員会に頼ってもいいですよ。」と書か

れていたことを思い出し、全校評議会、昼の全

校放送などを活用して協力を呼び掛けたとこ

ろ、多くの生徒の協力を得ることができた。 

 
 
 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 学校評価アンケートから見る成果 

本校では「いじめ」「不登校」「自己有用感の

低さ」をＥＳＤによって解決していきたいと考

え一昨年からＳＤＧｓの推進校として取り組ん

できた。そこで、2019 年（推進校以前）と、

2022 年（今年）の学校評価アンケートにどのよ

うな推移が見られるか検討した。 

2019 年（推進校以前）の学校評価アンケート

は、全校の回答を集計したもので、2022 年（今

年）の学校評価アンケートは各学年のもので、

設問も大意は変わらないものの、若干のニュア

ンスの違いや、ＥＳＤ以外にも生徒に影響を与

えたものは少なからずあり、一概に言えるもの

ではないが、「あてはまる」「ややあてはまる」

を合計した数値が過去を上回るものがあること

が見受けられた。（図１）（図２） 

今後もＥＳＤ推進を意識した取り組みを引き続

き行うことで、本校の教育目標の一助となるよ

う努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

図２ 

図１では、87.2％ 

の生徒が「そう思う」 

「ややそう思う」と 

回答している。 

図２では、 

１年生 86.6％ 

２年生 91％ 

３年生 90.5％ 

の生徒が「あてはま

る」「ややあてはま

る」と回答している。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全学年「特別活動」 
「生徒会コダフルエコプロジェクト」 

 
 昨年度個別支援学級から始まった、不要なビニール
傘をより価値のあるモノにかえる（アップサイクル）活
動が、今年度は生徒会本部を軸として学校・地域・企業
へと広がっていった。具体的には、ファンディング形式
で募金を集め、その返礼品としてビニール傘から作成

したマスクケースやポーチなどを返す取組。集まった
お金は、地域や世界の課題を解決するための団体に寄
付する予定である。地域や京急グループからビニール
傘をいただいたり、地域のケアプラザと連携して縫製
作業を委託したりした。 
 本校では、真面目に落ち着いて学習に取り組むこと

ができる一方で、自ら積極的に学んだり、自分の思いや
考えを表現したりすることに課題がある生徒が多い。
しかし、プロジェクトを実施するにあたって、協力者を
得るために人前で堂々と話す経験はもちろん、「誰に何
を伝えたいのか？」「どう伝えれば本当の気持ちを伝え
られるか？」といった内容や方法を考える機会を多く

もつことができたことは成果の一つである。また、中学
生が考えた一つのプロジェクトを、多くの人たちと共
に体験することで、課題解決に向けて他者とつながる
必要性や充実感を生徒たちは実感できた。 
 
２学年「総合（キャリア教育）」 

「社会へ飛び込め！ときめく♡企業へアプローチ」 
 
 本校は住宅地の学区のため、職場体験として依頼す
る事業所の数や種類には限りがあった。また、コロナ禍
で実施自体が難しい場合もある。そこで、職場体験のあ
り方を見直すことにした。具体的には、生徒が本当に好

きなことや興味のあることを探究する大単元を設定
し、その深める一つの手段として職場体験を位置づけ
た。さらに、体験する事業所の範囲を広げ、体験ではな
く、遠方の企業であっても Google Meet などを利用し
てインタビューすることも良いし、事業所が見つから
ない場合は、学校としての体験日に自分で調査をする

ことも可とした。また、そのなかで企業理念や未来への
関わりといった視点もふまえて企業（好きな分野）を探
究することで、持続可能な社会と企業の関わり、そして
自分の生き方を考えるきっかけにしている。 

横浜市立小田中学校 

学校教育目標 １．個性が発揮できる学校生活（知） 自ら学び、自分らしさを発揮し、生きる喜びを実感できる生徒を育てます。 

           ２．誰もが尊重される学校生活（徳・体） 自らの心と体を健やかに育み、互いの立場を尊重しあえる生徒を育てます。 

             ３．地域とともにつくる学校生活（公・開） 地域との交流を積極的に進め、地域の一員としての自覚を育てます。 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「コミュニケーション力」「課題発見・問題解決力」「持続可能な社会の創造に貢献する力」 

愛をこめて

作成した 
返礼品たち♡ 

京急グループ

さんからいた

だきました 

地域のまちづくりマルシェに出展！ 
どうやったら小さい子たちに楽しく伝え

られるかな～。 

企業研究のテーマ例 

・銀行が提供する金融ゲームの課題とお

金を学べる新たなカードゲームの提案 

・ディズニーの世界観はなぜ人を惹きつ

けるのか？～店員や商品に注目して～ 

・漫画の無断転載から著作者の利益を守

るための取組 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤していること 

(1) 教職員のストレス増加 

(教職員働き方改革アンケートより) 

 職員の衛生委員会を中心とした働き方改革チ

ームがあり、朝の欠席連絡をフォームにした

り、共有フォルダの整理、業務の精選を行った

りしている。昨年度はその成果もあり、教職員

のストレスは R1よりも減ったが、今年度は再び

増えてしまう結果となった。職員の欠員による

業務の穴埋めや新しいことに挑戦することでの

不安や業務量が増えてしまっていることが要因

としてあげられる。特に、エコプロジェクトや

職業体験などの新たな挑戦については、前向き

に取り組めない職員にはストレスがかかってい

る。最上位の目標の意図を丁寧に説明し、方向

性を共有して業務を進めていくことが大切であ

る。 

 

学校評価アンケートから読み取れる課題 

生徒会活動では、エコプロジェクトだけでなく、

炭酸飲料の導入や昼休みの体育館開放など、生徒

にとって身近な内容もあったが、アンケート自体

は例年悪化をたどっている。前年度と同様にアン

ケートを詳しく分析してみると、３年生の肯定的

な意見は横ばいや増加傾向であるが、下級生では

否定的な意見が多くみられている。 

しかし、これについては生徒会本部も認識し

ており、昼のラジオ放送でほかの委員会や一般

生徒を巻き込んで全校に生徒会活動を発信して

いく活動が始まったばかりである。また、教員

についてもＥＳＤ推進教諭が中心であった。し

かし、若手の教員を中心として新たなアイデア

を出したり、実際に活動に参加したりする動き

が出てきたところである。次年度はより一層

「多くの人を巻き込み、主体的に活動してい

く」ことを意識していく。 

 

生徒会や委員会などの活動に関心をもち、積極的に

取り組んでいる 

 

 

引き出すことができた価値 

(1) 学校の当たり前を問い直す雰囲気 

ＥＳＤを推進していくためには、今までの教育

活動を問い直していくことが求められる。日々

目の前の業務に追われる中であっても、「例年通

り」を良しとせず、子どもたちのためになって

いるか？手段が目的化していないか？そのよう

に問える雰囲気が増していることがアンケート

の結果にも表れている。 

 

エコプロジェクトの中心を担う生徒の発言 

 エコプロジェクトによってさまざまな人と関

わり、発信する機会が増えたことにより、生徒

会本部の生徒が本音をぶつけ合う場面もあった

が、活動を続けるなかで、プロジェクトの楽し

さや充実感から「最後までこの活動をやり遂げ

たい」「こんなに楽しいものをもっとみんなに広

げたい」と生徒会本部役員選挙に現職が全員立

候補し、自分の言葉で想いを語る場面があり、

成長を感じられた。次年度は、質的な高まりや

アンケートの量的な部分で成果を可視化し、よ

り良いＥＳＤ推進を行っていきたい。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 

中学２年生 「総合的な活動の時間」「気候変動」 

１時間目 2100 年の日本の天気夏・冬 

２時間目 EXIT の未来を本気で考えるⅡ 

３時間目 牛のゲップ、大豆ミート体験 

４～５時間目「気候変動から世界を守れ！」 

６～８時間目 アクションプランづくり 

昨年度のテーマであった「食品ロス」の問題がもたら
す影響の一つとして今年度は「気候変動」をテーマにＳ
ＤＧｓ達成の担い手としての活動を行った。まずは、「気
候変動」についての知識を身につけるために、映像資料
を活用して学習に取り組んだ。４～５時間目では日本科
学未来館によって作製された「気候変動から世界を守
れ！」のワークショップを行った。生徒たちは各国の代
表として国連会議に参加し、自分の国だけでなく、世界
全体を守るために何をしなければいけないかについて
実践的に考え、意見交換を行った。教室の中で５か国だ
けの話し合いであったが、それでも意見をまとめるのは
難しく、世界全体で同じ方向性を出していくことは難し
いと感じる生徒が多くいた。今回の学習のまとめとし
て、班ごとにアクションプランポスター制作を行った。
それぞれが日常生活の中でできる取り組みをポスター
にし、呼びかけを行った。また、今回の作品をＳＤＧｓ
全国子どもポスターコンクールに応募した。 
 
中学２年生 「総合的な活動の時間」「キャリア学習」 
 ２学期はキャリア教育として、職場インタビュー・キ
ッザニアでの職場体験を行った。また、現役高校生で法
人団体の理事を務める卒業生に「進路」について講演を
してもらった。２学年までのキャリア教育の総括とし
て、Google スライドを活用して、プレゼンテーションを
行った。それぞれが自分の考えとして、まとめ、他者に
伝えるよい機会となった。 
 
中学３年生 「総合的な活動の時間・英語」「気候変動」 
 総合的な活動の時間で「気候変動」について知る時間
として３時間映像学習等を行った。そこから「気候変動」
に対するアクションプランを考える活動へつなげ、個々
にアクションプランポスターを制作した。その後、英語
の教科書に記載されている環境問題のテーマと関連付
け、ポスターを活用したショートスピーチを行った。２
月にはギリシャと気候変動についてのオンライン会議
を実施予定である。英語を活用し、各国の取り組みや考
え方を討論する。 

横浜市立中川西中学校 

学校教育目標「自立と貢献」「健康と思いやり」「対話と融和」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「問題解決能力」「自己理解と他者理解」「コミュニケーション力」 

キャリア学習のまとめをプレゼン！

それぞれの「夢・未来」に向けて今

の課題についても考えました 

英語でアクショ

ンプラン作り 

今できるア

クションプ

ランとして

ポスターを

制作 

ワークショ

ップでは自

分たちの考

えを討論し

ました。 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) アンケートを実施し、生徒の変容を可視化 

  昨年度から、総合的な学習の取り組みの変

容を可視化するために、全校で４月と３月に

アンケート調査を実施している。昨年度の末

には「学習を通して食品ロスに対する考え方

が変化した」と８０％以上の生徒が回答し

た。今年度の初めに行われたアンケートでは

「気候変動を知っているか」について６０％

の生徒が「わからない」と回答した。４月に

実施することで、

どのような授業に

していくかについ

て方向性を検討す

ることができた。 

 

（２）ＩＣＴを活用し、個別最適化され、創造

性を育む教育 

これからの Socity5.0 時代の中で、個別に最適

で効果的な学びや支援が必要となる。今までは各

学習の取り組みとして、紙媒体で行われることが

多かったが、プロジェクト型学習を行うことで、

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の「問題解

決能力」「自己理解と他者理解」「コミュニケーシ

ョン力」を育むことができるようになってきた。

また、ディスレクシア傾向の生徒などもデジタル

機器を使用することで、まとめ学習などを平易化

するこができた。「誰一人取り残さない」という視

点においてもデジタル機器を使った授業は有効

的である。ただし、教職員の共通理解や端末の有

効的な活用の仕方については今後もまだまだ課

題が残る。生徒だけでなく、教職員全体も時代の

流れに合わせ、予測不

能な未来を生きる子ど

もたちのための教育の

実現化を図らなければ

ならないと感じる。 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 生徒たちがＳＤＧｓや環境問題に対して、

主体的な態度を養うことができる教育活動 

 学校全体で月に２回、ＳＤＧｓに関する新聞

記事を読むことで、どのような問題が起きてい

るかを知ることができた。また、それらを解決

するために自分たちに何ができるかを考えるこ

とができた。全体で取り組むことにより、生徒

会やボランティア同好会の活動において、生徒

が主体となってＳＤＧｓ達成のために活動する

姿が多く見られるようになった。 

 

(2) オンラインを利用することで、新しい考え

方を身につけ、国際理解につなげる活動 

  昨年度、カンボジアの子どもたちの未来を

サポートしている学生団体とオンライン交流

を行った。参加した生徒たちは世界の貧富の

差の現状を痛感し、今後の活動に向けて考え

ることができた。参加した１人の生徒はこの

交流で学んだこと、考えたことを国際平和ス

ピーチで発表し、横浜市長賞を受賞し、ピー

スメッセンジャーとして、今年の１０月にＮ

Ｙで会議を行った。オンラインを活用するこ

とで、様々な活動や働きを行っている人々と

つながることができ、生徒たちがより新しい

知識を得ることができる機会となっている。

生徒たちが幅広い視野を持てるような取り組

みを今後も行っていきたい。 

 

(3) 横断的な授業づくり 

問題解決型・参加型体験を通し、個々の生徒

に適した生きる力の育成に努めた。各学年で

「主体的・対話的で深い学び」である調べ学習

やグループ討論などの手段を各教科で用いて学

習する機会を設けた。総合的な時間に学んだ

「気候変動」については、さらに家庭科や英語

科で発展させ、身近な問題から世界へと視野を

広げることができたと感じている。 
国際交流に向けて英語で学校紹介 VTR を

作製。編集もすべて生徒が行いました。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 個別支援学級「国語」「すきなものなあに」 

 自分の好きなものについて、一人ひとりが様々な表

現方法で発表会を行った。発表会を通して、友だちの好

きなものや得意なことを知ることで、少しずつ他者意

識が芽生えた。普段の生活の中で互いを意識すること

が増え、挨拶を交わしたり困っている友達を手伝った

りする姿が見られるようになった。 

３年生「総合的な学習の時間」「カラフル大豆大作戦」 

「大豆」を通して、食物の命の大切さを知り、調べ学

習をする中で大豆の力（栄養）のすごさに気付いた。給

食で大豆料理の残食が多いことに注目し、みんなに大

豆を好きになってもらうために、自分なりに考え、友達

と交流し、食の大切さや有難さをどのように伝えてい

くのかを考えた。一人では解決できない課題に対して

も、仲間と思いを伝え合い、協力しながら取り組むこと

で解決につながっていくよさを感じた。 

５年生「総合的な学習の時間」 

「いのち魂 ～守ろうよ 命の重み 感じ隊～」 

「いのち」をテーマに教科学習とつなげて、妊婦体験
や赤ちゃんふれあい体験、助産師や保健師、動物愛護セ
ンターの職員の方などに取材を行い、身近な命やそれ
を支える人々について様々な角度から考える活動を行
った。また一年間を通して、米作りを行い、農協の方か
らも話を聞き、食の面からも命について考えてきた。
「いのち」や「生きること」がかけがえのないものであ
ることに気付き、自分自身や周りの人を大切にしよう
とする態度や考え方を身に付けた。 
６年生「総合的な学習の時間」 
「一人ひとりの行動で世界が変わる！」 
身近な地域から広い世界に目を向けることで様々な

「違い」に気付き、その違いをなくすために今の自分た
ちにできることを考えて活動してきた。ＳＤＧｓの６
つの目標を中心に相沢の地域や世界の問題について調
べ学習をしてきた。障がい者スポーツ体験や大学生と
のオンライン交流（アンコンシャス バイアスについ
て）、地域のスーパーでの見学（フェアトレードについ
て）によって自分たちの今のものの見方を認識し、今後
の自分たちの生き方について考えることができた。 

横浜市立相沢小学校 

学校教育目標「学びあい 認めあい 支えあい 夢をはぐくむ あいざわっ子」 

【知】自ら考え 学び続ける子を育てます 【徳】自分も 周りの人も 大切にする子を育てます 

【体】進んで 健康的な生活をする子を育てます【公】自分の役割を考えて 行動する子を育てます 

【開】目標に向って ねばり強く取り組む子を育てます 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

 本校の教育課程全体を通じて教科等横断的に育成を目指す「資質・能力」に関連させて、各ブロッ

クで育成したい資質・能力の見直しを行った。「人・もの・こと」とのつながりから相手意識をもち、

自己の考えを伸長し、未来へはばたくことができる児童の育成を目指している。 

低学年・個別支援学級 他者と協力する力   中学年 コミュニケーションを行う力 

高学年 多面的・総合的に考える力 

みんなの好きなものが 
分かってよかったです。 

大豆がとれたよ！ 
どんな料理が 
できるのかな？ 

農家の仕事って

大変だな…。 

赤ちゃん、思ったよ

りも重たいね。優し

く抱かないと。 

個別 

３年 

５年 

６年 

ボッチャを体験。あい

ざわっ子発表会で、保

護者や全校の人にも体

験してもらいました。 

今の自分にできるこ

とって、何だろう？ 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 本校に適したＥＳＤ部会の運営の仕組み、年

間の活動計画の見直し 

 校内に「ＥＳＤ部会」を設置して２年目を迎

えた。昨年度は発足した初年度で、どのように

取組をしていったらよいかが分からず、教職員

への周知も不十分に終わった。この反省を生か

して、今年度は部会の在り方を見直し、年間を

通してＥＳＤが推進できるような活動を考え

た。ＥＳＤ情報交換会で得たことを部会内で共

有し、その中で本校に合った取組を考え実践し

た。その結果、部会を中心に少しずつＥＳＤが

教職員へ伝わってきているが、取組を行ってい

るよさがあまり実感できず、負担感がある。重

点研推進委員会や学力向上委員会など他の部会

とも連携しながら、目指す資質・能力を明確に

し、年間を通して行う取組を計画的に実施して

いけるようにしていく。 

 

(2) アンケート調査を通した子どもたちの実態

把握や変容の見取り 

 前期・後期に、児童に対してＥＳＤの「構成

概念」「資質・能力」に関するアンケート調査を

実施。アンケートを行ったことで、子どもたち

が今どんなことに興味・関心があり、どのよう

なことを大切にしているのかなどの実態を把握

することができた。アンケートの結果をもと

に、各学年の活動の計画をした。ブロックごと

に設定した「ＥＳＤを通して育成したい資質・

能力」と関連させて、総合的な学習の時間を中

心に活動した。今年度は、アンケートで児童の

実態把握までしか行えなかったので、次年度は

児童へフィードバックし、教師だけでなく児童

自身が自分の考えの変容に気付けるようにして

いく必要がある。 

 

 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) ＥＳＤカレンダーを活用した年間指導計画の

見直し、実践 

年度初めに部会で、学校教育目標と教育課程全

体を通して教科等横断的に育成を目指す資質・能

力と照らし合わせ、各ブロックのＥＳＤを通して

育成したい資質・能力を決定した。その資質・能

力をもとに４月に研修を行い、各学年のＥＳＤカ

レンダーの見直しを実施。各教科・領域でどのよ

うな活動ができそうかを具体的に話し合い、年間

を通しての活動のイメージをもつことができた。

学期末にはブロックごとに振り返りをし、成果と

課題を共有した。今年度初めての取組だったため、

教職員主体の振り返りになってしまった。次年度

は、活動と児

童の様子・変

容とを関連付

けて、振り返

りを行ってい

けるよう改善

していく。 

 

(2) ＳＤＧｓに関連付けた委員会活動の取組 

ＳＤＧｓに関連付けた教科・領域の指導を継続

して行っていくうちに、自然と子どもたちもＳＤ

Ｇｓへの関心が高まった。その結果、委員会活動

でもＳＤＧｓに関する取組を行うようになってき

た。運営委員会では、「誰にとっても居心地のよ

い学校とはどんな学校か」を考え、活動した。そ

の中で「みんなにスマイルを届けようプロジェク

ト」を計画し、全学年が当番制であいさつ運動を

行った。プロジェ

クトを通して、

様々な学年と関わ

り、自分から声を

かけようとする姿

が見られた。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 ３年生（学級） 「総合的な学習の時間」 
「３－１植物プロジェクト」 
学年の畑の雑草が伸びていて、誰も手入れしていな

いことを知った。すると、自分たちで植物を育て、学校
のみんなに見てもらったり、食べてもらったりしたい
という思いが芽生えた。育てていく中で、網を張ること
や水やりの頻度など植物の成長を見据え、計画を立て
る姿が見られた。また、どんな植物を育てたいか、畑に
建てる看板をどのようなデザインにするかなど、積極
的に関わり意見交換をしていた。限りある植物の命を
枯らさないように、これからも大事に育てていこうと
している。 
 
３年生（学年） 「社会」 
「かわる道具とくらし」 
地域の方が昔の道具を保存されていることを知り、

学校に持ってきてもらい、実際に子どもたちが触れら
れる機会を設けることにした。炒った大豆を石臼で挽
く体験や水汲みポンプを使い洗濯板で洗う体験した。
昔の生活の道具に触れた子どもたちは、水汲みポンプ
やかまどを一人ですべてを扱うことは大変だと感じ、
家族同士が協力し合って家事をしていたと気付き、体
験を通して多面的に考えることができた。 
 
６年生 「総合的な学習の時間」 
「旭活性化委員会」 
１２１年目の新たな門出にと、より元気で明るい学

校を目指したいという思いを抱き、学校を活性化させ
る取り組みが始まった。まずは、鶴見西口活性化委員会
の事務局長さんの話を伺った。活性化の心得を学び、鶴
見西口活性化の企画に参画することで学校の活性化に
生かせるヒントを探した。実際に、バルーンアートや絵
の展示、お祭りに携わった。人を集め、人と繋がり、新
たな繋がりをつくることが活性化につながると実感し
た。 
 
ＳＤＧｓ委員会「ＳＤＧｓを学校に広めよう」 
 今年度発足した委員会で、「旭っ子のみんなにＳＤＧ
ｓを広めよう」をテーマに活動をした。校内に自分たち
ができるＳＤＧｓを示したポスターを貼ったり、図書
館にＳＤＧｓコーナーを作ったりした。また、低学年と
ＳＤＧｓすごろくを行った。全校に巻き芯集めを呼び
かけた「巻き芯プロジェクト」も行った。今は、自分た
ちが安心できる場（憩いの場）を作ろうとビオトープを
復活させる計画が進行中である。全校を巻き込みなが
ら活動が広まりつつある。 

横浜市立旭小学校 

学校教育目標 あかるく さわやか ひとみきらきら あさひっこ 

～思いをもつ力 やりぬく力 関わる力～ 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「思いをもつ力」「やりぬく力」「関わる力」 

おおきく

な～れ 

今と違

って大

変だな 

バルーンアートの

やり方を知る 

今年度スタートしたＳＤＧｓ委員会 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 前期にＥＳＤ研修を取り入れる 

今年度ＥＳＤ推進校として２年目を迎えたが、

教職員の中では、ＥＳＤを理解することが難し

いとう意見もあったため、夏に研修会を開い

た。教育活動自体がＥＳＤにつながっているこ

とを示した。今年度は学年暦にもＥＳＤの視点

を入れていこうとしたが、まだ導入過程であ

る。 

(2)委員会活動をＥＳＤと関連付けた取り組み  

ＳＤＧｓ委員会では、

現在封鎖されている場

を憩いの場として復活

させる取り組みを行っ

た。ビオトープアドバ

イザーの方に講師として来ていただきビオトー

プの意味や大切さについて知った。ビオトープ

があることで生物と人がつながっていることを

知ることができた。生物にとって住みよい場は

人にとっても心地のよい場となると考えた。ま

た、自分たちで設計図を描き、全校の憩いの場

となるように計画を進めている。 

 

(3) 委員会に取り組んだことによる児童の変容 

今年度からＳＤＧｓ委員

会が発足した。自分たち自

身でどのように委員会とし

て活動するかを一から考え

た。児童の思いを基に活動

する委員会となった。また、アンケートをとっ

た結果、委員会に入る前までにＳＤＧｓのこと

を知っていた児童は、９０％以上いたが、委員

会に取り組み、講師の話を聞いたり、自分たち

で考えて全校に広めたりする活動を通して、よ

り深く考えるきっかけとなったと回答した児童

多かった。さらに、「委員会は意味があるものだ

ったか」という質問では、「とても思う」と「思

う」と回答した児童を合わせると１００％とな

っており、委員会に対して前向きな考えをもっ

ていることが分かった。一方で、委員会は意味

があるものだと感じてはいるが、自分たちの活

動が全校に広まっていないと感じている児童

が、約３０％いる。これは、ＳＤＧｓのことを

意識して行動している児童が少ないといことや

学校内で話題に上がることが少ないと考えたか

らだ。活動に見合った成果が得られていないと

感じているのではないかと考えられる。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 教職員アンケートによって見えてきたこと 

ＥＳＤの能力・態度が児童に身に付いてきて

いるかのアンケートを行った。「コミュニケーシ

ョンを図る力」や「他者と協力する力」は身に

付いてきていると考えている教員は多い。様々

な課題を乗り越えるために他者と関わっていく

児童が増えたことは、成果だと考える。一方

で、「批判的に考える力」や「つながりを尊重す

る力」が弱いと考えている教員が半数以上い

る。これは学校の課題として共有してこれらの

力を身に付けるための授業づくりを行う必要が

あると考える。 

(2) 学校評価から見えてきたこと 

今年度、学校評価アン

ケートに初めて「地球環

境に関わることを子ども

が意識して行動する教育

活動を行っているか」という質問を行った。

半数近くの保護者が、その意識を高めるため

に教育を行っていると答えていただいたが、

他の項目と比べて、分からないと答えている

割合も多かった。外部への発信の仕方を考え

る必要性を感じた。 

(3)子どもたちが学ぶ意義を実感できる教育活動 

今年度の重点研究会では、学校目標の３つの力

を達成するための手立てを考えている。教師が

ＥＳＤの視点を意識した授業を行うことで、子

どもが自ら考え、主体的に学習したいという思

いをもつことができるのではないかと考える。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

学校教育目標とＥＳＤを通して 
育成したい資質・能力とのつながり 

 

・自ら問題を解決しようとする、実践力のあ

る子ども 

・知識・技能の基本を習得し、健康な体をつ

くる子ども 

・地域等の人とのつながりやものを大切にす

る子ども 

・社会の変化に関心をもつ子ども 

 

 

〇教職員向け ESD 研修会 

 東京都市大学環境学部教授 

 佐藤真久教授による研修会の実施 

〇重点研究における授業の充実 

  学級経営の充実・問題解決的な学習の充

実・子ども同士の対話を大切にした授業・言

語活動の充実 

〇学校図書館の機能の拡充 

 学校図書館を「読書センター」「学習・情報 

センター」として学年・教科の横断的活用を 

重要視している。子どもたちはもちろん、教 

職員にとっても重要な情報が集まる「情報発 

信基地」として、ＳＤＧｓに関することを多 

角的多面的に発信している。 

〇ＡＩロボット「ＬＯＶＯＴ」の導入 

子どもたちの人権的な心を育む入り口と 

して、学校図書館にＡＩロボット「ＬＯＶＯ

Ｔ」を常設し、プログラミング教室の実施を

はじめ、授業などでも積極的に活用してい

る。 

〇シトラスリボンプロジェクトの導入 

 「学校・家庭・地域の輪」を大切にするコ 

ンセプトを導入・展開している。 

ＥＳＤ推進校となり２年目の取組（一部紹介） 
６年生「総合的な学習の時間」 

パラリンピックアイスホッケーの日本代表だった上
原大祐選手との出会いを通して、ＳＤＧｓを意識した
取り組みに挑み、思いを表現した。 
１組～ＰＯＷＥＲ・大ちゃん先生と一緒に 

最高のパフォーマンスを作ろう～ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２組～できないできないなんてない 

可能性は無限大ステージ～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５年生「社会・総合的な学習の時間」 
～わたしたちがつなげる南っ子の Inspire the Next～ 

本牧のまちに根付く中小企業との連携によるＥＳＤ
推進に着手し、世界に開かれた横浜港に隣接する本牧
のまちから子どもたちが未来につなぐ主体的・対話的
な学びを開始した。 

横浜市立本牧南小学校 

学校教育目標「元気いっぱい・やさしさいっぱい・何でもチャレンジ南っ子」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

   「互いのよさを生かし、思いや考えを生き生きと表現する子」 

 

 

 

 

  

 
２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 対話的学びを重視 

昨年度からＥＳＤ推進校になったことで、

新学習指導要領で示された「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けて、本校では特に

「対話的学び」の重要性を深く受け止め、ど

う日々の授業の中で展開していくかという課

題を明確にした。 

(2) 授業の成立要件と授業の目的の明確化  

 

 

 

 

 

 

 

 

（峰 勉「子どもに惚れる:今、教師の感性を問う」2001 年） 

今年度重視し試行錯誤して取り組んだの

は、「子ども同士の対話の充実」である。その

ために、教材との出会わせ方や学習展開を積

極的に考え実践した。授業中の発言や振り返

りを重視し、その子のよりよい成長を促し、

対話に重視した取り組みに力を注いだ。その

ためにＩＣＴ機器の活用は非常に有効である

ことを実感している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 国語科・社会科を中心としたＳＤＧｓ関連

付けカリキュラムマネジメントの活用と精

査 

  

 

 

 

 

 

 

 令和 2年度より作成し活用しているものを

さらにブラッシュアップし、日々の授業の中

で１年生から６年生に対して、自分たちの未

来を見据えたＥＳＤを意識した授業展開をし

ている。 

(4)情報発信基地としての学校図書館の充実 

  ＡＩ搭載の「ＬＯＶＯＴ」やシトラスリボ

ンプロジェクトのコンセプト推進とＥＳＤと

の関連をさらに強化し、全校での対話を重視

した心を育む人権的な取り組みや、ＩＣＴ機

器を活用した学校司書による授業支援の充実

を図った。 

 

 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1)子ども一人ひとりが自分や仲間のもっている

考えの良さを学習場面に応じて生かし、自己

評価・相互評価しながら、さらにその力を高

めていくこと。 

(2)思いや考えをもち、その実現に向けて意志あ

る学習活動を展開し、自らの見方・考え方を

表現したり、拡大進化させたりすること。 

  

自分たちの地域を愛し、周りの人の存在を受け

入れ共生する大切さを実感し、そして世界に開

かれた横浜の未来を担うことができる考えを深

めていく価値を日常的に引き出している。 

教師 

子ども 教材 

子ども 

自分（過去） 

自分（未来） 

  

ICT 機器を活用した子どもたちのふりかえり 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 対話的学びを重視 

昨年度からＥＳＤ推進校になったことで、

新学習指導要領で示された「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けて、本校では特に

「対話的学び」の重要性を深く受け止め、ど

う日々の授業の中で展開していくかという課

題を明確にした。 

(2) 授業の成立要件と授業の目的の明確化  

 

 

 

 

 

 

 

 

（峰 勉「子どもに惚れる:今、教師の感性を問う」2001 年） 

今年度重視し試行錯誤して取り組んだの

は、「子ども同士の対話の充実」である。その

ために、教材との出会わせ方や学習展開を積

極的に考え実践した。授業中の発言や振り返

りを重視し、その子のよりよい成長を促し、

対話に重視した取り組みに力を注いだ。その

ためにＩＣＴ機器の活用は非常に有効である

ことを実感している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 国語科・社会科を中心としたＳＤＧｓ関連

付けカリキュラムマネジメントの活用と精

査 

  

 

 

 

 

 

 

 令和 2年度より作成し活用しているものを

さらにブラッシュアップし、日々の授業の中

で１年生から６年生に対して、自分たちの未

来を見据えたＥＳＤを意識した授業展開をし

ている。 

(4)情報発信基地としての学校図書館の充実 

  ＡＩ搭載の「ＬＯＶＯＴ」やシトラスリボ

ンプロジェクトのコンセプト推進とＥＳＤと

の関連をさらに強化し、全校での対話を重視

した心を育む人権的な取り組みや、ＩＣＴ機

器を活用した学校司書による授業支援の充実

を図った。 

 

 

 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1)子ども一人ひとりが自分や仲間のもっている

考えの良さを学習場面に応じて生かし、自己

評価・相互評価しながら、さらにその力を高

めていくこと。 

(2)思いや考えをもち、その実現に向けて意志あ

る学習活動を展開し、自らの見方・考え方を

表現したり、拡大進化させたりすること。 

  

自分たちの地域を愛し、周りの人の存在を受け

入れ共生する大切さを実感し、そして世界に開

かれた横浜の未来を担うことができる考えを深

めていく価値を日常的に引き出している。 

教師 

子ども 教材 

子ども 

自分（過去） 

自分（未来） 

  

ICT 機器を活用した子どもたちのふりかえり 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

６年生 「総合的な学習の時間」 
「地域を共に創るひまわり学習」（過去年度の実
践を含む） 

 ６年生では、「ＳＤＧｓ」のゴールを軸に、クラ

スごとに活動をした。「Think globally, Act 

locally」の考えで活動を計画すると、どのクラス

も地域とつながった活動になった。 

【取組①】地域のゴミ拾い活動 

 地域のゴミ拾い活動をしたクラスは、自分たち

で町を歩くことから始め、「自分たちのまちをき

れいにしたい。」という問題意識をもつことで、進

んで活動することができた。 

 

 陸のゴミが、川を経由して海へ流れつくことか

ら、海の豊かさを守るためにも、活動期間中は毎

週のようにゴミ拾いへと出かけた。自分たちだけ

での活動に限界を感じると、地域の方とともに清

掃活動に取り組みたいと考え、自治会長と連絡を

とり、合同の清掃活動を行うことができた。 

さらに、この活動が自分たちの卒業後も持続し
ていくものになるようにと、他学年と合同のゴミ 
拾い大会も行い、下学年の児童とも価値を共有す
る姿が見られた。 

【取組②】地域カルタづくり 

 地域カルタを作製したクラスは、ＳＤＧｓ「⑪ 

 
 
 
住み続けられるまちづくりを」と「地域カルタ」
とを結びつけ、町の魅力の再発見をテーマに活動
した。より多くのまちの「よさ」を見つけるにあ
たり、どのように情報収集したらよいかを考え、
学年全員と、保護者へアンケートをとることにし
た。活動が広がることへの大きな期待を感じてい
た。 

 
読み札から完成させ、その後絵札の写真の撮影

に出かけた。撮影の中で、出かけた先の公園で遊

んだり、神社でお参りしたりと、子ども達も体験

的にまちのよさを再認識することができた。 

 

「地域カルタ」づくりは、自分たちのまちを再

度見つめ直すよい機会となり、意欲的に活動して

いた。完成したカルタは、卒業制作品として６年

生児童に渡すとともに、各教室、自治会にも配付

することができた。 

横浜市立飯島小学校 

学校教育目標「生きるよろこび 学ぶ楽しさ のびのび 飯島っ子」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「自ら課題を見つけ追究し続ける子」 

〇自分の思いや気づき、考えを表現し合い、学びを広げ＆つなげ＆深める授業をつくる。 

「共に学び合える子」 

〇一人一人が自己有用感をもち、学校や地域の一員として、楽しく安全に生活できるようにする。 

「学校や地域の一員であることを自覚し、すすんで行動する子」 

〇人やまちとのかかわりを大切にし、地域や社会のために自ら実践する力を育てる。 

〇学校外における様々な交流や体験的な活動を積み重ね、豊かなコミュニケーション能力を培う。 

２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 「ＳＤＧｓを知ること」から始める 

 ＥＳＤ＝ＳＤＧｓではないが、持続可能な開

発のための教育のためには、やはりＳＤＧｓを

子どもたちが知ることから始める必要があると

思い、職員室前にＳＤＧｓコーナーを設けた。

１７のゴールを知るとともに、自分たちにでき

ることがあることを知ることで、日々の生活の

中で自分にできることをすることの価値を知ら

せた。 

  

(2) 日々の授業の中に位置付ける 

 持続可能な社会づくりのための課題解決に必

要な「７つの能力・態度」を、日々の授業の中

で育成することを意識して授業づくりに取り組

んだ。特に、コミュニケーションを行う力の育

成に重点的に取り組み、国語科の重点研でも対

話により学びを広げたり深めたりする場面を位

置付けてきた。 

 

５年の国語「グラフや表を用いて書こう」で

は、意見文の根拠となるグラフや表について、

その説得力の有無について話し合う中で、意見 

文を読む視点の一つに「その資料は、適切

か？」（批判的考察）を与えることで、「そのグ

ラフはいつ作られたの？」「どこのデータな

の？」と、批判的に考える姿も見られた。

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 一年間の活動→持続可能な活動 

先に述べたゴミ拾い活動もそうだが、それぞ

れの学級の活動が、単発で終わるのでなく、引

き継がれたり、継続されたりするようになって

きた。子どもの意識の中にも「持続可能」が根

付き、活動のゴールを、年度の終わりではな

く、もっと先に設定しようとする姿が見られる

ようになってきた。また、卒業してからも小学

校に足を運び、里山の整備を行う子供も見られ

た。 

 

(2) 働き方も「持続可能」に 

「持続可能な働き方」をテーマに、仕事内容

の精選を行ってきた。当たり前のように毎週

出してきた「学級だより」を、「本当に必要な

のか？」と見直したり、それぞれの職員が所

有する教材データを一括管理したりと、一つ

ひとつの変化は小さいかもしれないが、着実

に働きやすい職場環境作りを進めている。 

(3）教科等横断的に育成を目指す「資質・能

力」との関連を図る 

  まだ検討段階ではあるが、ＥＳＤを通して

育成したい資質・能力を、教科等横断的に育

成を目指す「資質・能力」と関連させること

で、日々の授業実践を通して育成をしていこ

うとする動きが生まれてきている。 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 「ＳＤＧｓを知ること」から始める 

 ＥＳＤ＝ＳＤＧｓではないが、持続可能な開

発のための教育のためには、やはりＳＤＧｓを

子どもたちが知ることから始める必要があると

思い、職員室前にＳＤＧｓコーナーを設けた。

１７のゴールを知るとともに、自分たちにでき

ることがあることを知ることで、日々の生活の

中で自分にできることをすることの価値を知ら

せた。 

  

(2) 日々の授業の中に位置付ける 

 持続可能な社会づくりのための課題解決に必

要な「７つの能力・態度」を、日々の授業の中

で育成することを意識して授業づくりに取り組

んだ。特に、コミュニケーションを行う力の育

成に重点的に取り組み、国語科の重点研でも対

話により学びを広げたり深めたりする場面を位

置付けてきた。 

 

５年の国語「グラフや表を用いて書こう」で

は、意見文の根拠となるグラフや表について、

その説得力の有無について話し合う中で、意見 

文を読む視点の一つに「その資料は、適切

か？」（批判的考察）を与えることで、「そのグ

ラフはいつ作られたの？」「どこのデータな

の？」と、批判的に考える姿も見られた。

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) 一年間の活動→持続可能な活動 

先に述べたゴミ拾い活動もそうだが、それぞ

れの学級の活動が、単発で終わるのでなく、引

き継がれたり、継続されたりするようになって

きた。子どもの意識の中にも「持続可能」が根

付き、活動のゴールを、年度の終わりではな

く、もっと先に設定しようとする姿が見られる

ようになってきた。また、卒業してからも小学

校に足を運び、里山の整備を行う子供も見られ

た。 

 

(2) 働き方も「持続可能」に 

「持続可能な働き方」をテーマに、仕事内容

の精選を行ってきた。当たり前のように毎週

出してきた「学級だより」を、「本当に必要な

のか？」と見直したり、それぞれの職員が所

有する教材データを一括管理したりと、一つ

ひとつの変化は小さいかもしれないが、着実

に働きやすい職場環境作りを進めている。 

(3）教科等横断的に育成を目指す「資質・能

力」との関連を図る 

  まだ検討段階ではあるが、ＥＳＤを通して

育成したい資質・能力を、教科等横断的に育

成を目指す「資質・能力」と関連させること

で、日々の授業実践を通して育成をしていこ

うとする動きが生まれてきている。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

「えかたりーべ」さんによる地域の民話の紙芝

居を上演しました。 

地域協働本部と一緒に行った植樹の会。 

地域の農家と一緒に畑で野菜を育てています。 

絶滅危惧種のメダカを飼育しています。 

 

地域協働本部につないでいただいて、企業での

研修を行い、事後発表会を行った。 

図書委員会 
 図書委員会での具体的な取組として、ＳＤＧｓ関連
図書の購入と、展示、推薦ポップの作成がある。昨年度
は、啓発動画も作成し、全校で視聴した。今年度はさら
に、地域の団体「えかたりーべ」と連携し、地域の民話
の紙芝居を上演していただいた。持続可能なまちづく
りと、地域の伝統文化の継承という視点である。 
 
 
 
環境保健委員会 
 地域学校協働本部と連携して、校内の緑化に日々努
めてきた。今年度は、植樹の会を行い、大勢の参加者で、
樹木を植えた。日常的に、緑化活動も行っている。生涯
に渡って、緑と土に親しむ心と、まちづくりの心を醸
成している。 
 他の学校との交流から学んで、使用済みの使い捨て
カイロの回収も始めた。 
 
個別支援学級 
 地域の農家と連携して、農作物の栽培を行っている。
農業専業地域でもあり、地域の農家と協働することで、
陸の豊かさを実感し、自らのキャリア学習にもつなが
っている。 
 絶滅危惧種である、横浜めだかを飼育し、命の大切さ
を学びながら、環境問題について考えている。 
 
 
職業体験学習 
 ２年生の職場体験学習が実施できない中で、大企業
の研修センターを活用して、職業体験学習を実施した。
その中で、ＳＤＧｓの視点をもって職業について学ぶ
取組をした。 
 １年生は、地域協働本部と連携して「夢・応援プロジ
ェクト」を実施している。その中に、ソーラーカー体験、
離乳食づくり、ドローン操縦体験を取り入れて、ＳＤＧ
ｓに関連して職業について考える取組をした。 

横浜市立新井中学校 

学校教育目標「自立・共生・学び合い」 

 〇自分のよさを知り、なりたい自分を見つけます。(知)                 

 〇相手のよさを認め、励まし合い、地域と共に生きる人を育てます。(徳・公）    

 〇命の大切さを知り、持続可能な社会を共に創る心と体を育てます。(体・公）    

 〇思いやりのある、親切な行いを実践し、社会に貢献できる人を育てます。（開）   

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「共に生きる力」「想像する力」「実践する力」 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 授業における意識づけ 

学校の教育活動の根幹である授業において、Ｓ

ＤＧｓの内容に関わる学びがどれくらい展開さ

れているか、それが横断的につながっているか

を日々検証している。総合的な学習の時間での

展開やキャリア教育とのつながりも確認するこ

とができた。 

 

(2) 地域学校協働本部との連携 

 新井中学校では、昨年度より引き続き、地域 

と共に学ぶＥＳＤを掲げていて、多くの学びの 

場を協働で提供している。地域の人たちが、立 

ち寄りたくなるような場として学校づくりをす 

ることで、持続可能な街づくりにつなげたいと 

考えている。 

 

(3) 生徒会専門委員会の活動 

 専門員会での活動は、非常に活発で、他の中 

学校との交流会を通じて学んだことも、実践に 

移そうと企画しているところである。昨年度よ 

り「地域」と「緑化」をテーマに取り組んでき 

たが、地球温暖化防止や水の大切さへの取組も 

はじまってきた。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) アンケートの実施による意識づけと価値の 

確認（７月と１２月に、全く同じ内容のアンケート調査 

を実施した。） 

＜教職員＞ 

授業の中で具体的に SDGs を取り上げているか。

77%→84.2% 

日常生活でＳＤＧｓを意識しているか？ 

かなりそう思う 22.2%→10.5% 

そう思う 61.1%→63.2% 

あまりそう思わない 16.7%→21.1% 

全くそう思わない 0％→5.1% 

 

＜生徒＞ 

ＳＤＧｓを授業で学んだという意識 

66.1%→89% 

ＳＤＧｓを行事、学級、委員会、部活動などで

学んだという意識 

51.6→75.8% 

日常生活でＳＤＧｓを意識しているか？ 

かなりそう思う 6.3%→12.1% 

そう思う 47.4%→57.7% 

あまりそう思わない 38%→26.9% 

全くそう思わない 8.3％→3.3% 

 

生徒の結果は、全ての項目で向上が見られ 

る。価値教育としてのＥＳＤが効果を示してい

ると考えられる。また、教師も生徒も、授業の

中で、ＳＤＧｓを扱っているという問いに対し

て、学習指導要領の改訂も関連して、かなり意

識が向上していると考えられる。一方、教師

は、学べば学ぶほど自己評価が厳しくなる傾向

があると思われ、自分の日常での意識について

は、数値が下がっている。 

 

(2) キャリア教育（自分づくり、進路選択）と

の関連～生徒（１年生）の具体的な言葉～ 

ソーラーカー体験 
ソーラーカーがめっちゃ楽しかった。ＳＤＧ

ｓに関しての事をよく知ってからリサイクル

の大事を知った。ソーラーパネルがめっちゃ

すごい！ 

ドローン体験     
本格的な物を操作できてとても楽しかった。 

ドローンの操作ができるだけで職業選択の幅が

とても広がると思うので、今日習ったことを忘

れないようにしたいです。  

離乳⾷体験 
じっさいに離乳食を作って食べて見てけっこ

うつぶがなかったので上手にできました。来てく

ださった人の話も仕事以外にも赤ちゃんが生ま

れたときにも役立つので良かったです。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

  

横浜市立南希望が丘中学校 

学校教育目標 

 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

健康に生きていくために「衣・食」について理解し、自分の課題に気付き、日頃の生活の仕方を見直す活

動を通して、主として次のような資質・能力を育成する。 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

①意思決定したことを実践し続けて

いくために必要な行動の仕方 

②自己の課題を見いだし、解決方

法を見通し考え、話し合う力 

③将来にわたって自他の健康で安全

な生活を送ろうとする態度 

 

 

学校教育目標  ～挑戦・発信・錬磨～ 

○主体的に考え、伝える力と課題を解決する力を高める。【知】 

○人を思いやり、自分や周りを大切にする心を育てる。【徳】 

○様々なふれあいを通し、豊かな心と体を鍛える。【体・開】 

○社会の一員として、広い視野に立ったものの見方や考え方を身に付ける。【公・開】 

育成を目指す資質・能力 

〇自己肯定感・協働・挑戦する気持ち (「学びに向かう力、人間性等」) 

〇課題解決力・発信力・コミュニケーション力(「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」) 

 

 
 
 

  

ユニクロ服のチカラ 
プロジェクトの講演会 

活動準備 活動中（服の回収） 

自己の生活課題を見つめ直すきっかけ 改善するための行動の意思決定・実践 

6 月 

7 月 

7 月～11 月 

9 月 

9 月 
10 月 

WFP 講演会 WFP 講演会 レッドカップ販売 

 
今年度はハママーク・Nanki 
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２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(1) 自己の「衣・食」の課題の改善に向けて、理解

を深めること 

最初に目指す資質・能力は「① 意思決定したこと

を実践し続けていくために必要な行動の仕方」です。 

【知識・技能】として「 学んだことを理解し、「衣・食」

に関して持続可能な知識を身に付けている。」姿とし

てこどもたちはワークシートを記入しながら、「衣・食」

は人間の生命維持や健康及び生活と密接な関わり

があり、重要な役割があることを理解できるように、問

いかけ、支援しました。 

 (2) 自己の生活課題を見つけるようにする 

次の目指す資質・能力は「②自己の課題を見いだ

し、解決方法を見通し考え、話し合う力」です。 

【思考・判断・表現】の「世界の実情をしり、自分の生

活や行動にについて振り返り、課題に気づき、解決

方法を見通している。」姿として、一人ひとりが考えら

れるよう、学級の中で共有の報告の場を設けました。

また、世界の人々と今の自分とワークシートを記入

し、子どもが課題に気づき、解決方法を見通せるよう

に支援しました。 

(3)生活改善に向け、生活場面を振り返り、自らの

問題と捉えることができるようにすること 

実践場面での目指す資質・能力に「③将来にわた

って自他の健康で安全な生活を送ろうとする態度」が

あり、【主体的な態度】として子どもたちが「意思決定

したことに向けて、継続的に取り組もうとしている。」姿

に、継続的に取組むことができるよう、ガン教育や理

科の授業でのアルコールパッチテストなど普段の授

業内でも取組をし、見守ったり声を掛けたりしました。

声かけにより、動機づけにつながる支援をしました。 

 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

(1) どうして私たちは服を着るのだろう？命を守

るとはどういうことだろう？人としての尊厳を

守るというのはどういうことだろう？服を本当

に必要としている人々とは？というような話を

ＤＶＤ視聴しながら、実際に私たちはなにがで

きるだろうということで、グループごとに話し

合い、そして服を必要としている子どもたちに

一枚でも多くの服を届けるために、ユニクロと

協力して服を集めることの意味を学びました。 

(2)ＷＦＰ講演を聞いた後に書いた感想の中の、印

象に残った言葉はという質問に、『日本の食品ロ

スは国連ＷＦＰが支援しているものの約 1.4倍

ということ。私たちの周りでは、あまり貧困と

いう言葉はなじみのない言葉です。だからこん

なにロスが大きくなってしまっているのではな

いかと思います。』や『子どもの腕がペットボト

ルのキャップからゴルフボールくらいの腕の太

さだということが印象に残った。』『他の地域

（貧困の地域）は学校に行く理由が給食を食べ

ることと自分たちとは目的が全く違うこと。』な

どがありました。 

最後に、今現在、子どもたちがデザインをし

たエコバック作成している真っ只中です。 

まだまだ、挑戦し続けます！！ 

 

  
↑アルコールパッチテスト ↑ガン教育講演 

↑ＳＤＧｓすごろく（総合） 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 

 

 

 

            

   

 

２年生 「生活科」 
「ぐんぐんそだて おいしいにじいろやさい」 

子ども達が自分たちの手で継続的に植物を栽培する
活動を通して、おいしい野菜を大切に食べたいという
思いをもち、植物に親しみがもてるようにした。また、
毎日の食への興味、関心を高め、食べ物を大切にした
り、自分が食べられる量を残さずに食べたりする意識
を育てることを目指した。 

 野菜の育て方について、国語、道徳、学級活動（２）
などでの横断的な学習を進め、ムービーを作るという
活動を設けた。地域の「グリーン支援隊」や栄養職員な
ど人とのかかわりを深めつつ、学校案内や運動会で、ペ
アで活動してきた１年生に見せたいとの思いから、相
手意識を明確にもちながら活動を持続することができ

た。ムービー鑑賞会では、自分の野菜への思いをペアに
伝えるとともに、１年生に分かりやすいように工夫し
ながら、積極的にコミュニケーションを図ることがで
きた。 
４年生 「総合的な学習の時間」 
「小野ファームプロジェクト」 

お世話になった小野ファームは、生産、加工、販売を
この地域で行っている。子ども達には生産、加工、販売
のそれぞれの過程を整理して調べたり、一連の生産活
動を通してのよさを分析したりして多面的に捉えてほ
しいと考えた。小野ファームの牛舎の見学では、大きな
牛を目の当たりにして、ここから牛乳が産出されるこ

とが分かりおどろいていた。 
この牛乳からできた横濱アイス工房のアイスクリー

ムを給食に出してもらおう、とプレゼンの演習を行っ
た。このプレゼンを成功させ、今後の学習につながるよ
うにしたい。 
６年生 「総合的な学習の時間」 

「片品村盛り上げ隊」 
 本校は、以前より修学旅行で片品村・日光へ行ってい
るが、最初は片品村について詳しく知っている児童は
ほとんどいない。そこで、事前学習を通して、所在地は
もとより、村の人口や特産物・自然などの特徴について
調べた。すると、たくさんの魅力的がある場所であるに

も関わらず、村の人口が昔よりだいぶ減っていたり、住
人の高齢化や若手の労働力不足が問題になっていたり
することに気付いた。 
そこで、まずは、次に片品村へ行く５年生に、自分た

ちが片品村で実際に過ごして実感したたくさんの魅力
を伝えることを目標に活動を始めた。来年、５年生が修

学旅行に行った時に楽しめる魅力ビンゴの内容を工夫
して作り、ぜひ多くの魅力が伝わればと願って渡した。 

横浜市立豊田小学校 

学校教育目標「豊かにかかわり、じっくり考える キラッと☆かがやく豊田っ子」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「問題を発見する力」「試行錯誤する能力」「協働的に行動する姿勢」「好奇心」 

「他者を理解する態度・自己を理解する姿勢」「伝え合うことで自分の考えを深化させる力」 

１年生に見せたいな。 
教えてあげたいな。 

ペアの１年生に 
教えに行こう！ 

ほうれん草 
を育てるぞ。 

牛って大き

いな。ここ

で牛乳が搾

られている

んだな。 

給食のデザート

に小野ファーム

のアイスを！ 
プレゼンを工夫

して伝えよう。 

片品村に行って感

じた魅力をじっく

りと振り返って 

どんなビンゴにしようかな♪ 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

まちの伝統・文化や自然環境を大切にする力 

 

 

 

１年生 生活科「サツマイモの栽培」 
地域の農家の方の指導で、さつまいもの苗植えから 

草取り、収穫を通して、土と親しみ、地域の方とのコミ
ュニケーションを図る。自分の住むまちを知る。 
 
２年生 生活科「野菜を育てよう」 
地域の方のご指導の下、夏野菜栽培、土づくりから、

苗の植え付け、水やりや収穫を行うことで、地域の農業
について知り、主体的に活動する姿勢を養う。 
冬野菜栽培に向け、土づくりを再度行うことから始め 

種まき、間引き、育成及び収穫を行うことで、野菜作り
の知識を深め、農家の方の思いを知る。 
 

３年生 総合的な学習の時間 
    「梨の栽培」「梨の不思議大作戦」 
    「脱穀体験」 
地域の方のご指導の下、学校の周りにある梨の栽培に

目を向け、受粉から摘果、袋かけ、収穫までの過程を知
るとともに、農家の方の梨栽培のご苦労をお聞きし、疑
問や課題を見つけ出し、調べて発表する力を高める。 
 
４年生 総合的な学習の時間 
    「まちの良さを発見しよう」 
地域の方にインタビューし、まちの歴史を知り、自分

が住むまちの良さについて理解を深める。 
 
５年生 総合的な学習の時間 
    「稲作～種籾から稲刈りまで」 
地域の方のご指導の下、良好な種籾を選定する塩水選

から行い、自分たちで稲の苗を育て、その過程について
まとめて発表する。全校で行う、田植え、稲刈りの中心
となって、次年度の稲作につなげる。 
 
６年生 総合的な学習の時間 
    「稲作」 
前年度中心となって行った稲作について、下の学年に

指導するとともに、地域の方への感謝の気持ちを持つ。 
  
 

横浜市立鉄小学校 

学校教育目標「人とかかわり 創り出す 笑顔あふれる 鉄小」 

～まちにふれ、土に親しみ、人から学び、ともにのびゆく鉄の子～ 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「まちの伝統・文化や自然環境を大切にし、自らできることに取り組もうとする姿勢」 

「人とのコミュニケーションを通して、相手の文化や考え方を理解・尊重し、行動しようとする力」 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 

 

 

 

 

 

 

   【１学年環境学習】 

 

 

 

 

 

 

  【１学年福祉体験学習】 

 

 

 

 

 

 

 

【２学年平和学習】 

 

 

 

 

 

 

 

【２学年職場体験学習】 

「共生 ～仲間とともに高め合える人～」のという学
校教育目標から 

〇気づき、考える力 
〇先を見据えて行動する力 
〇発信する力・伝え合う力 
という育成したい資質・能力を設定した。 
それを、「総合的な学習の時間」を核として、道徳や特
別活動、各教科との関連性を重視しながら、問題解決

的・体験的学習に取り組み、持続可能な社会に向けて、
問題解決能力やコミュニケーション能力を育成するこ
とを目指した活動を行っている。 
 
○総合的な学習の時間 
【１学年】 

目標 環境や福祉の目標に視点を置き、身近な
ＳＤＧｓの取組を知ることで、課題を自
分事と捉え、将来自分はどのように目標
達成に貢献できるかを考えることがで
きるようにする。 

具体 環境学習 
福祉体験学習 
人権作文・国際平和スピーチコンテスト 

 
【２学年】 

目標 人権や平和、経済や産業の目標に視点を
置き、働くことの意義や持続可能な経済
成長が実現できる社会に向けて自分が
できる取組を考えたり、職場体験を通し
て感じたこと自分の進路選択に生かし
たりすることができるようにする。 

具体 平和学習/校外学習 
職業講話/職場体験学習 
人権作文・国際平和スピーチコンテスト 

 
【３学年】 

目標 誰もが安全・安心に暮らせるまち、伝統
や文化の継承の目標に視点を置き、修学
旅行や調べ学習を通して学んだことを
積極的に発信できるようにする。 

具体 修学旅行 

進路学習 
人権作文・国際平和スピーチコンテスト 

 
 

横浜市立並木中学校 

学校教育目標「共生 ～仲間とともに高め合える人～」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

  道徳や特別活動、各教科との関連性を重視しながら、問題解決的・体験的学習に取り組み、持続

可能な社会に向けて、問題解決能力やコミュニケーション能力を育成することを目指す。 
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２ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって

引き出すことができた価値 

【環境学習の振り返り】 

「『ＳＤＧｓ』とはなにか理解していましたか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これまでの中学校での学習を通して、ＳＤＧｓ

への理解は深まりましたか」 

 

 

 

 
 

 

 本校は２年前からＳＤＧｓに関連付けた

学習を始めた。今回は、１年生の取組にフ

ォーカスをして、環境学習後に「ＳＤＧｓ

への理解・説明」、「学習を通しての考え」の

変容をみるために Chromebook を活用して

学年全員にアンケートを実施した。その結

果から、小学校で学んできたＳＤＧｓへの

理解が生徒の意識の中では深まっているよ

うに感じる。生徒たち自身に「行動宣言」と

いう形で、自分に何ができるのかを考えさ

せた。学習直後は、行動を起こそうとする

姿勢が見受けられた。今後、後期の福祉体

験学習後にアンケートを実施し、こちらが

求めている身につけさせたい力と生徒の実

際の乖離を縮めていきたい。 

今後３年間でどのような学びができ、そ

こから生徒がどんな価値が得られるのかを

見ていきたい。 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

 

全校生徒 「生徒会活動」 

「フードドライブ活動」 

生徒会本部と福祉厚生委員会が中心となりフード

ドライブ活動の宣伝と運営を行った。この活動を通

じて、ＳＤＧｓであげられている世界の課題を自分

のこととして捉え、他者と協同しながら解決に向け

ての手立てを考え、実行していく力を育成していく。 

※フードドライブ 

食品ロスを減らす取組。家庭で余っている食品を回

収し、子ども食堂や貧困家庭へ配布する。 

【宣伝活動】 

地域と全校生徒に向けてのチラシ作りをしたり、

ポスターを作成し校内に掲示したりした。またお昼

の放送にてフードロスに関する劇を行い、旭区のフ

ードロス問題の現状やフードドライブ活動とは何か

について全校生徒に伝えた。 

【当日】 

当日は、生徒会本部の生徒と福祉厚生委員会の生

徒が協力し回収作業を行った。 

地域の方々もたくさん参加してくださり、合計 66

キロになる手付かずの食品が集まった。 

 

 

 

 

 

↑当日の様子      ↑集まった食品 

２ ＥＳＤの価値を引き出すために 

試行錯誤したこと 

(１)フードロス問題と自分たちの関係性について

の理解を深めるための出前授業 

 活動の前に、なぜこの活動を行うのか、自分たち

とフードロスの間にはどのような関係があるのか

を知るために、旭区資源循環局による出前授業を行

った。自分たちの住む町のフードロス問題について

実際に働いている人から学ぶことで、より問題を自

分事としてとらえることができているように感じ

た。 

(２)他の委員会との協同運営 

ポスターの作成依頼や当日の活動運営を福祉厚

生委員会と生徒会本部で協同して行った。 

この協同を通して、フードドライブ活動において

も、自分たちだけで活動を完結させるのではなく、

他の団体と協同する視点を持つことができるよう

になったと感じた。 

３ 学校全体でＥＳＤを取り組むことによって 

引き出すことができた価値 

上記したように、問題を自分事としてとらえる

力、活動を通して他者と協同して課題に取り組む

力を育むことができた。まだ活動の途中であり、

年明けにある第 2回フードドライブ活動に向けて

さらに活動を広げていくことで、課題解決能力の

さらなる育成が期待できそうである。 

 

横浜市立希望が丘中学校 

学校教育目標「 人を愛し、人に愛されながら、夢や目標をかなえるために」 

➀ 考えを形成し、伝え合うなかで集団の考えを深化・発展させる能力を身につける 【知】 

➁ 他者の考えや思いを受け止めて聴き、寄り添う態度を身につける 【徳】 

➂ 安全で健康的な生活を営むために、基本的な生活習慣を身につける 【体】  

➃ 決まりを理解し、集団のなかで、協働・協調する姿勢を身につける 【公】  

➄自身の意思を決定し、意図的・計画的に表現する実践力を身につける 【開】 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

「課題解決能力」「仲間と協同する力」「世界の問題や課題に目を向ける力」 
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１ ＥＳＤを通して育成したい資質・能力の具体 

未来像を予測して計画を立てる力 

ロイロスクールノートを使いながら、クラス

で協議する様子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラスで取り組む目標を実現していくため

の個人目標として行動宣言文を作成。 

 

つながりを尊重する態度 

  

 

 

 

７年生 「総合的な学習の時間」「国語」 
 

ＳＤＧｓ行動宣言文を考えよう 
〇総合的な学習の時間 
日本ユニセフ協会のサイトでＳＤＧｓ「世界を変え

るための１７の目標」を確認。その中からクラスで取り
組む目標を選んだ。その際、候補にあがった目標につい
て、シンキングツール（ＫＷＬ）を使いながら情報を整

理し、自分たちのクラスで取り組む目標を選んだ。 
〇国語 
 クラスで選んだ目標について、目標の内容やその問
題点、自分にできることをまとめたレポートを書いた。
書き上がったレポートを生徒どうしで読み合い、質疑
応答を行った。それらの活動を踏まえ、今後の生活の中

で各自がＳＤＧｓを実現していくための行動指針を
「行動宣言文」にまとめた。 
 
他地域の中学校との交流学習 
自分と他者とが時間と場を共有しながら互いに学び

合い、つながり合う課題解決学習を、三浦市立三崎中学

校との交流学習にて行う。三崎中学校に交流学習を依
頼したのは、林や森の多い地域に暮らす本校生徒と、海
と共に生きる三崎中の生徒とが、互いに多様な立場の
人々とのつながりを実感しながら学習を進めることを
ねらいとしたためである。 
交流学習のテーマは、「海、陸、ジェンダー、教育、

貧困、住み続けられる街づくり、温暖化、国際、平和」
の９つに設定した。それぞれの学校で、ひと班にひとつ
ずつテーマを割り当て、同じテーマを学習する班どう
しが交流しながら学習を進める。 
最初の交流ではＭｅｅｔを使用。回線を９つ用意し、

それぞれの班が同時に交流する。お互いの学校につい

てと自己紹介、今後調べていく内容を共有する。ここで
お互いが出し合った疑問を生かしながら、今後の学習
を進めていく。 

 
来年度の自然教室で合同発表会 
 今後については、本校では学年としての取組目標を

「海の豊かさを守ろう」に絞り３年間の学習を進めて
いくこととした。来年度に関しては、本校が実施する自
然教室の中で、本校生徒が三崎中学校を訪問し、お互い
が学んだ内容についてポスターセッションを行う合同
発表会を実施する予定である。 

横浜市立義務教育学校緑園学園 

学校教育目標「真のグローバル人材に  自主 協働 創造」 

ＥＳＤを通して育成したい資質・能力 

・未来像を予測して計画を立てる力 

・他者と協力して課題解決しようとする態度 ・つながりを尊重する態度 

三崎中学校との交流学習を通して育成 
・Ｍｅｅｔの活用 
・自然教室での訪問 
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協働型プログラム評価による ESD スクール・マネジメント実践に関する

調査研究報告書 ver.４（総括編） 
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令和 年度

達成の担い手育成（ ）推進事業：教育（学習）効果の評価・普及

横浜市教育委員会 推進コンソーシアム

協働型プログラム評価による スクール・マネジメント実践に関する調査研究

報告書 （総括編）

米原 あき 東洋大学／インド工科大学

本報告書は、みなとみらい本町小学校編『ESD BOOK feat.MM 2019-21』を「実践編」とする二部

構成になっています。本編の実践事例の詳細は、「実践編」をご参照ください。なお、みなとみら

い本町小学校編『ESD BOOK feat.MM』シリーズは、当該小学校 HPにて公開されています。 

（https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/minatomiraihoncho/index.cfm/1,0,73,212,html） 
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１．はじめに――本報告書の目的とこれまでの概容

本報告書は、文部科学省『 達成の担い手育成（ ）推進事業』におけるカテゴリー（３）『教
育（学習）効果の評価と普及』（受託者：横浜市教育委員会 推進コンソーシアム）の一部として実施
されている、評価に関する調査研究事業『協働型プログラム評価による スクール・マネジメント実
践に関する調査研究』の成果をまとめたものである。上記の事業および調査研究は令和元年度から開始さ
れており、今年度で 年目を迎えることとなる。本報告書は、これまでの 年間を振り返り、俯瞰する
ための「総括編」という位置づけで作成されている。
本調査研究は、 のような、多様で動態的な教育活動の評価を検討する際に、従来型の実績評価の

考え方を適用しようとすること自体に無理があるのではないか――換言すれば、従来型の評価の枠組を
乗り越えて、異なるパラダイムで評価を捉え直す必要があるのではないか――という問題意識のもとに
計画された。この問題意識を具体的なアクション・リサーチにつなぐ方法として「協働型プログラム評
価」という考え方を導入し、参加型の形成評価によって、 の理念をスクール・マネジメントやカリ
キュラム・マネジメントに活用するという試みに取り組んでいる。
このアプローチのもとでは、児童個人の学習評価でも学校評価でもなく、 という取り組み＝プロ

グラムの総体的な評価が行われている。この評価活動の目的は、児童の達成度を総括評価・相対評価する
ことや、学校のパフォーマンスを管理・監督することではなく、１ ある具体的な理念や教育目標のもと
にスクール・マネジメントおよびカリキュラム・マネジメントを行うための道具を提供することと、２
学校が取り組む プログラムを包括的に計画し、改善するための情報を提供することにある。また、
（３）このような評価活動を通して、その学校が によって実現したいと願う価値を関係者と共有で
きるよう可視化することを目指すものである。本研究は、「評価（ ）」という言葉の原義、すな
わち「価値を引き出すこと（ ）」こそが評価活動の本質的な機能であるという考え方に立脚
している。
初年度の調査研究では、まず、協働型プログラム評価を 評価に適用するにあたっての理論的な検

討を行った。そして、その理論枠組みに基づき、本研究のモデル校である横浜市立みなとみらい本町小学
校 小正和彦校長 （以下、 本町小学校）の実践を報告した。続く 年目の報告書では、 本町
小学校における取り組みがどのように進展したのかを考察した。具体的には、一年目に実施された取り組
みのサイクルが、どのようにして第 周目のサイクルに架橋されていくのかを検討すると同時に、その
実践を支える ロジックモデルが学校現場でどのように受容あるいは批判されているのかを調査し報
告した。昨年度 年目の報告書では、ＭＭ本町小学校の協働型プログラム評価が、学校の塀を越えて展
開してく動態に注目した。この挑戦は、期せずして、 が「社会に開かれた教育課程」の実現可能性
を高めることを実証することにもなった。そして 年目となる今年度は、学級ごとのロジックモデルの
応用や、 ロジックモデル策定の児童の参加など、これまでの取り組みを一層深めるような「深展」
が見られた。本報告書では、これまでの取り組みを振り返り俯瞰しながら（図１参照）、従来の学校評価・
教育評価とは異なる、より協働的で創造的な評価パラダイムの要点と課題を抽出したい。
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図１ 年間の取り組みの概容（筆者作成）

本報告書の構成は以下のとおりである。まず次節（第 節）にて、改めて 評価の理論枠組みを概
観し、より協働的で創造的な評価のアプローチとそのようなアプローチの重要性を再確認する。第 節
では、 評価・マネジメントのサイクルを有機的に回すための工夫として、実践現場から生まれた知
見を紹介する。最終節となる第 節では、これまでの総括として、協働型プログラム評価による ス
クール・マネジメントの手法を、 本町小学校以外の学校や文脈に拡張・応用する際のポイントを整
理する。なお、本報告書は随所においてこれまでの報告書の内容を引用している。これらについては逐一
引用元を示していないが、下記「参考」にこれまでの報告書の目次を掲示するので、詳細については該当
年次の報告書を参照されたい。
図 にも示されている通り、この取り組みの特徴は、毎年の「積み上げ」にある。毎年の具体的な活動

の成果、そしてそれらに伴う評価調査・分析の結果は、 本町小学校編『 』に示さ
れている。『 』は、学校現場の先生方による の内部評価報告書として充実した情
報を公開しているのみならず、様々な 活動の実践事例集としても注目に値する質を備えていること
を特筆しておく。本報告書と併せて参照されたい。
なお、本報告書の内容は、筆者個人の責任によって執筆されたものであり、横浜市教育委員会及びＭＭ

本町小学校の立場や考え方を表明するものではない。

年度：導入

「協働型プログラム評
価」の導入

・理論枠組みの紹介

・ ロジックモデル
と評価指標の策定

・評価指標に基づくデ
ータの収集と評価分析
（

参照）

年度：進展

「協働型プログラム評
価」 サイクル 周
目への進展

・ロジックモデルの批判
的検討と改善

・評価指標に基づくデ
ータの収集と評価分析
（

参照）

年度：展開

「協働型プログラム評
価」の学校外への展開

・学校運営協議会にお
けるロジックモデル・ワ
ークショップ

・評価指標に基づくデ
ータの収集と評価分析
（

参照）

年度：深展

「協働型プログラム評
価」学級・児童への深展

・学級単位で児童との
協働によるロジックモ
デル策定

・評価指標に基づくデ
ータの収集と評価分析
（

参照）
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参考： これまでの報告書目次

■ 年度報告書目次

１． はじめに――本調査研究の目的

２．評価観の転換―― 評価を考える視点

３．協働型プログラム評価とは

５． 横浜市みなとみらい本町小学校における スクール・マネジメント
（１）【 】ニーズ評価・セオリー評価――“自分たちの”ロジックモデルづくり

（２）【 → 】プロセス評価・アウトカム評価――指標に基づくデータ収集と分析結果

（３）【 】改善に向けてのアクション――『研究のあゆみ』と全体研修による具体的改善

６． 今後の展望――教育委員会を中心とした「協働システム」と現場の当事者性

資料 ロジックモデル

資料 アンケート調査票 低学年用

資料 アンケート調査票 中高学年用

■ 年度報告書目次

１． はじめに――本報告書の目的

２． 横浜市みなとみらい本町小学校における スクール・マネジメント
（１）これまでの取り組みと成果

（２）「アクション 」から「プラン 」へ

（３）重点研「しなやか部会」の活動

（４） ロジックモデルは有用か？―― 本町小学校教員へのアンケート調査より

① に対する懸念

② 作成上の難しさ

③ 現実の活用への難しさ

３．今後の展望――不確実時代のレジリエントな学校へ

資料 ロジックモデル

資料 アンケート調査票 低学年用

資料 アンケート調査票 中高学年用

■ 年度報告書目次

１．はじめに――本報告書の目的

２．横浜市みなとみらい本町小学校における スクール・マネジメント
（１）これまでの取り組みと成果

（２）「社会に開かれた教育課程」の実現にむけて

（３）「協働（ ）」とは

（４）実践：学校運営協議会におけるロジックモデル・ワーク

① 実践の概要

② ワークの目的と運営上の留意点

③ ワークの成果

④ 「協働」の前提条件

３．今後の展望――「情報交換の場」から「多様な教育機会の共創の場」へ

資料 年度版ロジックモデル

資料 アンケート調査票 児童用

資料 保護者 教職員アンケート調査結果

２． における協働型プログラム評価の意義：協働的で創造的な評価の必要性

の評価について考えるとき、 が含まれるゴール に注目すると、従来の評価観との本質
的な違いが端的に表れている。ゴール は以下のように記されている。

年までに、持続可能な開発と持続可能なライフスタイル、人権、ジェンダー平等、平和と非暴力の文化、
グローバル市民、および文化的多様性と文化が持続可能な開発にもたらす貢献の理解などの教育を通じて、すべ
ての学習者が持続可能な開発を推進するための知識とスキルを獲得するようにする。
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また、この目標を評価するための指標として、以下のような指標が提案されている。

ジェンダー平等および人権を含む、 地球市民教育、及び 持続可能な開発のための教育が、（ ）各国の教育
政策、 カリキュラム、 教師の教育、及び 児童・生徒・学生の達成度評価に関して、全ての教育段階に
おいて主流化されているレベル

の前身である の教育目標は、「初等教育の完全普及」であり、その評価指標は「就学率」
と「識字率」であった。上記の の評価指標と、就学率や識字率との間には、特に次の二点にお
いて、本質的な違いある。
まずひとつには、指標が一意に定義できないという点である。就学率や識字率は、計算上の定義（実就

学者数 就学年齢人口など）を一意に定めることができた。それ故に学校間や地域間、あるいは国と国の
間で数値の高低を比較することも可能であった。これに対して、 が教育政策やカリキュラムにどれ
くらい浸透しているか、という問いに答えるためには、まず、その国・その地域・その学校において、ど
のような教育活動を とするのか、それをどのように政策やカリキュラムに位置づけるのか、といっ
た点から再考する必要が生じる。加えて、それらの意味合いは、国ごと・地域ごと・学校ごとに多様であ
る可能性が高い。すなわち、一意に定められた指標で単純に優劣を比較できるものではない、ということ
である。
もうひとつの本質的な相違は、客観的なゴールが想定できないという点である。就学率や識字率のゴー

ルが「 」であることは明白であり、この点において合意を得るための議論が必要になることは、一
般的にはないといえるだろう。これに対して、 がどの程度カリキュラムや教師教育に主流化されて
いるべきか、何をもってどのように の学習達成度を測るのかといった点については、より踏み込ん
だ議論が求められると同時に、その議論には多様な価値観の調整が必要になることが予想される。
客観的な指標が立てがたい、また、どのようなゴールに向かうべきかを合意する手続きが必要になると

いう点において、 の評価には、従来の評価とは本質的に異なるアプローチが求められる。客観的な
共通指標のもとにその達成度を測るという従来型の評価のアプローチでは、 の本質的な評価はなし
えないということである。したがって、 の評価には、総括評価からより形成的な評価への転換が必
要となる。同時に、「どのような教育活動を とするのか」「それをどのようにカリキュラムに位置づ
けるのか」そして「どのようなゴールを目指して教育活動を行うのか」という問いは、カリキュラム・マ
ネジメント、より広範にはスクール・マネジメントの議論と切り離すことができない問いである。したが
って、より本質的な の評価は、必然体にカリキュラム・マネジメントやスクール・マネジメントと
深くリンクすることになる。
ここでは、マネジメント的な要素を多分に含む評価の手法として、協働型プログラム評価を導入した。

協働型プログラム評価は、ある取り組みの開発や改善に資することを目的とした形成的な評価の手法で、
「協働型（ ）」という形容詞が指すとおり、評価専門家が中心となって行う外部評価ではな
く、評価者と当事者が協働で行う参加型評価の一種である。特に、多様な関係者―― の実践でいえ
ば、教師、保護者、学習者、地域の関係者、教育専門家など――がともに（ ）新たな価値を生み出す
（ ）ことを目指すアプローチとして、「社会に開かれた プログラム」の開発・改善に適し
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た手法であると言えよう。
協働型プログラム評価では、議論や協働の機会と場を大切にしながら、当事者自身の問題意識とアイデ

アで を再定義し、ゴールを設定し、それを評価するためのツール（評価指標や評価調査計画など）
を開発し、評価活動をすすめる。これを独立した評価活動として新たに学校の現場に導入するのではな
く、カリキュラム・マネジメント、スクール・マネジメントの一環として実装することにより、一般的に
「評価疲れ」と呼ばれるような、現場の負担を増やさないように努めるというのも、協働型プログラム評
価の特徴のひとつである。

： プログラム評価とは

プログラム評価は、 年代のアメリカで考案され、普及した評価の考え方である（ ；山谷他

）。取り組みの成果が予想し難い、教育や保健医療などの社会的介入プログラムを評価するための方法として考え出さ

れた。プロセスにおける変化やダイナミクスに適応するため、 サイクルの「 」を評価の段階ととらえる「点の評価」とは

異なり、「 」の段階から活動の流れに沿って並走する「線の評価」である（米原 ）。

プログラム評価には、以下の つの評価段階が含まれ、これらの段階が対象となる取り組みの計画段階から実施、評価、改

善への流れに沿って、一連の評価活動として機能していく（ ）。プログラム評価実践の中でも、一

般的な「参加型」以上に当事者との協働を重視するアプローチを「協働型プログラム評価」と呼んでいる（源 ； ）。

１）ニーズ評価：受益者のニーズを明らかにする。例えば、「この学校の状況を踏まえると、どのような プログラムが必要

か」を当事者間で検討する。

２）セオリー評価：ニーズ評価の結果に基づき、具体的にどのようなプログラムを策定するのかを検討する。次節で紹介するロ

ジックモデル等のツールを用いて、「自分たちが を通して実現したい価値や目的（アウトカム）は何か、その目的を実現す

るためにどのような教育活動（手段）を行うのか」といったことを当事者間で具体的に検討し、「この学校の プログラム」

を可視化する。同時に、ロジックモデルに照らして「この目的や活動はどのような指標で成果を判断するのか適切か」について

も当事者間で議論し、独自の評価指標を策定する。

３）プロセス評価：セオリー評価を通じて策定したプログラムを実行に移し、その成果を当事者が策定した指標でモニタリング

する。

４）効率性評価・アウトカム評価：モニタリングによって得られた評価情報を分析し、ロジックモデルに照らして改善に向けての

検討を行う。効率性を重視しない性質の取り組みの場合は、効率性評価（費用便益分析など）は行われないこともある。本取り

組みにおいては、取り組みの特性に照らして、効率性評価は行わない。

： 「協働（ ）」概念とは

近年、学校経営や教育行政の現場で「協働」という言葉が頻繁に使われるようになっているが、公共経営論のなかではいわ

ゆるパートナーシップ（ ）と協働（ ）は異なる概念として使い分けられている（

）。下図が示すように、パートナーシップとは、あるサービスの提供者間の協力関係を意味

する（例：産学連携事業）。小学校と教育委員会が協力してよりよい教育を提供しようとする取り組みなどは、パートナーシップ

の良例ということになる。

一方、協働（ ）とは、あるサービスの提供者と利用者（受益者）が一緒になって、共に（ ）公共的なサービス

を創り出す（ ）という協力関係を意味する（例：市民参加型の政策評価）。 （ ）は、
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協働によって、異なる立場にいる関係者たちが、互いの知見や資源を共有することで、より質の高い公共サービスが提供でき

るというメリットを、多くの実践事例をもって指摘している。学校・地域・保護者がアイデアを出し合ってより良い教育課程を創

出しようとする「社会に開かれた教育課程」のための熟議、そしてそのような熟議を踏まえた教育活動の実践はこの意味での

「協働」であると言えよう。

図 2 パートナーシップと協働の違い 

（出典） を参考に筆者作成

３． の評価とマネジメント：学校現場から生まれた工夫と知見

本町小学校（ 年 月開校）には、 学年 学級に 名の子どもたちが学んでいる（
年 月現在）。開校宣言の中に「豊かな資源を活かし持続可能な社会の担い手を育む小学校として発展す
る」という文言が含まれている通り、開校当時から学校全体で に取り組んでいる。 本町小学校
の独自性は、 の考え方を、教室の中の教育活動だけではなく、スクール・マネジメントやカリキュ
ラム・マネジメントにも取り入れ、全校的に活かそうとしている点にある。この点においてプログラム評
価との親和性が高く、開校当初から協働型プログラム評価が導入され、実践されてきた。以下では、過去
年にわたって行われてきた様々な取り組みうち、要点となる取り組みを概観する。詳細については過去

の報告書および『 』を参照されたい。

（１）一年目：じぶんたちの ロジックモデルづくりと評価指標策定

一年目の主要な取り組みは、プログラム評価におけるニーズ評価・セオリー評価の ロジックモデ
ルづくりであった。教職員研修や重点研究の機会を活用し、何度かワークショップを繰り返し、「持続可
能な社会の担い手を育む小学校」としてどのような子どもたちを育てたいのか、その大きな目的（最終ア
ウトカム）を意識化・言語化することを試みた。これにより、学校教育目標（『みな 皆 とみらい 未来
を創る子』）と、育てたい つの資質が言語化され、ホームページやフライヤーに可視化されることとな
った。
さらに、当事者である先生方が自ら作成した最終アウトカムのもと、それらを実現するためのより具体

的な目的（中間アウトカム、直接アウトカム）と具体的な教育活動（手段）を可視化・言語化するための
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ワークショップやミーティングを重ね、最終的には 本町小学校独自の の取り組みを一望でき
る「 ロジックモデル」が策定された。この ロジックモデルは、その後も定期的に見直され、改
善され、また、研修や研究会の機会にも度々活用されている。
 

： ロジックモデルの４つの機能

① 上位のアウトカムを明確化・具体化・自分事化する

の上位アウトカムは抽象的な概念で示されることが多い。例えば「グローバル人材を育成する」というアウトカムは、「グ

ローバル人材とはどのような人物か」という定義が具体的に言語化されていなければ達成不可能な目的である。プログラム評

価におけるセオリー評価の段階では、ワークショップや対話をとおして、自分たちの言葉・表現でアウトカムを明らかにしてい

く。また、より上位のアウトカムが具体的になると、そのアウトカムを実現するためには何が必要なのかが芋づる式に明らかに

なっていく。このように多様な教育活動がより具体的なアイデアとして描出されることにより、教育目標がお題目化することな

く、日々の教育活動に活かされやすくなる。また、その言語化の過程が関係者の間で共有されることにより、納得感が生まれ、

上位のアウトカムがひとりひとりの自分事になる。

② 上位のアウトカムと具体的な活動との関係を論理的につなぐ

の教育活動は、その多様性ゆえに、個々の活動の質が高くても、学校全体・学年全体としてみたときに有機的な関連性

に欠けるケースが多い。ロジックモデルで全体の関連性を可視化することで、個々の活動の位置づけや意味付けが明確にな

り、「様々な活動の単発・やりっぱなし状況」を「異なる活動間のシナジー効果の創出」へ転換することができる。さらに、「総合

学習の活動」と「遠足や運動会などの学校行事」など、種類の異なる教育活動を同じ目的に向かう手段としてみることができ、

異なる手段を連携させるなど、より有機的に教育活動を計画することができるようになる。

③ 異なる当事者間のコミュニケーション・ツールとなる

の教育活動は、その包括性ゆえに、学校内外の多くの主体を巻き込むことがあり得る。例えば、「 の活動」や「地域

との協働」などの取組みについては、 や地域の関係者とのコミュニケーションが必要となる。ここで求められるコミュニケ

ーションは、単なる情報の周知ではなく、どのような教育意図（アウトカム）をもってこの活動を行おうとしているのか、この教

育活動の成果をどのように活かしていきたいと考えているのか、といった大きな方向性についての相互理解を深めるための

コミュニケーションである。しかしながら、その全体像を度々説明するのは困難で、それができる時間も場も限られているのが

現実である。 に関する学校全体の取り組みを可視化したロジックモデルは、視覚的に全貌を伝えるツールとしても役立

つ。ロジックモデルを校内に掲示したり、保護者や学校運営協議会に対する説明資料として活用することで、コミュニケーショ

ンの質を高めることができる。

④ 指標策定の基礎となる

上述の通り、 の評価に際しては、当事者が自分たちの価値観に従って評価指標を策定し、自らが考案した教育活動の

成果をモニタリングすることが理想的だが、評価指標というと、往々にして「数字にしやすいもの」や「一般化しやすいもの」に

偏る傾向がある。 評価を行う際の重要なポイントは、既存の指標にとらわれず、「自分たちが実現したい価値」をどう具体

化するのかについて、関係者の間で十分に議論と考察を重ねることである。このときにロジックモデルを活用し、モデル中の

「重要なアウトカム・活動」に注目して、それに関連した指標――指標は必ずしも既存の数値指標である必要はなく、質的な指標

や、主観的な指標があっても構わない――を考案するとよい。「指標が多様でありうる」という設定自体が、子どもたちや関係

者に対して、「価値の物差しは多様でいい」というメッセージを発信することにもなるだろう。

上記の①～④の機能を図示すると以下のようになる。
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図 3 ロジックモデルの機能（筆者作成） 

 

 

本町小学校では、先生方が考案した評価指標を用いてアンケート調査票を行い、評価データの収
集・分析を行っている。アンケート調査票に掲載されている項目は、ロジックモデルに基づいて策定され
た指標であり、したがって、収集されたデータは、ロジックモデルに示されたプログラムの進捗状況をモ
ニタリングするための情報源となる。定期的に同一のアンケート調査を行うことにより、期待する変化が
実際に起こっているかどうかを確認することができ、ここから具体的な改善に資する情報提供が可能に
なる。この「評価指標に基づくデータの収集と評価分析」（図１）の結果は、毎年の『 』
に掲載され、関係者との共有が図られると同時に、次年度の ロジックモデルの改善にも活かされて
いる。

（２）二年目： ロジックモデル改定の手続き

サイクルを検討する際に最も重要なのは、「 」のいずれかではなく、それらが形骸化する
ことなく、「サイクル」として、改善に向けて回っていることである。現実には、「評価はやったものの、
やりっぱなし」「アンケートはとったものの、とりっぱなし」というケースは少なくなく、評価の結果が
実際に改善に活かされるためには、ひと工夫が必要になる。二年目に試されたのは、サイクルを回す仕組
みを作り出し、それを意味のあるかたちで機能させることができるかという点であった。

本町小学校では、下図に示されるように、「 サイクル」ならぬ「 サイクル」が考案さ
れ、次年度の ロジックモデルの改善が実践されている。「 サイクル」のワークでは、①アン
ケートの結果に基づき、それが何を意味しているのか、そこから何が読み取れるのかを、ワークショップ
を通じて議論していく。ここで評価調査の結果に基づく議論がなされることにより、教員個人の主観的な
経験や印象のみに縛られない「エビデンスに基づく改善」が実現されている。同時に、②その調査結果は
どのような教育活動がもとになって生まれた結果なのか、という「 実施 」に対する「振り返り（ ）」
が行われ、③次年度に向けてどのような改善が必要か、具体的な方策が検討される。ここでは各教員の試
行錯誤の経験の共有や、悩み相談のようなやり取りも行われ、ピア学習の機会にもなっている。これらの
過程を経て、④次年度の計画や方針が立てられ、 ロジックモデルの改訂が行われる。

手段(活動)

直接アウトカム

中間アウトカム

最終アウトカム ①アウトカムの具体化 

②
目
的-

手
段
の
論
理
関
係

の
確
認 

③多様な当事者間のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

④指標の

策定 
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図 4 重点研究会で行われた CDAPサイクル・ワーク 

(出典) みなとみらい本町小学校提供 

（３）三年目：学校運営協議会における ロジックモデル・ワーク

サイクルを回すことに成功した 本町小学校が 年目に挑戦したのは、いわば、サイクルの「半径」
を広げること、すなわち、学校教職員以外の関係者を協働型プログラム評価に巻き込むことであった。具
体的には、学校運営協議会の場で、協議会の委員とともに、 ロジックモデルの作成ワークを行った。

本町小学校の学校運営協議会は 名のメンバーで構成されている（ 年現在）。地域の自治会
や地元組織、地元の社団法人などの地域住民を代表する 名、保護者の代表が 名、地域学校協働本部
の代表者と放課後キッズクラブの代表者がそれぞれ 名ずつ、学識経験者として、地域の民間企業や市
の関係組織、近隣の小中学校の校長、大学教員（筆者）が 名、そして 本町小学校の小正和彦校長
である。ここに 本町小学校の先生方が事務局として毎回数名参加している。

年 月 日に行われた学校運営協議会では、 分を超える時間が「 ロジックモデル」の
ワークショップに費やされた。このワークの目的は以下のように説明された。

プログラムを可視化したロジックモデルに基づき、本校では学校評価に取り組んできたが、今までは学校
運営協議会委員の皆様には、評価結果に関してご意見をいただくことが多かった。そこで、 ロジックモデ
ル改訂に合わせて、作成段階から委員の皆様よりご意見をいただき、 ロジックモデルに反映させていくこ
とで、様々なステークホルダーが参加した「協働型プログラム評価」をより推進したい。（下線部は筆者；学校
運営協議会当日配布資料より抜粋）

従来は「学校から協議会への情報提供」そして「協議会から学校への意見提供」というキャッチボール
的な関係性であったが、そこからさらにもう一歩進んで、ともに の教育プログラムを作っていこう
という呼びかけが読み取れる。「協働」という趣旨を活かすため、また、形式的な会議に終始しないため、
ワークショップのファシリテーションに際しては、以下の諸点に留意した運営を心掛けた。
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⚫ 着座の会議方式ではなく、自由に歩き回りながら付箋にアイデアを書き出して、各自で模造紙に貼り
出していく「立ち歩き方式」で行う。

⚫ 貼り出された付箋の内容が全員で共有できるよう、一段落したところでファシリテーター（ 本
町小学校の担当教員）が全部読み上げる。

⚫ 「誰が書いたか」に左右されないよう、付箋は無記名で書いてもらう。
⚫ 必ず全員に書いてもらう（遠慮がちな方が「見るだけ」にならないように配慮する）。
⚫ 全体としてあまり深刻な雰囲気にならないように気を付ける。「立ち歩き」をしながら参加者同士が

気軽に雑談を交わせるくらいの、少しざわつきがあるくらいがよい。

以上のような実践は、既に多くの学校現場でも取り入れられている典型的な参加型のワークショップ
の手法であり、これ自体は特に目新しいものではない。今回特に重視したのは、「結論を急がないコミュ
ニケーション」、すなわち、ワークの時間内に議論をきれいにまとめようとしないこと、また、まとまら
ない状態を恐れないことである。たとえ参加型の形式を採っていても、時間内にまとめなければならない
というプレッシャーがかかっていると、結論ありきの形式的なワークとなってしまい、一見ワークショッ
プの形式を取っていても、本質的にはワークショップとしての機能を果たしていないというケースも実
際にはあり得るためである。
一方で、「自由に議論して下さい」という丸投げ方式では議論がなかなか深まらず、表層的な意見交換

のみで時間切れとなってしまいがちであるため、協議会委員にとっては既知である、 本町小学校の
ロジックモデルのうち、「活動主体」が「地域の多様な人びと」である「直接アウトカム」を模造紙

に拡大印刷し、その「直接アウトカム」を具体化するというワークを行った。
このワークによって、「地域の多様な人々」だからこその視点――例えば、「どのようなまちにしたい

か」といった「まちづくり」の視点や「学校と地域の間には何らかの橋渡しが必要だ（ダイレクトには繋
がりにくいのが現状だ）」といった現実的な視点――が導入され、学校の内部からの捉えとは異なる視点
から の取り組みを見直すきっかけとなった。さらにこの機会によって、これまで協議会委員という
外部者・第三者的な立場から助言をしていたメンバーが、 ロジックモデルの策定に関わる「当事者」
として自らの立場を再考する契機ともなった。現実に複数の委員から学校外での プログラムが提
案・実行され、この年の報告書『 』には、協議会委員の写真とコメントが掲載されて
いることが象徴的である。
 

（４）四年目：児童との協働による学級単位のロジックモデル策定

年目にプログラム評価による活動半径を学校運営協議会にまで展開した 本町小学校は、 年目には外
部展開に加えて「掘り下げる」活動、つまり、各学級のレベルでより深く評価活動を活用する取り組みに挑戦
した。これは、スクールマネジメント（学校経営）からクラスマネジメント（学級経営）への深化であると言
えよう。
具体的には、「クラス・ロジックモデル」を導入し、児童と協働して、その学級ごとの学級目標を示した独自

のロジックモデルを作成するという試みに取り組んだ。このモデルは各教室に貼りだされ、「朝の会」や「帰
りの会」といった機会に、「一日のめあての確認」や「一日の振り返り」に活用されている。加えて、全校的な
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ロジックモデルのアンケートと同様に、クラス・ロジックモデルに基づくアンケートも実施されており、
形成評価の一環として、児童は自己評価の機会に、教員は児童とともに日々の成長を感じつつ指導の改善を図
る機会に、そのアンケート結果（評価結果）を活用している。
さらに昨年 月には、クラス・ロジックモデルを活用した授業研究が行われ、児童アンケートの結果に基

づき、「ロジックモデルの上位目標を達成するには、教科や教材の特性を生かしたどんな手だてを講じる必要
があるか」という視点で授業提案が行われた。この授業研究では、従来から と親和性が高いと考えられ
ている総合的な学習の時間や道徳に加えて、算数も取り上げられた点を特筆したい（図 ）。 の本質的な
教育活動の意義や効果は、 を独立科目や特定のイベントのように単独・単発に扱っていては期待できな
い。深い の成果は、あらゆる教科で、また、学校行事や委員会活動あるいは休み時間の過ごし方なども
含めたすべての教育機会において、その教育方針や教育哲学が「沁み込んで」いて初めて実現するものである。

ロジックモデルの「深化」とは、モデルに示された上位のアウトカムが、児童や教職員の日常性のなかに
「沁み込んで」いく取り組みになっていることを指している。そして、「クラス・ロジックモデル」は、「私た
ちが を通じて に基づいて実現したい価値」を日常性のなかに位置づけることをサポートしている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 算数部会で行われたクラス・ロジックに基づく授業研究 
(出典) みなとみらい本町小学校提供 

 

また、総括報告書としての本報告書には、例年のような資料編は添付しないが、本年も アンケート（評
価調査）を通じた量的・質的データ分析が行われていることも、また、これらのデータに基づく教育改善が継
続されていることも看過すべきではない（図 ）。過去約 年にわたる 本町小学校の取り組みのなかでは、
もはや当たり前化してしまっているが、エビデンスに基づく政策形成や政策改善が求められる昨今、これらの
要求にこたえることが「義務」や「説明責任」のためだけに矮小化されることなく、それぞれの学校のそれぞ
れの価値の多様性を共有するために、また、その価値の豊かさをより大きく膨らませるために、活用されるこ
とが求められている。そのような、広い意味での改善に繋がるエビデンスの活用が、小学校の現場においても
可能であることが示されているといえるだろう。
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図 6 ESDアンケート（評価調査）による量的・質的データの事前事後分析（一例） 
(出典) みなとみらい本町小学校提供 

 

 

４．総括と展望：協働型プログラム評価による スクール・マネジメントの拡張可能性

 前節では 本町小学校の過去 年間の取り組みを振り返り、概観してきた。また、過去 年間の報
告書においては、 本町小学校の取り組みをモデルとして取り上げてきた。最後にこれらの総括とし
て、今後、どのようにしてこの取り組みを他の学校や他の文脈に拡張するかという問いについて検討し、
拡張の際の留意点について考えてみたい。
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（１）どのようにして他校に拡げるのか：スケーリング・アウトから革新的スケーリングへ

ある取り組み（事業など）を拡張することを「スケーリング（ ）」という。和製英語の「スケー
ルアップする」といった表現などは日本語としても馴染みのあるものだろう。

によれば、スケーリングにはいくつかの類型がある（表）。

表１．拡張（スケーリング）の類型

①スケーリング・アップ（ ） 同じ取り組みの中でより多くの成果を目指す

⇒それぞれの学校（あるいはモデル校）における取り組み

モ
デ
ル
校
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

②スケーリング・ディープ（ ） 同じ取り組みの中でより高質な成果を目指す

⇒それぞれの学校（あるいはモデル校）における取り組み

③スケーリング・アウト（ ） その取り組みを地理的に広げる

⇒モデル校の取り組みを、そのまま他校に広げるアプロー

チ

紹
介
・共
有

新
た
な

イ
ン
プ
ッ
ト
不
要

④スケーリング・アウトと、アップあるいはディープ

の合成（ ）

その取り組みを地理的に広げつつ、同時にそれぞれの新

たな場所で、より多くの高質な成果を目指す

⇒モデル校の取り組みを他校に広げつつ、それぞれの学

校で、その取り組みを量的・質的に改善するアプローチ

モ
デ
ル
校
以
外
も
「育
て
る
」取
り
組
み

新
た
な
イ
ン
プ
ッ
ト
や
試
行
的
な
実
践
が
必
要

⑤水平スケーリング（ ） その取り組みを地理的に広げつつ、それぞれの場所で多

様な異なる成果が生まれることを推奨する

⇒モデル校の取り組みを他校に紹介しつつ、それぞれの

学校で、独自の取り組みを開発していくアプローチ

⑥革新的スケーリング（

）

その取り組みの拡張をきっかけとして、従来とは全く別の

システム変革（ ）を目指す

⇒モデル校の取り組みをきっかけとして、その地域全体

横浜市 で従来とは全く異なるシステム

協働スクール構想 仮 を構築していくアプローチ

本
事
業
の
範
囲
を
越
え
た
よ

り
包
括
的
・
抜
本
的
な
変
化

出典 を参考に筆者作成
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これまでこの調査研究事業は、 本町小学校をモデル校として、スケーリング・アップ（①）とデ
ィープ（②）に努めてきた。 年間の試行錯誤を経てその成果が一定程度かたちになった今、この成果を
どのように拡張するのかを検討すべき段階に来ている。
教育の分野で新たな手法が導入された際にとられるスケーリング手法は、報告書や発表の機会を通じ

た「良例の共有」であろう。本報告書や毎年の交流報告会などの場がこれに該当する。これは、上表のス
ケーリング・アウト（③）に該当する。今後はこれを、スケーリング・アウトとアップあるいはディープ
の合成（④）や、水平スケーリング（⑤）、あるいは革新スケーリング（⑥）につなげていく必要がある。
スケーリング・アウトとアップあるいはディープの合成（④）、または水平スケーリング（⑤）のため

には、単にモデル校の取り組みを「知る」だけではなく、それぞれの学校がもつ文脈の中で「どう育てる
のか」を具体的に実践する必要が生じる。具体的には、協働型プログラム評価の導入に関心のある学校を
対象に、個別の相談を行ったり、セオリー評価ワークショップのファシリテーション支援を提供するな
ど、新たなインプットを伴う具体的な行動をとる必要がある。その際に留意すべき点は、モデル校の取り
組みがそのままのかたちで導入しやすいケース（スケーリング・アウトを基本とするアプローチ）もあれ
ば、独自の取り組みとして開発する余地が大きいケース（水平スケーリング）もあるという点である。協
働型プログラム評価の最も重要な特徴は、それぞれの文脈や時機に応じた柔軟性と創発性にある。その点
を損なわないスケーリングを行うことが求められる。
これらのスケーリングに際して、各学校で共有しやすい手順は以下のように要約できるだろう。

： 協働型プログラム評価による スクール・マネジメントのスケーリング手順

手順①【知識のインプットと全体計画】 本町小学校の事例を概観する

⇒導入初年度の計画を立てる（手順②以下のスケジュールを確認する）

手順②【セオリー評価の実践】「 ロジックモデルづくり」ワークショップの実践

手順③【指標作成の実践】「 ロジックモデル」に基づく評価指標づくり

手順④【評価調査の準備】評価指標を活用した評価調査の計画づくり

手順⑤【評価調査の実施】評価調査とデータの収集・分析

手順⑥【プロセス アウトカム評価の実践】調査結果を使った改善ワークショップの実施

手順⑦【評価結果の公表と共有】報告書の作成や関係者への情報発信

出典 米原（ ）より
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最後の革新的スケーリングは、この事業をきっかけとして、横浜市の 、あるいは教育全体に抜本
的な変化がもたらされることを意味している。例えば、横浜市の コンソーシアムでは、既に 推
進校の制度や毎年の交流報告会のような機会が用意され、機能している。これらは既に十分先進的な取り
組みであるといえるが、批判的に見れば、「それぞれの学校ごと」の取り組みを共有するという域を出て
はいない。そこからさらに踏み出して、例えば『 協働スクール構想 仮 』のような、従来のシステム
のなかでは想定されてこなかった新たな構想を打ち出すのが革新的スケーリングのアプローチである。
一例として構想するならば、複数の学校あるいは推進校と、これまで学校や教育委員会との組織的な関

わりのなかった「かながわ パートナー（ ）」などの別
組織との協働でひとつの プログラムを構築し、それを一過性のイベントとしてではなく、正規の年
間カリキュラムに組み込まれた プログラムとして導入するといった新たなしくみも考えられる。あ
るいは、児童生徒ではなく、教職員の学びの場として『 協働スクール構想 仮 』を捉え、授業企画か
らマネジメント・評価までをセットにした研修プログラムを、行政機関や大学と協働開発するといった新
たなアプローチがあっても良いかも知れない。このような、既存のシステムのもとではできない（と思わ
れてきた）ことや可能な選択肢として想定されてこなかったレベルに向かうスケーリングが、革新的スケ
ーリングである。

（２）拡張の際の留意点：協働型プログラム評価のキモ

本総括報告書の最後に、協働型プログラム評価による スクール・マネジメントを応用・拡張する
際の留意点をまとめて締めくくりとしたい。
この手法の「スケーリング手順」を上で示しはしたが、本質的には、協働型プログラム評価による

スクール・マネジメントに既定のマニュアルは存在しない。むしろこの手法は、マニュアル化し難い実践
の多様な展開――個々の文脈の独自性に合わせて目標を設定したり、評価指標を策定したりすること、あ
るいはそこから予想もしていなかったような新たな活動が創発されること――を後押しするための手引
きのようなものである。しかしながら、この評価手法が形骸化することなくその存在意義を発揮するため
の条件（キモ）として、以下の３点が指摘できる。
 

① 評価的コミュニケーション
「協働 」の意味は本報告書にも記したとおりだが、協働でセオリー評価を行った

り、ロジックモデルや評価指標を策定したりする際に、関係者の間でどれだけ本質的な「評価的コミ
ュニケーション」ができるかという点が、この評価手法の本質を左右する。
評価的コミュニケーションとは、評価的思考（ ）をもった個人同士のコミュニ

ケーションを指す。評価的思考とは、「知的好奇心とエビデンスの価値に対する信頼に動機付けられ
た批判的思考」のことであり、この思考は、「仮説を明らかにし、思慮深い疑問を投げかけ、省察と
他者視点の取り込みによってより深い理解を追究し、行動に向けて準備することを決意する」もの
であると定義されている（ ）。思い込みや権威ではなく、知的好奇心とエビデンス
に基づいて、省察的に、また時には他者の立場に立って議論を展開し、そして議論に終始することな
く行動への志向性を持ったコミュニケーションが不可欠である。

80



② 創造的サーバント・リーダーシップ
どのような段階のどのような場面であれ、協働型プログラム評価の評価活動に大きな影響を与え

るのは、「参加・協働・挑戦」を促すような場の雰囲気である。上に挙げたセオリー評価のようなコ
ミュニケーションの場面だけではなく、日常性のなかに「参加」すなわち「想定されているエリアの
外側からのヒトやアイデアの参入」を歓迎する雰囲気があること、「協働」すなわち「参加してきた
ヒトやアイデアと一緒に何かを作り出そう」とする雰囲気があること、そして「挑戦」すなわち「そ
の新たな取り組みが成功しようが失敗しようがとりあえずやってみる」ことを応援する雰囲気があ
ることが不可欠である。
このような雰囲気を作り出すことがサーバント・リーダーの役割となる。サーバント・リーダーシ

ップは、支配型リーダーシップやカリスマ型リーダーシップと対比して、奉仕型リーダーシップと
呼ばれる。サーバント・リーダーに求められるのは、そのリーダー（管理職）のもとに集う個人（教
職員）が主体的に意思決定できるように、「指示・命令」の代わりに「支援・傾聴」を提供すること
である。加えて、 スクール・マネジメントの文脈における創造的サーバント・リーダーには、
「参加」の障壁を下げ、「協働」の機会や場を積極的に設け、「挑戦」に伴うリスクやコストを軽減す
ることで、教職員ひとり一人の創造力を向上させることも求められる。

③ 「評価」に対する理解と期待
そもそも論として、このような評価活動にかかわる個人が、評価に対するネガティブな理解――管
理・監査、ダメ出し、行政当局やクレーマーに対する説明責任、数値による比較、現場の役に立たな
い情報搾取など――をもっていては、いかなる評価活動も生産的にはなり得ない。したがって、「価
値を引き出す 活動としての評価」に対する理解と期待が存在することがすべての前提
になる。本事業による 本町小学校の 年間の取り組み、そして本稿を含むこれまでの報告書が、
「 による教育活動をより豊かにするためのしくみづくり」に向かう評価理解の一助となってい
れば幸いである。

― 終 ―
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2022 年度横浜市 ESD 推進コンソーシアム交流報告会 
       （教育委員会としてのＥＳＤの推進） 
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横浜市 ESD 推進コンソーシアム交流報告会 

 

日時：児童生徒の部 

交流会   2022 年 10 月 13 日（木）14 日（金）19 日（水）20 日（木） 

交流報告会 2023 年１月 25 日（水）26 日（木）27（金）31 日（火）２月１日（水）２日（木） 

教職員の部  2023 年 1 月 28 日（土） 13:30～16:45 

会場：児童生徒の部 オンライン（Ｍｅｅｔ）開催（市役所 14 階共用会議室） 

教職員の部  ハイブリッド（ＪＩＣＡ横浜／Ｚｏｏｍ）開催 

 

 

 

今年度はオンライン（Ｍｅｅｔ）で中間期の 10 月と年

度末の１・２月に実施した。児童生徒の部は、１３：３０

～１４：３０（６日間）または、１５：４０～１６：４０

（４日間）に３校程度で実施した。参加は任意（よこはま

子どもピースメッセンジャー※１も含む）とし、視聴のみで

の参加も可能とした。児童生徒や教職員、ＥＳＤ推進関係者を合わせて約 1200 名の参加があった。 

 

各回３校程度で、「発表と質問・感想交流」を行った。率直な質問や意見のやり取りをする中で、自分

たちの課題を解決するために、どの学校の取組も専門家の方々と連携を図っているという共有に気付き、

協働して課題を解決していくことの価値を見いだしていた。そして、誰かのために地域のためにといっ

た、相手意識や目的意識をもって活動することが大切ということを多くの児童生徒が発言したり、振り

返りに表現したりしていた。 

また、よこはま子どもピースメッセンジャーから、国連

やユニセフとの国際平和交流についての報告を聞いた児

童生徒は、自分たちの地域だけでなく、国際的な広い視野

も取り入れながら活動することの重要性にも気付き、これ

からの自分たちの活動を見直すきっかけになっていた。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

【小学校６年生】 

活動していて、うまくいかない

ことがあっても、頑張ろうと 

思ったのは、なぜですか？ 

※１ よこはま⼦ども国際平和スピーチコンテストで市⻑賞を受賞した児童⽣徒 4 名 

Ⅰ 児童生徒の部（10 月 13 日～20 日及び１月 25 日～２月２日） 

【小学校５年生】 

自分たちが活動したことで、誰かから 

「ありがとう」と言ってもらえたり、 

うまくいかなかったときの悔しい気持ち

がエネルギーになったりしたからです。 
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【ＥＳＤ推進校交流会～児童生徒の部～（中間期 10 月実施）】 

日時 参加校と振り返りの抜粋（下線部はＥＳＤで重視する能力・態度） 

10/13(木) 

15:40～16:40 

 

本牧中学校 生徒会        新井中学校 生徒会、専門委員会 

市ケ尾中学校 生徒会本部役員   西柴中学校 ３年生 

・今回の交流会を通して私達の学校でもペットボトルのフタの回収とか古
着の回収とか提案してみたいなと思いました。学校だけでなく、地域の
人たちと協力して取り組んだり、家でもできることに挑戦したりしてい
きたいです。 

10/14(金)  

13:30～14:30 

旭小学校 ＳＤＧｓ委員会     恩田小学校 ５－２ 

・旭小学校にはＳＤＧｓ委員会があって、子どもも先生も学校全体がＳＤ
Ｇｓのことを考えられる環境になっているなと思ったので、恩田小にも
作るか、今ある委員会の中でグループを作りたいと思います。 

10/14(金)  

15:40～16:40 

南希望が丘中学校 保健委員会   希望が丘中学校 生徒会 

中和田中学校 生徒会 

・一つだけのプロジェクトに集中するだけではなく複数のプロジェクトを
していて、それらを成功させていたので、自分たちの学校もしっかり「フ
ードドライブ」をやり遂げていきたいと思いました。 

10/19(水)  

13:30～14:30 

みなとみらい本町小学校 ４－２  本牧南小学校 

・他の学校の発表と自分たちの取り組みを比べて、同じ小学生で同じくＳ
ＤＧｓに取り組んでいるのに全く違う話題ですごく視野が広がったと思
います。 

羽沢小学校 ５―１        幸ケ谷小学校 ５―１ 

・自分たちは、コロナで高齢者の人が運動できていなかったから運動でき
るようにゆるスポーツを作っているけど、幸ケ谷小学校はパンで魅力ア
ップという目標でやっているから、町をよくしようと考えているのが同
じだった。 

・ＳＤＧｓの取り組みは、違うけれど人々のために行動していることは同
じで、思っていることは同じだと思った 

10/20(木)  

13:30～14:30 

大門小学校 ５－３        永田台小学校 ４－１ 

・大門小学校の方々は商店会の役に立ちたい、私たち永田台小は学校だけ
でなく永田台を自然豊かにしたい。それぞれ大きな夢があっていいなと
思いました。私が目指しているのは、自然豊かな永田台を走り回ること
です。 

10/20(木)  

13:30～14:30 

相沢小学校 ６年生４クラス    三保小学校 ６年生４クラス 

・交流を通じて、違う学校の取り組みを知れてよかったと思うからこれか
らも、いろいろな学校と交流できたらすごくいいと思いました。 

 

【ＥＳＤ推進校交流報告会～児童生徒の部～（年度末 １・２月実施）】 

日時 参加校と振り返りの抜粋（下線部はＥＳＤで重視する能力・態度） 

1/25(水)  

15:40～16:40 

新井中学校 ２年生        小田中学校 生徒会本部 

・小田中学校は、１つの取組みを詳しく行っているが、新井中学校の皆さ
んは複数の活動をしていることを比べてみてまだまだ課題は山程あるの
だなと改めて感じた。不要になったものを生まれ変わらせるという発想
が２校とも同じで、ゴミが減ることで課題が減る場合が多いと感じた。 

中和田中学校 生徒会本部     東高校 サステイナブル研究部 

中川西中学校 ３年生（ピースメッセンジャー） 

・学校によって取り組んでいることの特色が違うと感じました。ＳＤＧｓ
の 12 番について特に取り組んでいたり、国連へ行き、色々な方と会談を
したりと様々な報告が聞けて面白かったです。また、他の方たちと比べ
る事で自分達の活動も特別なのだと見直すことができました。 

・東高校では部活動として取り組んでいるということで、その熱量に感動
しました。 
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1/26(木)  

13:30～14:30 

羽沢小学校 ５―１        幸ケ谷小学校 ５―１ 

・この活動は、今年だけでなく来年になっても、大人になっても続けてい
くことが大切だと思った。 

・今までは地域の人が少しでも笑顔になって欲しいという思いがあったけ
ど交流会を通して地域の人を笑顔にするだけではなく、どんな人でもと
いうところも大切にしたいと思った。 

相沢小学校 ６年生４クラス    三保小学校 ６年生４クラス 

永田台小学校 ６年生３クラス   本牧南小学校 ６－１ 

・相沢小や三保小がいろいろなことをＳＤＧｓに絡めて活動していてよか
ったと思います。特にジェンダーレスっていうのが世界中のひとが差別
されないようにするために必要だから、自分も意識しようと思いました。 

1/27(金)  

13:30～14:30 

幸ヶ谷小学校 ５－２       大門小学校 ５－３ 

西寺尾小学校 ６年生（ピースメッセンジャー） 

岡津小学校６年生（ピースメッセンジャー） 

・他の学校はＣＭを作ったり、ピースメッセンジャーの方たちはニューヨ
ークに行って色々なことを勉強したりしていて、僕達ももっと大規模な
ことを活動していきたいです。 

・地域の人と関わり、どんな失敗をしても決めた目標を達成しようとする
気持ちが大切だと思った。 

1/31(火) 

13:30～14:30 

恩田小学校 ４－３        荏田西小学校 ５年生 4 クラス 

旭小学校 ６－４ 

・分からないことがあったら、いろいろな人と相談して、少しでもいい方
向に進めようとする姿が大切だと思いました。 

・全部の学校がプロの人とかかわっていて、みんな一回は失敗しているこ
とに気づきました。 

2/1(水) 

15:40～16:40 

希望が丘中学校          本牧中学校 生徒会 

市ケ尾中学校 生徒会本部役員、図書委員長、環境委員長 

・ＥＳＤ交流報告会を通して、「誰のためにやっているのか」そして、「世
界をどう変えたいのか」を他校と話合い、よさを共有したり取り入れた
りすることが大切だと思いました。 

・ＳＤＧｓは環境だけではないことを再認識した。 

南希望が丘中学校 保健委員会    西本郷中学校 生徒会 

中川西中学校 生徒会 

・交流報告会を通して、他の学校の取り組みを知って自分たちの学校だけ
でなく、視野を広くもち活動することが大切だなと改めて感じました。 

2/2(木) 

13:30～14:30 

幸ケ谷小学校 ５－４        羽沢小学校 ５－３ 

大門小学校 ３－１ 

・色々なことを知ることで、みんなの地球を守ることができる。 
・予想以上にやっていることが違っていて驚いた。また、どの学校でも地

域の人や学校にいない人と関わっていて、いいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校１年生】 

他の学校の取り組みをしって、自分たちの学

校だけでなく、視野を広くもち、活動するこ

とが大切だと感じました。 

【中学校２年生】 

どんな活動をするにも、目的やターゲッ

トとなる人やものの現状をよく理解する

ことが大切だと改めて感じました。 
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市内だけでなく、全国から 80 人以上の参加申込みがあった。第１部として講演とグループ協議を、第２

部を実践報告とグループ協議の構成で実施した。 

 

１ オープニング  横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム委員・コーディネーター挨拶 

     東京都市大学教授 佐藤 真久 氏（パリよりオンライン出演） 
   

ＥＳＤは、教育の新たな方向付けであったり、持続可能な開発

を目指したＥＳＤ 1.0 から、社会変容と自己変容をつなげる学

びであったり、複雑性に向き合う学習と協働の連動性を目指した

ＥＳＤ 2.0、そして現在ＥＳＤ3.0 の時代に突入している。 

ＥＳＤ 3.0 時代の背景としては、変動性と不確実性、複雑性、

曖昧性を意味するＶＵＣＡ社会がある。キーワードとしては、社

会情動的知性やホールスクール、人間の安全や安心保障、Ｗｅｌｌ Ｂｅｉｎｇ、変化の担い手としての

ＥＳＤ、生涯を通じての質の高い教育の権利保障、共通善としての教育強化、事前を基礎とした人類の

生存・成長などがある。 
 

２ 講演及びグループ協議 

（１）講演「ＥＳＤの価値を引き出し、推進に反映するための、数値化されたデータの見方」～非認知能力を考える～ 

     東京大学学校教育高度化・効果検証センター     特任助教 上野 雄己 氏 

  東京大学大学院（横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム委員） 教授 北村 友人 氏 
 

令和元年度に横浜市で実施した、ＥＳＤに関する質問紙調査の結果

から、子どもたちも、教師たちも、身近な問題に対する関心は高く、

実際の行動にも結びついているが、グローバルな課題に対しては、知

識は有していても、実感し理解することや行動へと結びついてはいな

いこと。そして、ホールスクールアプローチを導入し、地域と連携し

ている学校ほど、取り組みが活発であることが分かっている。このよ

Ⅱ 教職員の部（１月 28 日） 
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うなことから、最も大きな課題は、「自分ごと」として捉えることであり、ＳＤＧｓが提示する世界観

をいかに教育実践の中に採り入れていくのか、汎用性があり、多様な課題に対応できる能力（そうし

た能力の一つとしての非認知知能力（社会情動的スキル））を育み、さらにそれをどのように評価すれ

ばよいのかについて、考えていくことが重要である。（北村） 

非認知能力は、不確実性が高く予測不可能なこの時代において、単

なる学力の高さだけが求められてはおらず、社会全般で汎用性のある

多様な能力の育成が求められており、ＥＳＤを含めた様々な教育がも

たらす効果（アウトカム）を考える必要がある。非認知能力とは、認

知能力以外の心理学的な個人差特性であり、その条件としては、生産

性や測定可能性、成長可能性がある。認知能力と非認知能力には、動

的相互作用があり、スキルの高い子どもは、知識を向上させるような

手段を選択したり、成長のためのさらなる機会を求めたりする可能性

が高い。非認知能力は、心身の健康やパフォーマンス、社会経済的地

位など個人の社会、適応全般に繋がるものであり、近年注目が高まっ

ている。 

具体的な非認知能力の例としては、ビッグ・ファイブやレジリエン

ス、好奇心、自尊感情、批判的思考など、社会の中でより良く生きる

ためにさまざまなものがあり、目に見えないそれらの測定には心理尺

度（人の態度や意識、行動といった抽象的な概念を定量化するために

用いられる「モノサシ」）が用いられる。観測可能な事象から構成され

る概念（構成概念）は直接図ることはできないため、どの側面から測

定するかを考える必要があり、また心理尺度は、単なるアンケートと

は異なり、統計学を用いて信頼性（まとまり・安定性）と妥当性（概

念の反映）が担保されていることが必要であり、この開発にはとても

多くの労力がかかっている。 

非認知能力の教育可能性を示すデータとしては、知能の遺伝率は約

50％から 80％とされている一方で、パーソナリティの遺伝率は約

50％、もしくは 50％以下のものもあるとされており、可変的で学習可能なものであることが挙げられ

る。一方で忘れてはならないのは、例えばビッグ・ファイブ（外向性や神経症傾向、開放性、協調性、

勤勉性）のバランスは、個人の環境や状況によって異なり、高ければ良い、低ければ悪いというもの

ではない。一般社会で悪いとされている資質についても、ポジティブ

になる可能性があり、アウトカムにする指標によって、非認知能力の

影響は多様である。学校教育では、生徒の将来を見据えて、生徒の非

認知能力を総合的に把握するツール（心理尺度）として利用すること

が大切である。（上野） 

②グループ協議 ③全体共有・まとめ 

 

３ 実践報告及びグループ協議 

（１）座談会 

横浜市立幸ケ谷小学校 宗像 北斗 教諭  横浜市立羽沢小学校    矢島 康平 教諭 

横浜市立市ケ尾中学校 安藤 大奈 教諭  横浜市立南希望が丘中学校 前田 裕美 養護教諭 
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羽沢小学校５年１組では、地域の高齢者が要介護状態の前段階で

ある「フレイル」の方がいることを知り、誰でも一緒にできる「ゆ

るスポーツ」を開発することで、解決を目指す活動をしていて、実

際に地域の高齢者に体験してもらって意見をもらうことで、よりよ

いものにしようと取り組んでいる。10 月の交流会への参加は、自信

をつけるためのきっかけになればといったものだったが、オンライ

ンで発信ができたことが自信となり、市庁舎アトリウムで行われた

エコフォーラムでの発表や、近隣の小中学校に取組を発信するなど、次の取組への意欲につながった。 

幸ケ谷小学校５年 1 組では、地域が住みたい街ランキングの上位なのに、住み続けたい街ランキン

グではあまり上位ではないことを知り、街の魅力をよく知ってもら

って、住み続けたくなる街にしようと、地域の専門学校に依頼して、

街の魅力の発信につながるパンの共同開発に取り組んでいる。10 月

の交流会への参加は、考えを整理できる機会になればといったもの

だったが、表現する活動を通して、自分たちの立ち位置が確認でき

て、同じ神奈川区同士でお互いの活動の意見交換ができたという偶

然も重なって、その後の活動は熱量や相手意識が高まり、街の声で

解決したいと考えるようになったようだった。 

市ケ尾中学校では、「市中から世界を変えよう」をテーマに生徒会活動が行われている。自分たちが

できることを、アンケートなどを通して、多くの生徒の意見を取り入れて進め方を検討するスタイル

が浸透していて、案として挙がったランドセルの寄付活動は、寄付したいという生徒が思ったより多

くないことが分かって断念するなど、活動ありきではない、主体的な活動になっている。10 月の交流

会への参加は、刺激を受けられればといったことだったが、他の学

校の真剣な取組を聞いて、活動において何が大切なのか、自分の学

校でもできることはないかと考える機会となった。 

南希望が丘中学校では、保健委員会を中心に活動しており、“届

けよう、服のチカラ”プロジェクトやＷＦＰ（国連世界食糧計画）

のレッドカップキャンペーン、コンタクトレンズ容器の回収活動な

ど、世界のために自分たちにできることを考えて取り組んでいる。

10 月の交流会への参加は、ＥＳＤ推進校として２年目なので参加したいといったことだったが、「全

部やってみたい」や「来年は何に取り組もうか」といった声があがり、同じ中学生の他校の取組を聞

いて大いに刺激を受けていた。 

矢島教諭は、「ゴール 14 の海の豊かさを守るを活動をしたい」という海から離れている地域性との

ギャップを感じる児童の声に、発達段階に合わせて地に足をつけたＥＳＤに取

り組む難しさ感じていたが、地域の方のためにできることをともに考えること

で「ゆるスポーツ」に行き着くことができた。今回の取組をきっかけに、近隣

中学校とつながることができたが、中学生が取り組んでいることは地域よりも

広く、社会課題の解決を目指していた。つながる活動にしていきたいと今後の

展望を描いている。 

宗像教諭は、発達段階に合わせた、ＳＤＧｓにつながる授業づくりは簡単で

はなく、17 のゴールをどこまで意識させるべきか悩み、ゴールが示す世界があ

まりに広すぎると感じていたが、子どもたちが手応えを感じられるものにしたいと考え、地域のこと

をテーマに取り組ませることができたと、試行錯誤を語った。 
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安藤教諭は、生徒の変容を捉える取組について、ＳＤＧｓ達成につながる活動

が減っていると感じる教員が多くなった一方で、生徒の９０％が自分たちは取り

組んでいると考えていることが分かるなど、ギャップを生んでいるが、こうした

結果も生徒と教員で共有し、行事や授業などあらゆる取組につなげ、生徒のやり

たいに応えていきたいと展望を語った。 

前田養護教諭は、生徒の変容を捉えようとアンケートを実施したことで、活動

が浸透していなことに気づくとともに、アンケートそのものが、多くの生徒を巻

き込む手段になっていると感じていて、今回は少人数の交流ができたが、もっと

多くの生徒同士が交流できる仕組みづくりに期待を寄せた。 

登壇された４名の教諭やＥＳＤを推進する学校は、育成を目指す子ども像を、しっかりとしたイメ

ージとしてもっている。発達段階や学校の実態に応じて、自分ごととして捉えられるような、課題解

決に取り組む仕掛けがある。各校の実践は、その学校だからできることだと言われがちだが、それは

必然である。だからこそ、実践を聞く際には、その実践が目指している

ことや教員の思い、悩みや引き出すことができた価値などを含めて知

ることが大切であり、さらに、鉄は熱いうちに打つように、感想や疑問

を即時的に交流することが、参会者それぞれの場所におけるＥＳＤ推

進につなげるためには不可欠です。登壇された４人に報いる意味も込

めて、この後のグループ協議をその時間にしてください。（岡本） 

②グループ協議 ③全体共有・まとめ 

 

３ 振り返り・まとめ（Google Forms によるフィードバック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 交流会を通して得られたことや分かったこと、及び課題と感じていることをご記入ください。 

・地域の特性をしっかりと先生が分析し、地に足のついた実践を充実させている中で、子どもたちが

実社会でしっかりと活用できる力の育成に取り組まれていると感じた。 

・非認知能力の育成、評価をどうするか、ホールスクールアプローチでＥＳＤを推進するためにどう

するかを改めて課題と感じるとともに、意見交流で課題解決のための手がかりを得ることができた。 

・基調講演、座談会および交流の機会をいただき、ＥＳＤの理解が深まりました。 

・正解がないＥＳＤの取組の難しさと同時に、思いがあれば形にとらわれずに取り組むことができる

可能性を感じました。 

・横浜市のＥＳＤがしっかりと変容の視覚化に取り組み、共有されていることを学んだ。自校でのよ

り効率的な検証方法と追加調査手法の開発が課題と感じた。 

○ 本会合が、１年間の活動をＳＤＧｓや

ＥＳＤ、非認知能力の視点と結びつけ、そ

の意義を考える機会となりましたか。 

○ 本会合が、次年度のＳＤＧｓ達成に向

けた取組やＥＳＤの取組につながるもの

になりましたか。 
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1940s

社会
開発

持続可能な社会の構築にむけて
～開発アプローチの変遷（佐藤真久、2020）

1950s 2000s 2010s1980s 1990s1960s

2000s 2010s1990s

貧
困
・
社
会
的
排
除
問
題

地
球
環
境
問
題

1940s 1950s 1980s1960s

人間
開発

◀ミレニアム開発目標▶
（MDGs：2001-2015）

◀持続可能な開発目標▶
（SDGs：2016-2030）

－社会問題・課題－
貧困、飢餓、HIV/AIDS、南北問題、債
務危機、紛争、衛生、水のアクセスと
質、非識字、教育のアクセスと男女格

差、社会的公正、など

－社会問題・課題－
気候変動、生物多様性喪失、自然災害、高齢化、
エネルギー問題、社会的公正、ガバナンス、肥満、
紛争、貧困格差、教育の質、ユースの雇用問題、

人工知能に奪われる職、グローバルな金融・経済危機、など

－これからの時代－
“混成文化の時代”
“地球惑星の時代”

“外部のないグローバリゼーションの時代”
“VUCA（変動、不確実・複雑・曖昧）の時代”

第1次国連開発
の10年（1960-70）

⚫ 途上国全体の経済成長率を
年5％へ

⚫ 電源開発や道路整備などのイ
ンフラ整備

⚫ 先進国による技術・資金援助
増大

⚫ 「経済成長=開発」という考え
方が主流

第2次国連開発
の10年（1971-80）

⚫ 途上国全体の経済成長率を
年6％へ

⚫ 先進国による援助増大

⚫ 社会公正や人間の潜在能力
などの要件盛り込まれる

⚫ 「開発」の挫折－農業の伸び
の目標未達成、債務増大、貧
富の格差増大、石油価格の
高騰・石油輸入国の不況・食
糧危機

⚫ 地球惑星的世界観、社会包容的世界観、変
容の世界観

⚫ “複雑な問題”への対応（テーマの統合性・同時
解決性）

⚫ “共有された責任”としての対応（万国・万人に
適用される普遍性・衡平性）

⚫ 途上国の貧困問題の解決
⚫ 8目標、21ターゲット

⚫ 平和と安全、開発と貧困、環境、人権と
グッド・ガバナンス、アフリカの特別ニーズ

など
⚫ 達成期限と具体的な数値目標

1970s

1970s 2020s 2030s

2020s 2030s

第3次国連開発
の10年（1981-90）

⚫ 途上国全体の経済成長率を
年7％へ

⚫ 政府主導の介入的な開発施
策から、新古典的な構造調整
政策へ

第4次国連開発
の10年（1991-00）

⚫ 途上国全体の経済成長率を年
7％へ

⚫ 国際社会だけでなく、途上国の
責任が明記、優先課題：①経済
の加速的成長、②人口政策・人
間能力の開発、③貧困の解決・
飢餓の撲滅、④地球環境の保
全

経済
開発

持続可能
な開発

●
国連人間
環境会議

（1972） ●国連環境開発会議
（UNCED：1992、RIO）
経済政策との関連性・
政治的意思決定の変革
（公開性・透明性・参加性）

●環境と開発に
関する世界委員会

（WCED:1987）

●地球憲章
（2000）

第5次国連開発
の10年（2001-10）

第6次国連開発
の10年（2011-20）

－1980年代以降－
原発、南北問題を背景に、

フェミニズム、先住民等の視点を
取り込み、環境倫理思想が多様化

－1960-70年代－
冷戦下、科学万能主義による
自然破壊が極度に達し、

人間中心から環境主義の時代へ

他者・外部のないグローバル化の時代
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ESD 3.0
～その意味合い

ESD 1.0 ESD 2.0 ESD 3.0

• VUCA社会（変動性・不確実性・複雑性・曖昧性）
• 持続可能性キー・コンピテンシーと社会・情動的知
性（SEI）

• 構造的変容／ホールスクール
• 人間の安全・安心保障／Well Being
• 変化の担い手としてのESD（教育の質⇄社会課題
解決）

• 生涯を通じて質の高い教育の権利を保障
• 共通善としての教育強化
• 自然を基礎をした人類の生存・成長

• 社会変容と自己変容をつ
なげる学び

• 複雑性に向き合う学習と
協働の連動性

• 教育の新たな
方向付け

• 持続可能な開
発

© All Rights Reserved, Masahisa SATO, Ph.D. 4

横浜市ESDモデル（2017）
～ESDの4レンズを通した見直し活動

ESDを考える、キーワード
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横浜市ESDモデル（2017）
～ESDフローラ
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SDGsのための教育（UNESCO, 2017）

～“持続可能性キー・コンピテンシー”

予測（時間軸）

システム思考

規範

戦略協働

批判的思考

自己認識

統合的
問題解決

社会・情動的知性（SEI）
（マインドフルネス、共感、思いやり、批判的探究）
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本報告書の執筆・作成協力（第 1章以外） 

東京都市大学大学院 環境情報学研究科       教授 佐藤 真久 
（横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム・コーディネーター） 

 

東洋大学社会学部社会学科 大学院社会学研究科 
現在 インド工科大学              教授 米原 あき  
（横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム委員） 

横浜市立永田台小学校 
横浜市立幸ケ谷小学校 
横浜市立市ケ尾中学校 
横浜市立みなとみらい本町小学校 
横浜市立東高等学校 
横浜市立三保小学校 
横浜市立羽沢小学校 
横浜市立日枝小学校 
横浜市立恩田小学校 
横浜市立荏田西小学校 
横浜市立大門小学校 
横浜市立中和田中学校 
横浜市立西本郷中学校 
横浜市立西柴中学校 

 

本年度のＳＤＧｓ達成の担い手育成（ＥＳＤ）推進校 

編修・発行 横浜市教育委員会事務局学校教育企画部小中学校企画課 
横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム 

横浜市立本牧中学校 
横浜市立小田中学校 
横浜市立中川西中学校 
横浜市立相沢小学校 
横浜市立旭小学校 
横浜市立本牧南小学校 
横浜市立飯島小学校 
横浜市立新井中学校 
横浜市立南希望が丘中学校 
横浜市立豊田小学校 
横浜市立鉄小学校 
横浜市立希望が丘中学校 

 横浜市立並木中学校 
横浜市立緑園義務教育学校 

（2022 年度指定 28 校） 
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